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　ίロφՒのたΊに２大会࿈続で、やΉをಘͣΦンラΠン開催となりましたが、今年は
愛知県春日井市において、第48回全日本教育工学研究協議会を３年ぶりの対໘でແ事開催
することができました。これ公開授業に取り組Μでいただいた授業公開校の先生方、ڞ
催いた春日井市教育委員会のօ様、また、ٱしぶりの対໘開催を支͑てきました大会
企画委員会のօ様、加͑て最新のϋーυ・ιϑトの展ࣔにご協力いただきました企業のご
支援・ご協力のおか͛です。たいΜありがとうご͟いました。͞らに、大会テーマの

「GIGA スクール環境の日常的な活用で実現する令和の学び」にあるように、GIGAスクール
環境උ後初Ίての大نな授業公開ということあり、全国各地から過去最高の1550
名ご参加きまして、たいΜありがとうご͟いました。しかし、ఆ以্の申し込み
があり、１日目午後のセッションでは、全体会会場からの৴をผ会場でݟて͘ことに
なったり、２日目の研究発表では、会場の͞がे分でな͘、رの会場で参加できなかっ
たりと、たいΜごをおかけしましたことについて、おび申し্͛ます。
　͞て、この大会を本市で開催することがܾまったのは、ͪΐうͲGIGAスクール環境උ
がಈき出し、１ਓ１とクラウυを活用した実践がスλートした２年前のळでした。
新たなI$T環境をͲのように活用するのか手୳りのঢ়گでしたし、ίロφՒでこれまでのよ
うな学校ӡӦができていないঢ়گでしたので、２年後の大会開催࣌の࢟をまった͘༧ଌで
きないঢ়گでした。
　そのようなঢ়گでしたが、本市でのこれまでのI$T活用のาみとಉ͡ように、まͣは教ࢣ
ࣗが校活用で新たな環境のศར͞を体ײし、その後はスϞールステップで日常的な活
用を進Ί、݁Ռ的にいい݁Ռがಘられたことは続け、そうでなかったことはͲΜͲΜվળ
をしてい͘サΠクルで、授業ͮ͘りにνϟϨンジしてきました。６校の授業公開校では、
このような地ಓな取り組みの現࣌での成Ռをݟてきましたが、参؍後のΞンέートで
は、96ˋの参؍者から高ධՁをきました。６校とに今回の授業公開は、一つの௨過
にす͗ませΜ。今後ࣇಐ生ెの情報活用能力を育てながら実践をॏͶていき、生֔にわ
たってࣗら学ぶことができるࢠͲたͪを育てていきます。
　このように今後この取り組みをܧ続してい͘たΊには、当વのことですが次のੈの
実践者をきͪΜと育ててい͘ことがॏ要です。そこで、今大会では、これまでにはなかっ
たセッションを大会最後に行いました。若手教員によるトークセッションです。授業公開
校６校から各１名の若手教員が登壇し、高橋純 JAET会長の࢘会でこの２年間でۤ࿑した
こと、ࢠͲたͪが成長したこと、今後Ί͟したいことなͲをޠり合いました。このよう
な大きな場をݧܦしたことが、次の大きなステップになることを期しています。
　最後に、JAET全国大会のόトンは、青森のみな͞Μに引き͗ܧました。来年の大会が
͞らにૉらしい大会になることをָしみにしています。

愛知・春日井大会を終えて
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第48回全日本教育工学研究協議会全国大会愛知・春日井大会開催報告

１．�開催報告
　第48回全日本教育工学研究協議会全国大会は、３
年ぶりとなる現地開催となり、愛知県春日井市で10
月28日（金）、29日（土）の２日間、「GIGAスクール
環境の日常的な活用で実現する令和の学び」という
大会テーマで開催しました。公開授業に827名、大会
２日間で1,545名という参加となりました。

２．�公開授業
　公開授業は、春日井市の小中学校６校で行われ、
57の公開授業数となりました。

３．�全体会１日目
　全体会は、春日井
市民会館大ホールで
行い、会場が満員と
なりました（写真
１）。会期中大ホー
ルのロビーでは、26
社の企業から出展い
ただき、参加者が最新の製品やサービスの情報収集
ができるように対応いただきました（写真２）。
　開会行事では、主催者である当会の高橋純会長及
び春日井市教育委員
会の水田博和教育長
の挨拶に続き、来賓
のご挨拶として、文
部科学省初等中等教
育局修学支援・教材
課課長の山田哲也様、愛知県教育委員会教育長の飯
田靖様、春日井市長の石黒直樹様、春日井市議会議
長の林克巳様からご祝辞をいた
だきました。
　基調講演として、東北大学大
学院情報科学研究科 教授であ
り東京学芸大学大学院教育学研
究科教授の堀田龍也氏より「こ
れからの学びに対応する情報活

用能力の育成」と題し、ご講演いただきました（写
真３）。
　セッション１―シンポジウムでは、公開授業校の
指導に当たられた６名の先生方が登壇し、当会の高
橋純会長の進行により、各公開校の取組や授業内容
の解説がありました。

４．�全体会２日目
　全国から申込のあった様々な実践や研究について
の研究発表と、企業
と実践者が協力して
開催するワークショ
ップが行われまし
た。JAET役員のご
協力により今年は29
の分科会で合わせて
134件の研究発表があり（写真４）、また６つの企業・
団体によるワークョップを開催し、熱心な発表や協
議が行われました。
　大会最後のプログラムは、６校の公開校若手教員
の方が登壇し、当会
の高橋純会長の進行
により、大会テーマ
である「GIGAスク
ール環境の日常的な
活用で実現する令和
の学び」と題し、ト
ークセッションが行われました（写真５）。
　閉会行事では、愛知・春日井大会の今野貴之大会
企画委員長と水谷大会実行委員長の挨拶の後、次回
青森大会の石山宏一実行委員長より、青森大会の概
要説明と開催に向けた意気込みをお話しいただき、
次回大会での再会を期して閉会しました。
　大会一日目の午前中に行われた６校の公開授業の
概要は次ページでご紹介します。また、過去最多件
数となった研究発表は、各分科会の座長をお引き受
けいただいた先生方から、15ページ以降にそれぞれ
の報告を掲載しています。

写真１　全体会

写真４　研究発表

写真５　シンポジウム

写真２　企業出展

写真３　基調講演

３年ぶりの現地開催で、
1,500名超にご来場いただきました

JAET事務局
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１．研究ͷ֓ཁ
　本校では、学びの土となる学श環境を͑、進
展ஶしい情報Խ社会に対応し、ক来、ະ知の課題に
直໘するࢠͲたͪにඞ要な生きる力の育成を目指
しています。課題解ܾにඞ要な知ࣝ・ٕ能を֬実に
शಘ͞せ、それをとにみΜなでߟࢥ・அ・表現
し合う活用の授業に日常的に取り組Ήこととしまし
た。まͣ、すての教৬員が校に日常的にクラウ
υを活用することで、い方に׳れ、そのศར͞を
実ײしました。次に、授業のͶらいを明֬にした্で、
学श課題ઃఆˠ情報収集ˠཧ・分ੳˠまとΊ・表
現という学श過ఔを意ࣝした授業つ͘りをߏஙし、
Ͳたͪの୳究の支援つながるようにI$Tをಓࢠ
۩として活用しています。 

２．公開授業ͷ༰ʹ͍ͭͯ
（１）１年　生活科「たのしいあきいっͺい」
　ΞサΨΦのมԽを௨し、قઅのҠりมわりをཧ・
分ੳして͑ߟる活ಈを行いました。導ೖではݸ々に
スラΠυを活用してࡱりたΊていたΞサΨΦの生長
をৼりฦることで、学Μだことを生かしてมԽه
をଊ͑る活ಈを行
いました。次に、
ΞサΨΦ以֎の校
ఉの২قઅに
よってมԽしてい
るかを؍しまし
た。ジϟムϘーυ
্のᝦにグルー
プごとにまとΊることで、֮ࢹ的に͑やす͘なり
ました。（写真１）情報をൺֱする・͑ߟたことを表
現する活ಈを௨して、ࢠͲたͪはقઅのҧいをࣗ
らੵۃ的に୳そうとする࢟がݟられました。
（２）４年　社会科「ીࡾ分ྲྀ工事と愛知用水」
　明࣏の࣏水工事について͑ߟることを課題にઃఆ
し、課題を解ܾするたΊに、先ਓ、ಇき、ޮՌなͲ
のࢹで情報収集をしました。ཧ・分ੳの場໘で
はߟࢥπールとしてϑΟッシϡϘーンを活用しなが

らๅྐྵ࣏水と明࣏
の࣏水をࢹごと
にൺֱをしまし
た。（写真２）次に、
をグルݟਓの意ݸ
ープごとのジϟム
Ϙーυにڞ༗し、
25年かかった明࣏
の࣏水の先ਓたͪのۤ࿑や、σ・Ϩーέたͪのಇき、
い土地での͘らし方の工についてまとΊました。
　最後に、ଞ者の意ݟから͑ߟを͛たり、ਂΊた
りしながら、ϊートにৼりฦりをॻきました。ৼり
ฦりの発表では、「ࣗ分のॅΜでいる土地について調
たい」や、「ळの校֎学शでは水のりを調た
い」なͲ現ࡏのࣗ分たͪの生活につな͛た͑ߟがた
͘͞Μありました。

３．研究協議会ʹ͍ͭͯ
　令和３年よりܧ続して指導をしていただいてい
るହ山先生からは、উ小の現ঢ়について、日常的
なの活用が進
み、授業では「
ཧ・分ੳ」の場໘
でI$Tをޮ的に
活用できている。
教ࢣ授業のޮ
Խを実ײしている。（写真３）そして、ݸผ最ద、学
श者主体の学びをޮՌ的に実現することシϑトし
ているという話をいただきました。参会していただ
いたօ様から、た͘͞Μのྭましのݴ༿や࣭を
いただけました。

４．͓ΘΓʹ
　今後、GAGAスクール環境の日常的な活用をܧ
続してい͘ことで、ݸผ最దな学び、協ಇ的な学び
を一体的にॆ実͞せ主体的・対話的でਂい学びを実
現していきたいとࢥいます。

写真１　άϧʔϓͰ͠߹͏༷ࢠ

写真３　ହࢁઌੜͷ講演

写真２　ߟࢥπʔϧΛ׆༻͢Δ༷ࢠ

ֶΜだ ɾٕࣝ ʢशಘʣΛたΒ͔ͤͯ、ΈΜͳでߟࢥɾ
அɾද現ʢ׆༻ʣ͢ ΔࢠのҭɹʙৗのतۀվળΛ௨し ʙͯ

Ѫݝय़Ҫཱࢢউখֶߍɹڭ಄ɹೆ�ल༤
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１．�研究ͷ֓ཁ
　本校は令和ݩ年に学श指導の研究を開࢝し、「学
शنのप知・పఈ」「I$Tの活用」「マグωットϘ
ーυの活用」の３つを基൫として日常授業のվળに
取り組Μできました。本年から「ࣗ分で学び続け
るࢠの育成」を研究テーマとし、クラウυ活用を௨し
て、ࢠͲたͪが基本となるݟ方・͑ߟ方をಇかせ
ながらࣗ分で学Μでい͘授業の研究を進Ίています。
２．�授業࣮ફʢ公開授業ΑΓʣ
（１）１年ࢉ数科「おおき͘͞ら（１）」
　実ࡍに۩体をいながら大き͞ൺをする中
で、ൺるときには「そΖ͑る」ということを１校
ݟしました。「ൺる」というݧりฦし体܁の中で࣌
方・͑ߟ方は今後、Ͳの学年でͲの教科で大
になってきます。ࢠͲたͪが今後当たり前のよう
に「ൺる」を͑るようになるたΊの基本を大
にした授業でした。
（２）２年生活科「うご͘うご͘わたしのおͪΌ」
　ࣗ分で࡞ったおͪΌをվળするたΊにͲうした
らよいかを͑ߟました。教ࢣが४උしたෳ数のಈ画
を、ࢠͲたͪは

「ࣗ分にあったಈ
画をݟれいい」
と情報をબして
いました。ಈ画や
༑ୡからのΞυό
Πスをࢹผに
ཧしながらᝦに
ϝϞし、ઃܭਤにషりけました（写真１）。授業の
様々な場໘で、ࢠͲたͪが基本のݟ方・͑ߟ方を
ಇかせて取り組Ή࢟がみられました。
（３）３年　国ޠ科「はΜで意ݟをまとΊよう」
　クラスでͲΜな༡びをするとよいかを話し合うこ
とを௨して、୯ݩで学Μだ話し合いの方を実ࡍに
実践しました。࢘会・ه・λΠマーの役ׂをࢠͲ
たͪが分୲して話し合う様ࢠを、ଞのグループの
しました。省会で話し合いのよいとこΖ؍がࢠ
やվળについて意ݟを出し合いました。

（４）４年社会「きΐう土の౷・文Խと先ਓたͪ」
　この୯ݩでグループのϝンόーが３つのผ々のお
では調たこ࣌りをそれぞれ調てきました。本ࡇ
とをグループで͑合い、３つのおࡇりのڞ௨を
༗しڞͲたͪはクラウυ্でࢠ。い出しましたݟ
たϝϞをおޓいにݟ合い、૬ஊしながら情報をཧ
していました。最ऴ的にݸผでスラΠυに学びをま
とΊました。
（５）５年Ոఉ科「ങいの方について͑ߟよう

（２）」
　ࣗ分がܾΊた૬手に、ωット্でマスクを୳して
プϨθントするというఆです。品をൺֱしなが
ら、ܾΊられた金ֹで૬手が気にೖる件ののを
બΜでいきました。今後生活の中でඞ要となって͘
るߪೖ方๏を体ݧしながら、ݟ方・͑ߟ方をಇかせ
て情報のબをしてい͘、新的な授業でした。
（６）６年社会科「ΩϦスト教のࢭېと国」
　教科ॻやࢿྉからΩーワーυを୳し、グループで
૬ஊしながらクラウυ্でؔͮけていきました。
全員がわかったことをࣗ分のݴ༿でଞのグループの
༑ୡに説明しました。͞らにਤをってϊートにま
とΊ、ࢠͲたͪの಄がϑル回సするΞウトプット
中心の授業でした。
（̓）ಛผ支援　ཱࣗ活ಈ「これは、なΜでしΐう」
　࣭の方、͑方な
Ͳの話ܕをって話すこ
とで、発表の方を学Μ
でいました。また、ώン
トマップ（写真２）は
事を多໘的にݟるਤとし
て、ࢠͲたͪがࣗݾ紹介や野ࡊの؍にって
いるのです。クΠζの中で、基本のݟ方・͑ߟ方
をにけてい͘工がな͞れていました。
３．�͓ ΘΓʹ
　すての学年を公開することにより、学年から
の基本のੵみॏͶが高学年の学びの土になって
いることをおࣔしすることができました。今後、
学校全体で研究に取り組Μでいきたいとࢥいます。

写真�　ࢹผʹᝦͷ৭Ͱཧ

写真２　ώンτϚοϓ

ࣗでֶͼଓ͚Δࢠのҭ
ʙجຊのํݟɾํ͑ߟΛಇ͔ͤͯʙ

Ѫݝय़Ҫࢁ౻ཱࢢখֶߍɹڭ務ओɹ �݄֮ ࢠ
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１．�͡Ίʹ
　本校はこれまで、「日常的」をΩーワーυにしてよ
りྑい授業実践に向けて全校で取り組Μできました。
　指導ॿݴ者のࠤ౻先生からは、「日常的」を「出
らし͞」として、学शنとI$Tの活用を࣠に指導
していただきました。そして公開していた授業、͞
らには公開していない授業から場໘をり取って
ご紹介をしていただきました。以Լ、当日の授業と
協議会の様ࢠについてお͑したいとࢥいます。
２．�日ͷ授業͔Β
（１）学शنについてɿ「学शن」を本校では
学年から、༑ୡと一ॹに気ͪ࣋よ͘学ぶたΊのスΩ
ルの一つとしてڞ༗してきています。本公開授業で
や環境を͑るということ࢟、ࣗ分で学ぶ͑ݴ
です。
　۩体的に学年では、্صのや発表の方、
ϊートのॻき方、教科ॻのಡみ取り方等を܁りฦし
指導していきます。そして中学年・高学年となるに
つれてその指導のఐֻࢠけがগな͘なり、それに
わって新しい学び（中学年からは題解ܾ・୳究
の学श過ఔ、λΠϐング、高学年からはνϟットを
。った学び）の指導が૿͑ていきます
　１年生の国ޠ「し
らせたいな・ݟせた
いな」の学शでは、
教ࢣが実Өػを
ってϊートのॻき
方をࣔし、ࣇಐはಉ
͡ようにϊートにॻ
いている様ࢠや、ص
্の1$をஔ͘場ॴ、චശをஔ͘場ॴ等がܾΊられた
௨りにஔき、͑られた環境の中で学शに向かう࢟
を参؍していただきました。
（２）I$Tの活用についてɿ本校ではI$Tの活用は、
活ಈのや࣭を্͛てい͘のとしてこれまでڞ
༗してきています。そしてクラウυを活用した学श
になり、͞らにそのや࣭が্がりました。۩体
的な公開授業の場໘では、ΞプϦをった情報のڞ

༗や協ಇฤ集です。
　６年生のࢉ数「表を
って͑ߟよう」ではࣗ分
の͑ߟをνϟットに্͛
てそれをώントにࣗ力解
ܾしていけるよう活用を
͞せたり、ಛผ支援学ڃ
の国ޠ「主ޠとड़ޠに気
をつけよう」・２年生の生
活科「みΜなでつかう　まͪのしせつ」ではジϟム
Ϙーυをって集Ίた情報を協ಇでཧ͞せたりし
ていました。これらの活ಈは、クラウυを活用する
前であれ座੮をҠಈして༑ୡにฉきに行ったり、
のみが取り্͛られたりݟಐの意ࣇられた数名のݶ
していましたが、今はڞ༗が前ఏのΞプϦをって
いるたΊそうしたことからは解์͞れつつあります。
　また、ࣇಐそれぞれがࣗݾ調しながら学शを進
Ίることできつつあります。３年生の社会「ళで
はたら͘ਓ」・４年生のཧ科「と͡こΊたۭ気と水」・
５年生のཧ科「ྲྀれる水のはたらき」では、ࣇಐそ
れぞれの಄がϑル回సするようにクラウυを活用し
た学शの場ֻけを意ਤ的に行い、୳究的な学शの
過ఔ（シンΩング・サΠクル）を意ࣝしながら学श
が進Ίられてい࢟͘を参؍していただきました。
　͞らに、I$Tの活用とはผですが、クラウυの導
ೖ͞れていない࣌期から本校ではͲの学年にڞ௨
する教科ԣஅ的な͑ߟ方として「ൺֱする」という
こと大にしてきました。公開した̓授業ではͲ
の授業でわれていたかとࢥいます。
３．�·ͱΊ
　協議会では、ࠤ౻先生から「出らし͞」として
ߟ・方ݟ、のこと以֎に基ૅ基本のशಘの中でه্
͑方のಇかせ方を教͑る・情報活用能力の基൫を
͑る・学びのٕを教͑ることを͛ڍていただきまし
た。今後こうした出小らし͞を基に、ࣇಐの高
次な࣭ࢿ、能力を育ΉたΊのよりྑい授業をࡧし
ていきたいとࢥいます。

写真１　࣮ӨػΛͨͬϊʔ
τࢦಋ

写真２　νϟοτΛͨͬ
ใڞ༗

ʮग़Βし͞ʯΛڞ༗した
Αりྑいत࣮ۀફΛΊ͟しͯ

Ѫݝय़Ҫཱࢢग़খֶߍɹڭ಄ɹ�ོ ਅ
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１．研究ͷ֓ཁ
　本校は令和３年から「ࣗ分の͑ߟをͪ、生֔
にわたって主体的に学び続けられる生ెの育成」を
研究主題とし、I$T・GIGA 環境を活用した日常的
な授業վળに取り組Μでいます。
　ಛにI$T・GIGA環境については、「ָし͘活用」「༗
ޮに活用」「ক来に役ཱつ1$�クラウυ活用」という
のと、いΖいΖな活用にトラΠ・νϟϨンジ͑ߟ
しながら、生ె教৬員׳れることを௨して、য
らͣ、߄てͣ地力をつけつつ、学校全体の࣭の向্
を目指して授業վળを進Ίています。
２．授業࣮ફʢ公開授業ΑΓʣ
（１）１年　国ޠ科「ݴ༿をつௗ シジϡウΧラ」
　話の展開にண目しながら、Ծ説のূݕがͲうして
ඞ要なのかを͑ߟました。
　生ెはまͣ、GPPHMF $MBTTSPPNに掲載͞れている、
ච者が行った各ূݕのまとΊや教科ॻをݟて、ূݕ
方๏と݁Ռを֬ೝしながらূݕの目的をࣗ分の
GPPHMFスラΠυにまとΊていきました。
　GPPHMFスラΠυは一ਓ一ਓにページがׂりৼられ
ているたΊ、いつで間の͑ߟを参ߟにしながら
ࣗ分の͑ߟをߏஙすることができました。
　次に、ূݕ方๏と݁ՌをまとΊたGPPHMFスラΠυ
を用いて、グループの間にূݕのඞ要ੑを説明し
ました。（写真１）
　まとΊでは、グループや
表生ెのԾ説ূݕの目
的に対する情報をฉき、ෳ
数のࢹからԾ説ূݕの
目的をཧ解しました。
（２）１年　ཧ科「ޫのੈք」
　Ψラスにޫをೖࣹ͞せたときのޫの進み方を、実
。して֬かΊましたݧ
　生ెはまͣ、GPPHMF $MBTTSPPNに掲載͞れている
実ݧ方๏を֬ೝしながら実ݧの४උを進Ίました。

 実ݧ中は、クロームϒックに載͞れているΧϝ
ラػ能をい、ޫの۶ંの様ࢠを写真やಈ画でࡱӨ
しました。（写真２）

　ޫを当てる生ె、様ࢠを
の方๏ݧӨする生ె、実ࡱ
をݟฦし指ࣔを出す生ె
なͲ、それぞれが役ׂを分
୲し、協力しながら進Ίて
いました。
　実݁ݧՌをまとΊるࡍには、ࡱӨした写真やಈ画
をԿݟ直しながら、Ͳのような件Լでޫの۶
ંがىきるかを説明し合いました。
（３）̓組　国ޠ科「ݟたこと、かΜ͡たこと」
　ಛผ支援学ڃである̓組では、気ͪ࣋や様ࢠを表
すݴ༿を用いることによって、ࣗ分のݟたことやײ
͡たことを表現できるように学शを進Ίました。
　教ࢣが学ڃの目ඪをఏࣔしますが、学श進が
々でҟなるたΊ、生ె一ݸ
ਓ一ਓはࣗ分で目ඪをબ
・ܾࣗݾఆし、GPPHMFス
プϨッυシートにೖ力し
てから授業にྟみました。

（写真３）
　授業の後では、生ెがࣗの目ඪをฉき手に
͑てから発表を行うことで、૬手や目的、目ඪを意
ࣝして発表することができました。
͚ͯʹޙࠓ．３
　19の公開授業を௨して、I$T・GIGA環境を日常
的に活用している授業や生ెの学びの様ࢠを多͘の
参会者にݟて͘ことができました。また、研究発
表を௨して、日常的な授業վળを࣠に、授業や学校
全体の࣭の向্を目指して取り組Μでいる本校のߟ
͑方や実践についておࣔしすることができました。
地Ҭの公ཱ中学校で取組がे分Մ能な、生ె・教
৬員のせにつながる日常的な授業վળによる学校
全体の࣭の向্の͑ߟ方や実践の様ࢠを受けࢭΊ
ていていれいです。今後、い山を܁りฦ
し登りԼりをするΠϝージをͪ࣋ながら、教科のັ
力をຯわわせるととに、生ెが͞らに主体的に学
Μでいける授業の実現を目指して地ಓに取り組Μで
いきます。

写真１　ূݕͷతΛઆ໌
͢Δੜె

写真２　ޫͷ۶ંͷ༷ࢠΛ
Ө͢Δੜెࡱ

写真３　ݸʑͰͷඪΛܾ
ΊΔੜె

ࣗの͑ߟΛͪ、ੜ֔にΘたͬͯओମతにֶͼଓ͚
ΒΕΔੜెのҭΛࢦした*$5ŋ(*("ڥの׆༻

Ѫݝय़ҪࡔཱࢢԼதֶߍɹڭ務ओɹҏ౻�།࢙
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１．֓ཁͷઆ໌
　本校は、「生きた知ࣝ」を育てる授業を実現するこ
と、I$Tを活用して知ࣝやٕ能のशಘと生ెಉ࢜の
ؔわり合いをଅすこと、44T（ιーシϟルスΩルト
Ϩーχング）と4GE（ߏ成的グループΤンΧウンλー）
により生ెಉ࢜のؔわり合う力を育成することをப
として研究を行ってきました。
　は͡Ίに、研究の概要とこれまでのาみについて
説明を行い、参؍のࢹを明らかにして授業を؍て
いただきました。

２．公開授業
　６教科（国・社・数・ཧ・ӳ・体）６授業の公開
を行いました。
　ཧ科の授業は、「Խ学มԽとࢠݪ・分ࢎ　ࢠૉがか
かわるԽ学มԽ」全３࣌間の２࣌間目です。೩͑る
という現をԽ学มԽという໘から説明するたΊ
に、各൝であらか͡Ίཱてたテーマについてূݕす
る実ݧを行いました。前࣌には、各൝で実ݧ方๏を
ܾΊ、ܾまったことをクラス全体にスプϨッυシー
トでڞ༗しました。そうすることで、ଞの൝のテー
マや実ݧ方๏を参ߟにすることができます。また、
各൝の࡞業進が一目で֬ೝできるので、教員がඞ
要な൝にす͙に支援をೖれることができます。本࣌
において、実ݧの
様ࢠや݁Ռをಈ画や
画૾でهして、そ
の63-を先ड़のスプ
Ϩッυシートにషり
けました。ࢠͲ
は、その内容をݟฦ
して新たな気ͮきをಘたり、実ݧ中にࠔを͡ײた
ときに解ܾする手がかりにしたりします。ࢠͲの
学びをਂΊるだけでな͘授業վળにI$Tが༗ޮに
はたらいていることを͡ײることができました。
　ଞ教科において、ݸਓの目当てやৼりฦりをス
ラΠυやスプϨッυシートでڞ༗したり、͑ߟたこ
とや気いたことをνϟットにあ͛てଈ࣌的なやり

とりをしたりすることで、ࢠͲがपғとつながり、
学びがਂまってい͘様ࢠがݟられました。

３．全体会
　公開授業の後には、全体会としてذෞಙ学Ԃ大
学教授　ۄஔਸ先生から「౻山中学校の２年間か
ら学ぶ」と題してご講話いただきました。ࢠͲた
ͪを๛かに育てるたΊの授業վળを目的に研究を行
い、その成ՌをࢠͲの࢟でࣔそうとした本校の取
組についてՁͮけていただきました。
Ͳࣗに学ࢠબの場໘をઃఆすることでݾࣗ　
शのをたせていることや教ࢣがࢠͲの活ಈ
にՁͮけをすること、教ࢣがいな͘てࠔらない
ようにするたΊにݟ方・͑ߟ方を育Ήことや༑ୡな
Ͳपғにࣗ分からؔわっていける力を育ΉことなͲ
研究課題ୡ成のたΊに行っている、۩体的な手だて
についてݸผにとりあ͛て話していただきました。
　また、１ਓ１をは͡ ΊとしたI$TをࢠͲがप
ғとつながる手ஈとして活用できていること、ࢠͲ
の心ཧ的҆全ੑが֬อ͞れていることで全員が学び
に向か て͑いることについてお話しいただきました。

４．報ަ会
　全体会の後には教科ごとに分かれ、意ަݟをし
ていただきました。本校の研究や参؍者ࣗの取組
について意ݟをަする中で、૬ޓに気ͮきや͑ߟ
がਂまる様ࢠがݟられました。その後の࣭ٙ応で
は、֎部の方だからこそのࢹからのご意ݟやご࣭
をいただき、本校の研究をৼりฦるよいػ会とな
りました。

̑．·ͱΊ
　研究課題を明らかにし、ڞ௨の目的意ࣝをͪ、
全৬員で２年間研究を行ってきました。その݁Ռ、
日常的なࢠͲの࢟から研究の成Ռを͡ײることが
できるようになってきました。この全国大会の成Ռ
や省、いただいたご意ݟをいかし、͞らに研究を
発展͞せていきたいと͑ߟています。

͢ΔੜెهʹΛಈըࢠͷ༷ݧ࣮

ࣗのͬͯいΔٕࣝΛΈ߹Θͤたり、ରతͳ
たりਂΊたり͢Δ͜ͱで、తୡ͛Λ͑ߟಈΛ௨しͯ׆
にۙͮ͘͜ͱ͕できΔੜెのҭΛࢦしͯ

Ѫݝय़Ҫࢁ౻ཱࢢதֶߍɹߍɹֿ �ాӳஉ
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１．本ߍʹ͓͚Δੜెͷ学शͷมԽͷݯ
　ਓはΠンプットとΞウトプットを܁りฦしながら
学शします。本校では、ここ数年、Ͳͪらかとい͑
Πンプットにภりがͪだった授業をݟ直し、Ξウ
トプットのػ会を૿やすようにしてきました。集Ί
た情報を、課題解ܾのたΊにཧ・分ੳし、まとΊ
たり表現したりする力や、ࣗ分で学शのݟ௨しをཱ
てる力がとて大だということを以前に૿して
のਪߏうようになりました。GIGAスクールࢥ͘ڧ
進にう１ਓ１の環境のඋによって授業を
Ξウトプット中心とシϑト͞せるྲྀれは͞らにڧ
͘なりました。各教科の୲当者は生ెがよりよいΞ
ウトプットをできるよう、日々の授業で様々な工
をして生ెを育ててきました。公開授業では、その
一をごཡいただきました。

２．公開ͨ͠授業ʹ͍ͭͯ
　本校では、̕つの授業を公開しました。公開した
授業にڞ௨する工を紹介します。
たせる࣋௨しをݟ（１）
　Ͳの授業で、生ెはGPPHMFクラスルームに掲載
͞れた情報をݟながら、୯ݩの最後にͲのようなこ
とをまとΊたり、表現したりするのかということの
。௨しをཱてていきますݟ
（２）学शのϞσルがた͘͞Μある環境をつ͘る
　クラウυ্でつながって学शを進Ίるརの一つ
がසൟに参রできることです。ྫ͑ඒज़の授業で
は、授業でう表現ٕ๏を
ಈ画にしたのをい͘つ
࡞成し、生ెが活用した
いٕ๏を、ಈ画をݟて学ぶ
ことができるようにして
います。（写真１）
（３）全ての生ెが活ಈできるようにする
　一ਓ一ਓに活ಈをอূし、一ਓ一ਓの成長を֬実
にݟಧけることが以前より֨ஈにできるようにな
りました。Իָの授業では、クラウυܕԻָ学शプ
ラットϑΥーム'MBU GPS EEVDBUJPOによって、全ての

生ెにۂ࡞活ಈを͞ݧܦせることができました。国
の授業では、൝で情報を出し合った後、ϑΝΠルޠ
をίϐーしながら集Ίた情報をݸผでཧ分ੳする
様ࢠがݟられました。
（４）生ెが学शの目ඪや方๏をࣗ分でબする
　体育の授業では、一ਓ一ਓが目ඪをཱててから学
शを開࢝しました。ӳޠの授業では、ӳ文をಡΊる
ようなるたΊに、生ెがࣗ分に合った࿅श方๏をબ
Μで学शを進Ίました。（ਤ１）数学の授業では、ࣗ
分に合った࿅श題をࣗ分でબびながらशख़͞せて
いました。生ెはࣗ
分の活ಈにײを
ͪ、ॆ実した学श
を進Ίることができ
るようになってきて
います。
（５）情報活用能力を育成する
　社会科の授業では、ฉ͘ਓがೲಘできるようにス
ラΠυやυΩϡϝントにࣗ分の意ݟをまとΊまし
た。生ెはΞプϦのྑ͞を活かしながら、情報がਖ਼
し͘わるように活ಈしました。意ਤ的にこうした
能力を高Ίるこ࣭ࢿをੵΉことによって生ెはݧܦ
とができるようになってきました。

３．協議会ͷ༷ࢠʹ͍ͭͯ
　高橋純教授（東京学芸大学）からはクラウυ前ఏ
の授業は、これまでの一੪授業とは大き͘ҟなると
いうお話がありました。本校で実ࡍにىきている
ことですが、授業中に生ెಉ࢜がࣗ分の意ݟを૬ޓ
参রすることは、１ਓ１のクラウυ環境Լで
はとて؆୯にできます。そのおか͛で、文ষをॻ
͘力やྔがϋΠスϐーυで্がっていることを実ײ
します。教ࢣが回収して、一ਓ一ਓにペンをೖれ
ていた࣌では༧できないスϐーυで生ెは力を
つけていきます。生ె一ਓ一ਓに力をつけるたΊに
授業をしているのだというݪにཱͪฦって、今後
授業վળに取り組Μで行きたいというࢥいを͘ڧ
しています。

写真１　ಈըͰֶͿੜె

ਤ１　ࣗʹ߹ֶͬͨͼํͷબ

ҰਓҰਓのੜెにྗΛ͚ͭΔͱい͏
तۀຊ来のతΛେにしたऔ

Ѫݝय़Ҫߴཱࢢதֶߍɹڭ་ɹখ�৾
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愛知・春日井大会�研究ൃදҰཡ
ʬ 1�A 情報教育（情報活用能力の育成等） ʭ座長ɿଜ明ݑ（౧山学院教育大学）

��"��
୳究的な学शの過ఔにプログラϛングをҐஔけた୯ݩ開
発とී及

ย山貴࢙（୮市ཱ小小学校・ණ্情報教育研究会）

��"��
小学校１年生における初ΊてのλϒϨット活用とプログラ
ϛング教育の実践

ত（୮市ཱ黒井小学校）ོݟࡉ

��"��
教科の学びとؔ࿈͞せたプログラϛング教育のࢼみ―3年
生社会科での実践―

࣋࠸（୮市ཱ中ԝ小学校・ණ্情報教育研究会）

��"��
小学校ཧ科「ి気のར用」におけるNJDSP�CJUの日常的活用
を௨した授業の取組

౻本（ฌݿ県୮市ཱ春日部小学校）

ʬ 1�# 情報教育（情報活用能力の育成等） ʭ座長ɿ 中ඌ教ࢠ（ਆಸ工科大学）
��#�� ౷ੑを意ࣝした情報活用能力の育成とそのධՁ方๏ܥ Ӊ࣏田೫（和Վ山市ཱ小小学校）、๛田ॆਸ（和Վ山大学教৬大学院）

��#��
教科ごとの情報活用能力のΠϝージ調ࠪ 中ಸࡊ（高দ市ཱউլ中学校）、土井国春（দໜொཱت来小学校）、

ହ山༟（໐教育大学大学院学校教育研究科）

��#��

ίンϐϡーλ・サΠΤンスのݪ体ݧを小学校１年生からੵ
みॏͶるΧϦΩϡラムの開発と実践

্ਿହ貴（ٶ教育大学ෟଐ小学校）、新田Ղ（ٶ教育大学ෟଐ小学校）、
、（教育大学ෟଐ小学校ٶ）橋ඒًࠫ∁、（教育大学ෟଐ小学校ٶ）ᖒᣦಸٶ
谷ਖ਼明（ಛఆඇӦར活ಈ๏ਓみΜなのίーυ）、ז野༝ཬՂ（ಛఆඇӦར活
ಈ๏ਓみΜなのίーυ）、རࠜ༟ଠ（ಛఆඇӦར活ಈ๏ਓみΜなのίーυ）、
҆౻明৳（ٶ教育大学ٕज़教育部会）

��#��
者を対とした１ਓ１環境における学शޢಐ・อࣇ
πールΞプϦのૢ࡞スΩルにؔする意ࣝ調ࠪ

大ݡଠ（常༿大学）、ࡾ井一ر（山ས大学）

ʬ 1�$ 情報Ϟラル・情報セΩϡϦテΟ ʭ座長ɿҴ֞（東北学院大学）

��$��
ΞクセスログからみたGIGAスクールߏ１年目の情報Ϟ
ラル教材のར用向

൘֞ᠳ大（ٶ教育大学）、小ઘཅ（ٶ教育大学ෟଐ小学校）、田ࡔ和）
ౡ県教科用ਤॻൢചࣜג会社）、ࠤ౻和ل（৴भ大学）、堀田龍也（東北大学）

��$��
情報Ϟラルにؔわる$#Tに日常的に取り組Μでいる学ڃ
におけるFラーχング教材の取り組み方のಛ

若月ԝ（৴भ大学）、ࠤ౻和ل（৴भ大学）、ೆᑍ༏（৴भ大学）、
൘֞ᠳ大（ٶ教育大学）、田ࡔ和（ౡ県教科用ਤॻൢചࣜג会社）、
堀田龍也（東北大学）

��$��
日常的に情報Ϟラル教材に取り組Μでいる小学校第６学年
の２学ڃにおける$#Tに取り組Ήॱংにؔする分ੳ

ೆᑍ༏（৴भ大学）、ࠤ౻和ل（৴भ大学）、若月ԝ（৴भ大学）、
൘֞ᠳ大（ٶ教育大学）、田ࡔ和（ౡ県教科用ਤॻൢചࣜג会社）、
堀田龍也（東北大学）

��$�� 教員及びอޢ者に対する情報Ϟラル教育の実践 森ਔ市（ࣜג会社　ເσβΠン૯合研究ॴ）

ʬ 1�% 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿԬ本ګ介（ٶ教育大学）

��%��
GIGAスクール環境Լにおける中学校ٕज़のプログラϛン
グ ―続「スϞウルビー」の活用―

࡚博（দߐ市ཱٛ教育学校ۄ౬学Ԃ）、݉ ંହজ（দߐ市ཱ第ೋ中学校）、
高ඌ宏࣏（/10๏ਓ3VCZプログラϛングগ年団）

��%��
σジλルϊートを活用した授業実践の成Ռと課題 小林݈ଠ（春日井市ཱೆ中学校）、石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、

ହ山༟（໐教育大学）

��%��
小学校֎国ޠにおける目ඪୡ成にد༩するプログラϛング
学श ―ΧϦΩϡラム・マωジϝントによる学शޮՌの向
্を目指して―

中Ԭਖ਼年（和Վ山大学教育学部ෟଐ小学校）

��%��
小学校第４学年体育科「ポートϘール」におけるクラウυ
を活用した学श者主体の授業実践とධՁ

山ܟ生（春日井市ཱদݪ小学校）、加౻൏也（春日井市ཱ出小学校）、石ݪ
、ࠤ（小学校ݪ春日井市ཱদ）一ߒ ౻和ل（৴भ大学）、高橋純（東京学芸大学）

ʬ 1�E 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿֿ本Ղর（新ݟ公ཱ大学）

��&��
小学校Ոఉ科における調ཧ࡞業のಈ画ࢹௌによるৼりฦり
がࣇಐの調ཧٕ能に対する意ࣝに༩͑るӨڹのݕ౼

প山ହ（名ݹ市ཱനௗ小学校）、大ٱอل一࿕（ౡࠜ大学）、
（৴भ大学）ل和౻ࠤ

��&�� I$T活用によるԻָͮ͘り授業におけるݸผ最దな学び 北真ཬࡊ（和Վ山大学教育学部ෟଐ小学校）

��&��
GIGAスクールߏにおけるλϒϨットを活用したՈఉ学
शの一ߟʙࣗݾ調学शを高ΊるՈఉ学शのポΠントʙ

加౻ࡊ࠼（দࡕ市ཱఱന小学校）、ೇ本（দࡕ市教育委員会事局）

��&��
学श者用σジλル教科ॻを活用した授業σβΠンの一ߟ 
ʙ中学校ཧ科の実践からʙ

Տ田ຑ༎（দࡕ市ཱ中学校）、ೇ本（দࡕ市教育委員会事局）

ʬ 1�' 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿߒౢࣉ介（大ࡕ教育大学）

��'��
৯でະ来をつ͘る　―ಈ的なつながりのある学श活ಈの工
を௨して―

Ӭ井ߒೋ（名ݹ市ཱڷ北小学校）

��'��
पล体ݧをॏࢹする新たな学शのܗʙήーϛϑΟέーショ
ンによる教科指導とਤॻ館活用能力の育成ʙ

、（լ県ཱՏ中学校・高等学校࣎）อ߶宏ٱ
森本春ࡊ（࣎լ県ཱՏ中学校・高等学校）

��'�� ύϑΥーマンス課題のධՁ方๏の実践 ౻井ળষ（্田市ཱ第中学校）、中ଜ൏ਓ（্田市ཱ第中学校）
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��'��
I$Tを活用したプログラϛング的ߟࢥを育Ή題解ܾ学श
における学शධՁのࡏり方 のͮ͘りを中֩とした
4TEA.教育のΧϦΩϡラム・マωジϝントを௨して

٠地（দ市ཱઙ間小学校）、ԕ山ࣿ߳（੩Ԭ大学）

ʬ 1�G 教員研修・教員ཆ成 ʭ座長ɿᬒޫߒ（ࣛࣇౡঁࢠ期大学）

��(��
൚用のクラウυサービスを基൫としたඇಉ期分ܕࢄ研修の
ઃܭ

小৾（春日井市ཱ高森中学校）、大ౡݰ（春日井市ཱ高森中学校）、
水谷年（春日井市ཱ高森中学校）、高橋純（東京学芸大学）

��(��
൪組を活用した授業ͮ͘りに取り組Ή２年目教員が直໘す
る課題  ―/), GPS 4DIPPMʰ͑る͑るʱを活用した実践事
ྫをとおして―

ยԬٛॱ（࡚市ཱ新小学校）、今野貴之（明大学）、
堀田博࢙（Ԃ田学Ԃঁࢠ大学）、橋本ଠ࿕（/),）、؏井真࢙（/),）

��(��
校内ܕの学びを実現するクラウυࢣผ最దで協ಇ的な教ݸ
研修の要件のݕ౼

高橋純（東京学芸大学）、（࿅അཱ۠ؔொ北小学校）ߒलݪּ

��(��
教৬課ఔにおけるプログラϛング体ݧがプログラϛング教
育を実ࢪするࣗ৴に༩͑るӨڹ

中山ྤࡊ（日本ঁࢠ大学）、ӿ本૱（日本ঁࢠ大学）、山本๎߂（中ଜ学Ԃ大学）

ʬ 1�) 校の情報Խ ʭ座長ɿ小林༞ل（ҵ大学）

��)��
൚用のクラウυサービスを基൫とした教৬員の情報ڞ༗の
ಛ

月֮ࢠ（春日井市ཱ౻山小学校）、ٱܚ貴（春日井市ཱ౻山小学校）、
ଜ্།ే（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

��)��
൚用のクラウυサービスを基൫としたࣇಐのࠁ・ ܽ੮ 
ঢ়گのѲ

֞内༑加ཬ（春日井市ཱ౻山小学校）、ٱܚ貴（春日井市ཱ౻山小学校）、
ଜ্།ే（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

��)��
教員ཆ成課ఔの学生を対とした校の情報Խにؔする意
ࣝ調ࠪ

∁݁基（常༿大学）、Ն目݈和（দ市ཱ井ҏ谷小学校）、
（山ས大学）ر井一ࡾ

��)��
σジλル࿈བྷாΞプϦのར用にؔする学年ごとのอޢ者ධ
Ձ

小林༞ل（ҵ大学）、ُ井ढ़ஐ（ίχΧϛϊルλࣜג会社）、
ழ田ྑ介（ίχΧϛϊルλࣜג会社）、北ୱ（ίχΧϛϊルλࣜג会社）

ʬ 1�I ԕִセッション ʭ座長ɿീᖒࢠ࢙（ઍ༿大学）

��*��
I$Tを活用した協ಇ的な学びを意ਤした授業ͮ͘りʙプロ
グラϛング教育の実践からʙ

大高৳ޗ（Ӊٶ大学大学院教育学研究科）

��*��
情報活用能力の体ܥ表ྫから͑ߟるI$TをޮՌ的に活用し
た学びのॆ実（2）

真ޗ（ٶ教育大学教৬大学院（名取市ཱΏりがٰ小学校））、
ฏ真（ٶ教育大学教৬大学院）

��*��
ՈఉにプϦンλෳ合ػをઃஔしたࣇಐの活用のಛ ৫田༟ೋ（৴भ大学教育学部ෟଐদ本小学校）、ઙ井公ଠ（੩Ԭ市ཱೆ部小学校）、

、（会社ࣜגΤプιンൢച）ل山内真、（৴भ大学）ل和౻ࠤ
高橋純（東京学芸大学）

��*��
１ਓ１環境における情報Ϟラル教育のࡏり方 ―全
教育活ಈにおける指導と１ਓ１のよ͞を生かした指
導のࡏり方―

（市ཱೆ小学校）࢙ܓݪ

ʬ 1�J ԕִセッション ʭ座長ɿ長谷春生（山大学）

��+��
のॆ実に向けたI$T「ผ最దな学びݸ」体ෆࣗ༝教育のࢶ
の活用 ʙثػ AI・IPTثػ・スψーζϨンルームでのσ
ジϦϋ活用の実践研究ʙ

౻本࢘ܓ（ౡ県ཱಛผ支援学校）

��+��
知的োಛผ支援学校におけるσジλル・シテΟζンシッ
プをࢤ向した情報教育の実践

山࡚ஐਔ（山大学教育学部ෟଐಛผ支援学校）、水内๛和（ఇ京大学文学部）、
ᜊ౻大地（Ӊٶ大学ڞಉ教育学部）

��+��
クラウυ൛学श者用σジλル教科ॻと௨৴ଳҬにؔする一
ߟ

本新ଠ（ઋ市教育委員会）、Ҵ֞（東北学院大学文学部）ࡔ

ʬ 2�A 情報教育（情報活用能力の育成等） ʭ座長ɿହ山༟（໐教育大学）

��"��
小学校ಛผ活ಈにおけるిࢠマωーܾࡁシϛϡϨーション
教材の導ೖ　―活ಈを中心とした学ڃ内௨՟の日常的な
活用を௨して―

小ᠳଠ（東京学芸大学ෟଐ小金井小学校）、林向ୡ（ಙౡ文ཧ大学）

��"��
中学校におけるGIGAスクールߏ１年間から֬ೝ͞れた
情報活用能力育成の成Ռと課題

青山ཅ介（春日井市ࣰཱݪ小学校）、ଜ্།ే（東京学芸大学大学院）、
高橋純（東京学芸大学）

��"��

情報教育テΩストを用いた小学校ஈ֊の情報活用能力育成
の取り組みやす͞等にؔする調ࠪ（２）―テΩスト活用の
前ఏの༗ແでのൺֱ

ౡຑࢠ（ࣜג会社学研ホールσΟングス　学研教育૯合研究ॴ）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）、ࠤ౻和ل（৴भ大学教育学部）、
ᬒޫߒ（ࣛࣇౡঁࢠ期大学ࣇಐ教育学科）、
堀田龍也（東北大学大学院情報科学研究科、東京学芸大学大学院教育学研究科）

��"��
ۙなプログラϛングの役ׂとݪཧのཧ解ଅ進に向けた教
育のݕ౼と実践

ਆ長貴博（/TTテクϊクロスࣜג会社）、ਆ݈ݪ一（/TTテクϊクロスࣜג会
社）、ށ部༤ଠ（/TTテクϊクロスࣜג会社）
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��"��
小学校の૯合的な学शの࣌間におけるϐクトグラム੍࡞を
௨͡た実践と展

ઙଜ๕ࢬ（Լদ市ཱԼদ小学校）、ҏ౻一成（青山学院大学）

ʬ 2�# 情報教育（情報活用能力の育成等） ʭ座長ɿ黒্（ؔ大学）

��#��
情報活用能力の育成を目指したϞジϡールܕ情報学शのޮ
Ռ

Ҵ֞（東北学院大学）、（A/小学校-40ށ）谷ୡߥ

��#��
情報活用能力を育成するたΊのνΣックϦストの開発とӡ
用

㟒靖（小部市ཱֈ谷小学校）ٶ

��#��
学校と地Ҭが࿈ܞした小学校プログラϛング教育の授業開
発 ―「Πルϛωーション大࡞ઓ」の授業実践を௨して―

井্ঢ（ദ市ཱ土小学校）、ٶౡҥӯ（学श院大学大学院）、
部ཬҥࢠ（/),）

��#��
情報活用能力の育成ঢ়گのՄࢹԽにؔする調ࠪ Ҵ֞（東北学院大学）、দ本ষ（東北学院大学）、ହ山༟（໐教育大学）、

後౻ࢤ߁（新ׁ大学）、๛田ॆਸ（和Վ山大学）

��#��
１ਓ１を活用したౡとの学校間ަྲྀ学शによる実
践とධՁ

੪田ढ़ฏ（大ࡕ市ཱ今ཬ小学校）、ߒౢࣉ介（大ࡕ教育大学）

ʬ 2�$ 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿ堀田博࢙（Ԃ田学Ԃঁࢠ大学）

��$��
生活科の写真を用いた指導における気きにؔするهड़
のӨڹのݕ౼ʵࣗ分の成長を;りฦる୯ݩにおいてʵ

新田ས೫（࢜市ཱؠদ小学校）、ೆᑍ༏（৴भ大学大学院）、
ୌ༤ଠ（長野市ཱ東小学校）、堀田༤大（۽本大学大学院）、
（ઍ༿大学教育学部）ࢠ࢙ീᖒ、（৴भ大学）ل和౻ࠤ

��$��
１ਓ１の環境を生かしたݸผ最దな学びと協ಇ的な
学びの実践 ―ロΠロϊートのػ能を活用した国ޠ科「ആ
―り」の学शを௨して࡞۟

ԣ⅓和也（έॴଜཱઍࡀฏ小学校）

��$��
73ө૾の活用による中学校Իָ科の؍授業のվળ ૬݁ݪ（ᘐ協࡛ۄ中学高等学校）、水野宏（ࣜג会社ΞルϑΝίーυ）、

中野३（ࣜג会社日1#ܦ・大ࡕ教育大学）

��$��
主体的学びをଅし、情報活用能力を育てる IPTඦ༿ശを活
用した授業

北ᖒ直樹（ؠপ市ཱؠপ小学校）、҆౻明৳（ٶ教育大学）、加౻ୖ也（ؠপ
市教育委員会）、ᚸು༔介（ࣜג会社内田༸行教育૯合研究ॴ研究開発部研究
ਪ進課）、ّࢤయ（ࣜג会社内田༸行教育૯合研究ॴ研究開発部研究ਪ進課）

��$��
１ਓ１の情報を活用した学शにおけるޮՌ的なৼり
ฦりのݕ౼に向けた課題ཧ

本明ࢠ（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

ʬ 2�% 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿ登本༸ࢠ（東京学芸大学）

��%��
満に༩ڃಐの学ࣇ内௨՟の導ೖがڃ活ಈにおける学
͑るӨڹのݕ౼

ਿ本ܒഅ（春日井市ཱ౻山小学校）、ٱܚ貴（春日井市ཱ౻山小学校）、
ଜ্།ే（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

��%��
 ผ最దで協ಇ的な学びを実現する中学ཧ科授業の実践ݸ
―I$T活用ܕ୯ݩ内ࣗ༝進学शの授業ઃܭにඞ要な要ૉ
のݕ౼―

Ӭඌޛܒ（東京ࡾୋ市ཱ第ೋ中学校）、今野貴之（明大学）、橋本ଠ࿕（/),）

��%�� I$Tにෆ׳れな教員のI$T活用スλートシステムのߏங 新山直樹（おいらせொཱඦ石小学校）

��%��
小学校学年でのҟ文Խཧ解教育の授業σβΠン ―ө૾
ϝσΟΞを活用した୳究活ಈ―

ླܚ樹（40ށ-A/小学校）、ࡾ貴ࢠٱ（40ށ-A/小学校）、
一（ؔ大学）ݡอ田ٱ

��%��
クラウυサービスを用いた協ಇฤ集がࠜڌをࣔしてࣗ分の
をॻ͘力の育成に༩͑るޮՌ͑ߟ

ᖂ谷ܓ༞（春日井市ཱෆೋ小学校）、ٱܚ貴（春日井市ཱ౻山小学校）、
ଜ্།ే（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

ʬ 2�E 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿ小༄和ت༤（ؔ大学）

��&��
高校１年「現の国ޠ」におけるプロジΣクト学शが生ె
の学श成Ռに及΅すӨڹ

ೆݩބ貴（学校๏ਓ小দݪ学Ԃ　Ӝ和ྷ明高等学校）、今野貴之（明大学）

��&��
σジλル教科ॻの導ೖ初期に教育委員会が୲うき役ׂと
てきた課題͑ݟ

ᓎ田ೋ（長野県飯田市教育委員会）、東܇ٛݪ（৴भ大学）、
長྄ࡔ介（長野県ڤଜ教育委員会）、۽谷ઍ加（長野県飯田市教育委員会）

��&�� 授業վળの意ࣝを高Ίながらগしͣつ前進Ή 常田એ（ϲॴଜཱೆ小学校）

��&�� 全৬員でI$T教育をਪ進するたΊのཧ৬のあり方 ໟར靖（一ൠࡒ団๏ਓ日本ࢹௌ֮教育協会）

��&��
中学校ཧ科におけるࢠݪ・分ࢠのΠϝージܗ成を手ཱてと
する73教材の活用実践

新ଜྋ一（দ本市ཱஜຎ野中学校）、小ౡ一生（長野市ཱ北部中学校）、
田Ղ之（দ本市ཱஜຎ野中学校）、谷௩ޫయ（৴भ大学）、森Լໞ（৴भ大学）ݪ

ʬ 2�' 情報Ϟラル・情報セΩϡϦテΟ�ϝσΟΞ教育・ϝσΟΞ・Ϧテラシー�そのଞ ʭ座長ࠤɿ ౻和ل（৴भ大学）
��'�� 能力の育成࣭ࢿཧできるݾಐ生ెが１ਓ１をࣗࣇ 中ଜΊ͙み（つ͘市૯合教育研究ॴ）

��'�� σジλルシテΟζンシップとルールϝΠΩング 内田（つ͘市ཱ࠺ޗ小学校）

��'��
4TEA. -JCSBSZσジλル・シテΟζンシップ教育教材の
中学校における実践とޮՌ

今चඒ（国ࡍ大学）、๛৾ฏ（国ࡍ大学）
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��'��
4TEA. -JCSBSZσジλル・シテΟζンシップ教育教材の
開発

๛৾ฏ（国ࡍ大学G-0$0.）、小林ಸึ（国ࡍ大学G-0$0.）、٠地өً（国
௶市ཱ大ݹ林一真（名、（.大学G-0$0ࡍ国）大学G-0$0.）、今चඒࡍ
小学校）、ࡔ本०（๏大学）、๕լ高༸（ذෞಙ学Ԃ大学）

��'�� 教員のI$T活用ঢ়گによるࣇಐの発表意ཉのҧい ٢ଜསՖ（日本ঁࢠ大学）、ӿ本૱（日本ঁࢠ大学）

ʬ 2�G 教員研修・教員ཆ成 ʭ座長ɿ๛田ॆਸ（和Վ山大学）

��(��
小学校教員の１ਓ１の活用ਪ進に向けたνΣックϦ
ストの活用

٢田߁༞（੩Ԭ市ཱ൪ொ小学校）、大ٱอل一࿕（ౡࠜ大学）

��(��
教員ཆ成課ఔの学生を対としたI$Tを活用した協ಇ学श
の્要Ҽのݕ౼

野༟ଠ（常༿大学）、∁݁基（常༿大学）、ࡾ井一ر（山ས大学）

��(��
１ਓ１の活用を校内においてਪ進するΩーύーιン
の業およびਪ進にؔする工の調ࠪ

堀田༤大（۽本大学大学院）、ീᖒࢠ࢙（ઍ༿大学教育学部）、
堀田龍也（東北大学大学院情報科学研究科）、（৴भ大学教育学部）ل和౻ࠤ

��(��
テΟーム・テΟーνングを活用したI$T研修プログラムの
౼ݕ

ୌ༤ଠ（長野市ཱ東小学校、৴भ大学教育学部）、
ീᖒࢠ࢙（ઍ༿大学教育学部）、ࠤ౻和ل（৴भ大学教育学部）

��(��
教員୭一ਓ取り͞ない࣋続Մ能な研修σβΠンについ
て

ำ本ଠ（দࡕ市ཱՖԬ小学校）

ʬ 2�) 校の情報Խ�そのଞ ʭ座長ɿ中哲（愛知教育大学）

��)��
I$Tを活用したࣇಐのܽ੮・ݕԹ࿈བྷঢ়گとอޢ者及び教
員の意ࣝ

ಊ込ޫً（春日井市ཱෆೋ小学校）、石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、
ହ山༟（໐教育大学）

��)��
GPPHMF$IBUを用いた情報ڞ༗についての成Ռと課題のݕ౼ 本田ஐ߂（春日井市ཱ中部中学校）、石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、

（৴भ大学）ل和౻ࠤ、（山ས大学）ر井一ࡾ

��)��
อޢ者向け 8FC サΠトのߋ新සと内容にؔする実ଶ
調ࠪ

小দྑ介（ೆຳྠଜཱೆ部小学校）、ࠤ౻和ل（৴भ大学教育学部）

��)��
１ਓ１の活用がࣇಐの学校ద応ײに༩͑たӨڹ 中田߉樹（春日井市ཱ౻山小学校）、ٱܚ貴（春日井市ཱ౻山小学校）、

ଜ্།ే（東京学芸大学大学院࿈合学校教育学研究科）、
高橋純（東京学芸大学教育学部）

��)��
教員とอޢ者が࿈ܞして୳究学शを支援する学श環境のߏ
ங ʙอޢ者サポーλー੍による支援環境ʙ

、（A/小学校-40ށAグループ$-）ࢠٱ貴ࡾ
ඉޱສཬࢠ（40ށ-A/小学校）、ླܚ樹（40ށ-A/小学校）、
ହ山༟（໐教育大学）、（A/小学校-40ށ）谷ୡߥ

ʬ 2�I ԕִセッション ʭ座長ɿӬ田ஐࢠ（ฌݿ教育大学）

��*��
ΦンラΠンでײޒで͡ײるΦーストラϦΞ࢞ຓ校との生
活文Խのަྲྀ ―Ոఉ科「おをいれる」学शを活用した̡ 体
―ΦンラΠンަྲྀʳの開発ܕݧ

（学校๏ਓ北学院　北学院小学校）ࢠܚ本ٶ

��*��
I$Tを用いたޮՌ的なཧ科授業とは .FUB.PKJ $MBTT3PPN
を活用した実践から

ݩ生（ౡ市ཱ࠺ޗ中学校）、ੁ野ढ़（ౡ市ཱ࠺ޗ中学校）

��*��
１ਓ１環境Լにおけるೝ知のಛੑに目した授業ͮ͘り
の要

ਢ౻༤ل（૬ݪ市教育委員会）

��*��
࡞ಐ１ਓ１環境Լにおける小学校学年の基本ૢࣇ
および活用に対するೝࣝ

、ཛྷ生（東京学芸大学教৬大学院）、北ᖒ（東京学芸大学教৬大学院）ेޒ
ङ野ྏݾ（東京学芸大学教৬大学院）

��*��
ビジωスνϟットΞプϦ্の会話ཤྺに基ͮ͘中学校教員
のࣗ的な研修参加に༩͑る要Ҽのݕ౼

谷内༞樹（۽本大学大学院）、൘֞ᠳ大（ٶ教育大学）、
（৴भ大学教育学部）ل和౻ࠤ、（山ས大学教育学部）ر井一ࡾ

ʬ 2�J ԕִセッション ʭ座長ɿ長谷春生（山大学）

��+��
のؼͪ࣋りによる「I$T授業の日常Խ」に向けた取組
―校内一੪ΦンラΠン学शの実ࢪやະ来をݟਾ͑た研修に
よる教員のม容―

Ԭ༟ଠ（૬ݪ市ཱೆ大野小学校情報教育୲当）、
高橋真ඒ（૬ݪ市ཱೆ大野小学校校長）

��+��
ԕִ合ಉ授業のී及を目指した教員研修のσβΠン―教員
意ࣝのม容にண目して―

中ࠜ新（京ཱ୮後෩高等学校）、（ఱ橋高等学校ٶ京ཱ）ݟ҆

��+��
ผԽ学शの教材開発ݸ ՚า（ౡࠜ大学教育学部）、山大ً（ౡࠜ大学教育学部）、্田ཽ也（ౡౢࡾ

ࠜ大学教育学部）、ವ田५（ౡࠜ大学教育学部）、長㟒࡞ߞ（ౡࠜ大学教育学部）、
দඌ和樹（ౡࠜ大学教育学部）、ਂݟढ़ਸ（ౡࠜ大学教育学部）

��+��
小学校プログラϛング教育についての一ࢉ―ߟ数科教科
ॻൺֱを௨して―

大橋博（高࡚݈߁ࢱ大学）

��+��
GIGAスクール࣌におけるAIυϦルを活用した学श支援
について

大山博ل（भ文Խ学Ԃ小中学校）、ࢬ࣌ѥ生（भ文Խ学Ԃ小中学校）、
田ٛ（ࠤլະ来क़I$T活用教育研究ॴ）

ʬ 3�A 情報教育（情報活用能力の育成等） ʭ座長ɿଜ明ݑ（౧山学院教育大学）
��"�� I$Tを活用し情報発৴スΩルをにつける国ࡍ協ಇ活ಈ 田明（大ࡕཱ東高等学校）
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��"��
中学校におけるଳ࣌間を活用した初期指導がߟࢥスΩルश
ಘに及΅すӨڹ

本壇（春日井市ཱ知多中学校）、石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、
ହ山༟（໐教育大学）

��"��
σーλを基に͑ߟをਂΊ、学びを生かすࣇಐの育成―小学
校ஈ֊におけるσーλサΠΤンスの取組―

石本大（名ݹ市ཱԳڱ間小学校）

��"��
クラウυを基൫とした協ಇ学शにおける૬࡞ޓ用のྨܕԽ
のࢼみ

ଜ্།ే（東京学芸大学大学院）、当ຑ༝Ҙ（東京学芸大学大学院）、石ᘯ大
（東京学芸大学）、登本༸ࢠ（東京学芸大学大学院）、高橋純（東京学芸大学）

��"��
日常的にクラウυを活用している学श者が༗用ੑを実ײし
ているI$T活用のಛ

、貴（春日井市ཱ౻山小学校）、ଜ্།ే（東京学芸大学大学院）ܚٱ
高橋純（東京学芸大学）、（৴भ大学）ل和౻ࠤ

ʬ 3�# ಛผ支援教育 ʭ座長ɿ堀田博࢙（Ԃ田学Ԃঁࢠ大学）

��#��
いผ最దԽをਤるたΊのGPPHMF JBNCPBSEの༗ޮ的なݸ
方

高橋৳（東京ീԦࢠ市ཱԣ小学校）

��#��

ಛผ支援学校における１ਓ１を活用してࣇಐ生ెの
情報活用能力を育Ήஈ֊的スΩルのݕ౼　―λϒϨット
を「次ੈの文۩」「次ੈの教材・教۩」として活
用するたΊに―

∁橋ਖ਼ٛ（能支援学校）

��#�� ಛผ支援学校における73とA3の༗用ੑ 山本ޛ（ذෞ県ཱ大֞ಛผ支援学校）

��#��
に対するスマートスϐーΧーを活用した実践ࣇ体ෆࣗ༝ࢶ
研究 ―知的োをうੑまͻࣇのฉ͘力と話す力の向
্を目指した取り組み―

和ٱ田高之（ஜ大学ෟଐۅがٰಛผ支援学校）、
向田ণ樹（ਆಸ県ཱ૬ݪ中ԝ支援学校）、水内๛和（ఇ京大学文学部）

��#��
知的োがいのあるࢶ体ෆࣗ༝ࣇが日常生活ಈ࡞に応͡たݴ
表現を学ぶワンλップ教材ΞプϦの開発ޠ

北ଜ京ࢠ（ࡾॏ県ཱ会ಛผ支援学校）、٠ل（ࡾॏ大学）、
ਢી野ਔࢤ（ࡾॏ大学）、Լଜษ（ࡾॏ大学）

ʬ 3�$ 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿౡ๕ত（Ӊٶ大学）

��$��
I$T ثػを活用した୳究的な҆全教育のΧϦΩϡラムの
研究開発

（教育大学ෟଐ田中学校ࡕ大）ୡ也ࡾ

��$��
λϒϨット௨知表を活用した教ࢣのઐੑ向্ʙՈఉと࿈
ʙ૾ࢣした学शධՁで育つະ来の教ܞ

石井࢘（Ӊٶ大学）、土井ඒึ（ށߐཱ۠新田小学校）

��$��
公民科「公ڞ」用「対ઓܕ金༥品ήーム」の開発 ―金
༥ࡁܦ教育としてのΧーυήームの開発―

ԕ౻৴一（東京工業大学ෟଐ科学ٕज़高等学校）、
北ݪ༟ࢠ（東京工業大学ෟଐ科学ٕज़高等学校）

��$��
小نき地校のԕִ授業―ಉ期・ඇಉ期の࣌間を意ࣝし
たΧϦΩϡラムマωジϝント―

（小中学校ݎうるま市ཱ）বٶ

��$��
GPPHMF υΩϡϝントのԻೖ力ػ能を活用したՈఉ学श
がࣇಐに༩͑るޮՌ

᠅᠁কࢤ（春日井市ཱ出小学校）、加౻൏也（春日井市ཱ出小学校）、
石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、দ井（愛知教育大学）

ʬ 3�% 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿਗ਼水和ٱ（金ྏ大学）

��%��
のࡍ参রしながらৼりฦりをॻ͘ޓಐがクラウυ্で૬ࣇ
する要ૉの分ੳڹड़ྔのมԽにӨه

土田ཅ介（ఇ京大学Մࣇ小学校）、ହ山༟（໐教育大学大学院学校教育研究科）、
（৴भ大学教育学部）ل和౻ࠤ

��%��
クラウυを活用した参রが生活科におけるࣇಐの気きに
༩͑るӨڹのݕ౼

井ඒ༗（春日井市ཱ出小学校）、高橋純（東京学芸大学）、
、ହ山༟（໐教育大学大学院）、（৴भ大学）ل和౻ࠤ
ଜ্།ే（東京学芸大学大学院）、加౻൏也（春日井市ཱ出小学校）

��%��
小中学校のී௨教ࣨにプϦンλーෳ合ػを常ઃしたࡍの授
業におけるࣇಐ生ెによる活用の調ࠪ

ઙ井公ଠ（੩Ԭ県੩Ԭ市ཱೆ部小学校）、٢田߁༞（੩Ԭ市ཱ൪ொ小学校）、
、（会社ࣜגΤプιンൢച）ل山内真、（৴भ大学）ل和౻ࠤ
高橋純（東京学芸大学）

��%��
クラウυ্のスプϨッυシートでهड़したࣇಐによる授業
のৼりฦりの向の分ੳ

౻Ѯ（Ҵ市ཱฏඌ小学校）、ଜ্།ే（東京学芸大学大学院）、
大ٱอل一࿕（ౡࠜ大学）、ହ山༟（໐教育大学大学院）、
堀田龍也（東北大学大学院）、（৴भ大学）ل和౻ࠤ

��%�� #:0%を取りೖれたػց製ਤの学शޮՌにؔする研究 部༸ฏ（࡚ٶ県ཱ小林लๆ高等学校）

ʬ 3�E 教科指導におけるI$T活用 ʭ座長ɿֿ本Ղর（新ݟ公ཱ大学）

��&��
クラウυサービスのڞಉฤ集ΞプϦを用いたߠఆ的な૬ޓ
ίϝントが小学校高学年のࣇಐのࣗଚײ情に༩͑るӨڹ

҆野߶ฏ（ಢ県Լլ܊ਗ生ொཱກ小学校）、ࠤ౻和ل（৴भ大学）、
、ହ山༟（໐教育大学）、中（愛知教育大学）、（山ས大学）ر井一ࡾ
Ҵ݈ଠ（ਗ生ொ教育委員会）、堀田龍也（東北大学大学院）

��&��
GIGAスクール環境における、教科学शのύッέージング 
ʙ/), GPS 4DIPPMとࣗ࡞授業ಈ画のซ用ʙ

小谷（大ࡕ市ཱ大和中学校）

��&��
クラウυを基൫とした学शログの学श者による活用がϝλ
ೝ知的活ಈを向্͞せ、ࣗݾ調力の育成に及΅すޮՌ

長ೄਖ਼๕（春日井市ཱ高森中学校）、大ౡݰ（春日井市ཱ高森中学校）、
水谷年（春日井市ཱ高森中学校）、高橋純（東京学芸大学）

��&��
ΞプϦ「ここϛテ」を活用したࣇಐがφビήートする対話
の実践ؑܕ

দ野ल࣏（市ཱ明小学校）

��&�� クラウυを活用した୯ݩ内ࣗ༝進学शの学力のӨڹ 石ߒݪ一（春日井市ཱদݪ小学校）、ହ山༟（໐教育大学）
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ʬ 3�' そのଞ ʭ座長ɿ大ٱอل一࿕（ౡࠜ大学）

��'��
中学校ཧ科におけるࡉ目ੵみ্͛ࣜテストのઃܭと߲目ผ
ਖ਼による生ెのཧ解Ѳのࢼみ

田貴（ڵೆ中学校）、҆ཬ基ࢠ（༩ಹݪொཱ༩ಹݪ小学校）、
中哲（愛知教育大学）、堀田龍也（東北大学大学院情報科学研究科）

��'��
授業参؍者のࢹから͑ߟるࣇಐ主体の学びͮ͘りの一ߟ


ຑ（৴भ大学大学院）、森Լໞ（৴भ大学）、谷௩ޫయ（৴भ大学）

��'��
指導主事による学校๚における1PXFS #IのޮՌ的活用 大௩和உ（ौ谷۠教育委員会）、ेޒཛྷढ़ࢠ（ौ谷۠教育委員会）、

Ӊಞ࢘（ौ谷۠I$Tセンλー）

��'�� ୳究に取り組Ήࠧե野高校のI$Tを用いた意工 Ԭ本ྖࢠ（京ཱࠧե野高等学校）

��'�� プログラϛング教育を௨した4TEA.教育のݕ౼ （大学ࢠ日本ঁ）田部ढ़ॆ、（大学ࢠ日本ঁ）૱ӿ本、（大学ࢠ日本ঁ）田樹ٶ

ʬ 3�G 教員研修・教員ཆ成�そのଞ ʭ座長ɿࠤ౻和ل（৴भ大学）

��(��
教員ཆ成課ఔの学生を対とした小学校教育実शにおける 
１ਓ１の活用ঢ়گの分ੳ

ᬒͻかる（常༿大学）、野༟ଠ（常༿大学）、
中山ᓻࢠ（প市ཱย小学校）、ࡾ井一ر（山ས大学）

��(��
360Χϝラと73ٕज़を活用したΦンラΠン公開授業シス
テムのߏஙと実践

前田ণࢤ（ࡾॏ大学教育学部ෟଐ小学校）

��(��
題解ܾのॎࢳ・ԣࢳϞσルに基ͮ͘ಛผ活ಈの指導๏ 
―ύϊラマビϡー文Խࡇを題材とした題解ܾの実践―

ۙ౻ઍ߳（東京工業大学ෟଐ科学ٕज़高等学校）、ۄ田和ܙ（ށߐ大学）

��(��
学श指導要ྖίーυでඥͮ͘σジλルίンテンπ ӿ本૱（日本ঁࢠ大学）、大井ক生（東京大学）、高ٱխ生（ஜ大学）、

Ѩࣇ༤之（東京国ཱ博館）、༗山༟ඒࢠ（ܰ井෩ӽ学Ԃ）、
（研究ॴࡦ国ཱ教育）༝Ղߐ

��(��
「新しい࣌の学びを実現する学校ࢪઃのあり方」の研究
―小中学校における授業実践を௨͡たޮՌとその課題―

田ܒ靖（ࣜג会社J.$）、ลྑউ（ೆฑ市ཱ向田小学校）

ʬ 3�) 教育・学श用ιϑトウΣΞ開発・ධՁ�I$T支援員及びサポート体੍のߏங・ӡӦʭ座長ɿ҆౻明৳（ٶ教育大学）

��)��
分ࢄஔとି出ཧを支援するਤॻシステムのσβΠンと
ධՁ―1ਓ１を活用した΄ΜύスΞプϦの導ೖ―

、（A/小学校-40ށ）ࢠٱ貴ࡾ、（A/小学校-40ށ）ԝݪࡗ
Ҵ֞（東北学院大学）

��)��

ͲたͪのࢠԽによるࢹผ最దな学びの実現と授業のՄݸ
みࢼ取りと授業վળのݟ

দ育ඒ（ίχΧϛϊルλࣜג会社情報ثػ開発本部）、ӹ田ྯԝ（ίχΧϛ
ϊルλࣜג会社情報ثػ開発本部）、石黒৴（ίχΧϛϊルλࣜג会社情報
Ԃ田学Ԃঁ）࢙堀田博、（ຳ໘市教育委員会ࡕ大）Ӭହయؠ、（開発本部ثػ
（ҵ大学教育学部）ل大学ਓ間教育学部）、小林༞ࢠ

��)��
GIGAスクールߏにܽかせない「I$T支援員」の実情と
目指す目ඪ ―（一社）I$T支援員ී及ଅ進協会の8FCセϛ
φー講श会分ੳ݁Ռから―

後౻༸（ࣜג会社ເσβΠン૯合研究ॴ）、
ଜ༟文（ࣜג会社ເσβΠン૯合研究ॴ）、山५一（山大学（名༪教授））

��)�� つ͘市におけるI$T支援体੍のཱ֬ （つ͘市૯合教育研究ॴ）ࢠܒג

��)��
70ਓのI$T支援員の࡞業日報から͑ݟる支援業の現ঢ়と
サポートとはԿか

ଜ༟文（ເσβΠン૯合研究ॴ）、田ॴ৴（ເσβΠン૯合研究ॴ）、
山५一（山大学）

ʬ 3�I ԕִセッション ʭ座長ɿ黒田（山大学）

��*��
GIGAスクールにؔするωットΞンέートからݟる「ී
ஈいのΦンラΠン授業」

月ཅ一（大分県ཱ芸ज़文Խ期大学）

��*��
ผ最దな学びを進Ίながら協ಇ的な学びをਂΊる授業実ݸ
践 ―大ࡕを表的するࡇりや行事、文Խࡒのσジλル
ύンϑϨット࡞りを௨して―

ീౡণ大（大ࡕ市ཱ今小学校）、Ԭౢߞଠ（大ࡕ市ཱ小দ小学校）、
貴ଜ྄ଠ（大ࡕ市ཱ加ౡ小学校）

��*��
プログラϛング的ߟࢥ育成からは͡Ίる的に学ぶࢠの
育成ʙ主体的・対話的なプログラϛング学शを௨した新し
い学びの実現ʙ

Ԭल之（Ԭ࡚市ཱӋࠜ小学校）

��*�� GIGAのϋΠϑϨックス授業等についての一ߟ 中੪࢙（্൘ொཱ高ࢤ小学校）、本間学（中ଜ学Ԃ大学）

��*��
を育ΉたΊのυローン活用にߟࢥಐのプログラϛング的ࣇ
よる教員研修の実ࢪと授業実践

Տଜ之（ҏ市ཱࠤീ小学校）
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　本セッションでは情報教育についての４件の研究
が報告͞れ、協議が行われました。４件とプログ
ラϛング教育にؔする研究で、小学校におけるプロ
グラϛング教育のあり方について議をਂΊること
ができ、この分野におけるこれまでの成Ռや今後の
課題が明らかになりました。
１．研究ൃදʮ��"��ʯ
　୳究的な学श過ఔにプログラϛングをҐஔͮけた
୯ݩ（#分ྨを中心に）を開発し、その୯ݩをͲの
ようにී及するかについて報告͞れていました。報
告では、୳究的な学शの୯ݩにプログラϛング教育
と実社会での課題を݁びつけ、それらの課題をࣇಐ
が解ܾするといった本୯ݩのಛがࣔ͞れていまし
た。このような୯ݩを開発することにより、ࣇಐに
とってۙな題の発ݟ・解ܾにίンϐϡーλのಇ
きを生かそうとすることにつながると報告͞れてい
ました。今後は本研究の成Ռである指導Ҋや実践ه
をXFCページで公開͞れるとのことでした。また、
公開͞れるࡍにプログラϛングの授業をスムーζに
行うたΊの教材活用のポΠントや指導のポΠントを
まとΊたಈ画公開するということで、教ࢣがプロ
グラϛング教育をॆ実して実践することができる基
൫を͑ることができるのではないかと報告͞れて
いました。
２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　小学校１年生でのλϒϨット1$を活用したプログ
ラϛング教育の実践についての報告でした。報告で
は、ビジϡΞルプログラϛングである7JTDVJUを活用
した実践の様ࢠが報告͞れました。授業実践では、
まͣࣇಐに7JTDVJUの基本ૢ࡞として、１）ビスέッ
トのき΄Μ、２）λッνのき΄Μ、３）まわるのき
΄Μを１࣌間ͣつ体ݧし、ૢ࡞をशಘした্で、プ
ログラϛングに取り組Μだとのことでした。また、
本研究では、教ࢣが࡞成したಈ画をࣇಐの支援とし
てࢹௌ͞せており、ࣇಐはそのಈ画をࢹௌすること
で、主体的にプログラϛングに取り組Ή࢟がݟられ
たと報告͞れていました。報告の最後に、１年生が
プログラϛングの体ݧをੵみॏͶることで、課題の

ୡ成が高͘なることが報告͞れており、プログラ
ϛングを܁りฦしݧܦすることのॏ要ੑをࣔ͞れて
いました。
３．研究ൃදʮ��"��ʯ
　小学校３年生の社会科「͘らしのうつりかわり」
においてのプログラϛング教育のࢼみについて報告
͞れていました。３年生の社会科では、ࣇಐがॅΉ
ۙな地Ҭについて学びます。その地Ҭにແਓのό
スをらせるという୯ݩ課題をઃఆし、ࣇಐがΦκ
Ϙットをແਓόスにཱݟて、ແਓόスのプログラϛ
ングをするというເのある୯ݩでした。ࣇಐはプロ
グラϛングをするࡍに、ࣗらの生活ݧܦを基に、ό
スが行するルートを͑ߟる࢟がみられ、社会科の
目ඪにつながる学びが実現していたと報告͞れてい
ました。発表では、ࣇಐの成Ռからは「お年دり
やোがいのあるਓがങいや༮ࣇをࡁませやすいよ
うなルートにした」なͲのهड़がみられ、ࢠͲた
ͪがプログラϛングを௨して社会のあり方について
られたとड़られてい͡ײをਂΊていることが͑ߟ
ました。また、本୯ݩの実践後にσジλル・λΩι
ϊϛーテーϒルで実践を分ੳ͞れており、本୯ݩが
୳究的な学शとして成ཱしていたことが報告͞れま
した。
４．研究ൃදʮ��"��ʯ
　小学校６年生のཧ科「ి気のར用」において、
.JDSP�CJUを活用したプログラϛング教育についての
報告͞れていました。教ࣨでプログラϛング教材を
常࣌活用することができる環境を͑ることで、「ి
気のར用」の୯ݩにおいて、ࣇಐがి気をແବにせ
ͣޮよ͘うたΊのプログラϛングを࣌間に数
多͑͘ߟ出すことができたと報告͞れていました。
ただ、授業࣌間֎にࣇಐがࣗ༝に取り組Ήことがで
きる環境であることから、た͘͞Μ取り組Ήࣇಐ
いれ、あまり取り組まないࣇಐおり、プログラ
ϛングのスΩルにࠩが生͡ることになったと本研究
の課題͛ڍられており、授業内での各学年のܥ౷
ੑのॏ要ੑをࣔ͞れていました。

ൃද̍�"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ

ɹଜ�໌ࢣߨҭେֶɹڭӃֶࢁɹ౧࠲ ݑ
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　本セッションでは、初等中等教育における情報活
用能力の育成にؔする研究が４件発表͞れました。
小学校中学校をわͣ、情報活用能力の育成や情報
の活用にؔするՈఉとの࿈ܞに課題意ࣝがあ
り、今回の発表は多͘の学校にࣔࠦを༩͑るのと
なりました。
１．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本発表は、情報活用能力を育成するたΊに開発し
た「情報活用能力ルーϒϦック」をࣇಐにし、
学श活ಈのࡍに情報活用能力を意ࣝ͞せることで、
そのशಘをਤΖうとしたのです。ルーϒϦックは、
情報収集のスΩル、情報のཧ・分ੳのスΩル、情
報ฤ集のスΩル、表現・発表のスΩルという４つの
分野にԼҐΧテΰϦがあり、それぞれ4、A、#、$
という４Ϩϕルがઃけられています。ࣇಐによるࣗ
ධՁの݁Ռ、年初Ίと２学期をൺるといͣݾ
れのスΩル後者の方が、4、AϨϕルが૿加したと
いう݁Ռがಘられました。ルーϒϦックによって、
教ࢣは４つの分野をཏするように情報活用能力の
育成を授業に取りೖれ、各スΩルを意ࣝして授業ઃ
ಐルーϒϦックを参রしࣇ、を行い、͞らにはܭ
ながら学श活ಈに取り組Ήことによって、ࣗݾධՁ
のポΠントが্ঢしたことが͞ߟれています。
２．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本発表は、情報活用能力の教科等ԣஅ的な指導方
๏についてݕ౼するたΊに、公ཱ中学校の教員を対
に、ࣗの授業において育成したいと͑ߟる情報
活用能力を調ࠪし、その݁Ռを情報活用能力の体ܥ
表ྫに当てはΊ、ҟಉを明らかにしたのです。い
ͣれの教科で情報活用能力の要ૉにؔする指導は
な͞れており、多͘の教科で指導͞れていた߲目が
ある一方、授業において育成しているはͣであるが、
݁Ռに表れない߲目ありました。これらのことか
ら、教科によって情報活用能力のとら͑方がภって
いること、授業では֮ࣗ的に指導できていない߲目
があることが明らかになりました。教科ごとの学श
内容と情報活用能力を֮ࣗ的にؔ࿈ͮけ、実践をॏ
Ͷることで、全教科で情報活用能力の育成を進Ίる

ことができるというՄ能ੑがࣔࠦ͞れました。
３．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本発表は、国ཱ大学ෟଐ小学校において、ίンϐ
ϡーλ・サΠΤンス科（$4科）をઃஔし、ΧϦΩϡ
ラム開発、授業実践、実践前後のࣇಐの意ࣝ調ࠪを
実ࢪしたのです。$4科のΧϦΩϡラム開発と実践
によって、情報を科学的にཧ解することと情報を科
学的にѻうことをؚΊた、ܥ౷的な情報活用能力を
育成することを目指しています。$4科で目指すࣇಐ
の$4、࢟科でѻう̓つの要ૉをܾΊ、各学年20࣌間
から成るΧϦΩϡラムが開発͞れています。ίンϐ
ϡーλにؔする題材について、Ξンプラグυの教材
を用いたり、目的をってࢼ行ޡࡨしたり、Ξφロ
グとσジλルをൺֱしたりするような学श活ಈが実
ಐに意ࣝ調ࠪࣇれました。年初Ίと年で͞ࢪ
をした݁Ռ、中学年ࣇಐでは「ίンϐϡーλのこと
を学शすることのॏ要ੑ」、中高学年では「ίン
ϐϡーλをར用した題解ܾのڵຯ」について、
。ఆ的回が༗意に૿加したことが報告͞れましたߠ
４．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　１ਓ１の情報は、Ոఉでの活用前ఏに
උ͞れており、อޢ者等に対してཧ解をଅ進する
ඞ要があります。本発表は、ࢠでの情報の体
࡞教ࣨの参加者を対に、情報やΞプϦをૢݧ
するスΩルにؔしてࣇಐとอޢ者それぞれの意ࣝを
調ࠪしたのです。基本的なૢ࡞スΩルについて、
GPPHMF $MBTTSPPN、GPPHMF スラΠυ、GPPHMF JBNCPBSE、
GPPHMF .FFU 等は、อޢ者にൺ、ࣇಐの方が活用
できると回したׂ合が多͘、ٯに、基本ૢ࡞、
GPPHMF υラΠϒ、GNBJM等はอޢ者の方が活用でき
ると回したׂ合が多いことがࣔ͞れています。今
回の調ࠪ対であるอޢ者は、学校やՈఉ学शで
われる情報やΞプϦのૢ࡞方๏について活用す
るػ会がগなかったのではないかというߟが͞れ
ています。これらのことから、今後、อޢ者のཧ解
をଅ進するたΊに、体ݧ会なͲの情報ఏڙのػ会を
ઃけるඞ要ੑがఏҊ͞れました。

ൃද1�#ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ

ࢠڭ�तɹதඌڭՊେֶɹ।ɹਆಸ࠲

newsletter142_p15-44.indd   16 2023/01/25   13:35



JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY

17

研
究
発
表

͡Ίʹ
　本セッションでは、情報Ϟラル・情報セΩϡϦテ
Οの教材ར用にؔするΞクセスログの調ࠪ、$#T と
のؔ࿈やࣇಐのར用ঢ়گを分ੳしたの、教員およ
びอޢ者に対する情報Ϟラルにؔする実践等、GIGA
スクールߏが進み、情報Ϟラル・情報セΩϡϦテ
Ο教育の新や、教育σーλの活用がٻΊられる現
。にଈした取組が報告͞れましたࡏ

１．研究ൃදʮ��$��ʯ
　GIGA スクールߏによるίンϐϡーλのඋや
ಐ生ెが情報や情報ٕज़を活用ࣇ、りが進みؼͪ࣋
するػ会が૿͑た現ঢ়では、҆全かつదな活用を
進ΊるたΊに情報Ϟラル教材の活用向がมԽして
いると͑ߟられます。本報告では、情報Ϟラル教材「事
ྫで学ぶ /FU Ϟラル」を対に、GIGA スクールߏ
１年目である2021年１年間の全国の小中学校の
ར用向について、教材のΞクセスログをとに
分ੳしました。その݁Ռ、年のং൫に、ίンϐϡ
ーλのい方のܾまりをཧ解͞せるίンテンπのࢹ
ௌが多かったことや、長期ٳ業前後にωットґଘに
ؔするίンテンπのࢹௌが多かったことなͲ、GIGA
スクールの環境に応͡た教材がར用͞れていること
がࣔ͞れました。また、小学校とൺて中学校はト
ークΞプϦのར用にؔする教材がར用্ҐをΊる
なͲ、校छ間でҟなる向がみられたことについて
報告がありました。

２．研究ൃදʮ��$��ʯ
　１ਓ１環境では、情報Ϟラル・情報セΩϡϦテ
Οについて、ࣗ分のۤ手な部分やཧ解していない
部分をѲし、一ਓ一ਓに最దな情報Ϟラル教材で
学ぶ環境をఏڙすることができます。本発表では、
$#T（$PNQVUFS #BTFE TFTUJOH）に日常的に取り組
Μでいる小学校における、情報Ϟラル教材の取組
ঢ়گにؔする調ࠪが報告͞れました。2021年４月か
ら2022年１月までに 1�$�1とಉ͡情報Ϟラル教材の
$#Tに日常的に取り組Μでいた小学校を対に教材

のΞクセスログの分ੳが行われました。その݁Ռ、
Նٳみ明けの̕月のࢹௌ回数がଞの月にൺ多かっ
たこと、Ոఉでの取組がݟ込まれるिの活用があ
ったこと、 情報Ϟラルにؔわるスマホήームやಈ画
ௌがଞの事ྫにൺࢹௌにؔする事ྫのՈఉでのࢹ
多かったことが֬ೝ͞れました。

３．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本研究では、１�$�1および１�$�2とಉ͡教材のར用
 ಐが情報Ϟラル教材の $#Tࣇ向について、ಛに
に取り組Ήࡍのॱংੑについての分ੳ݁Ռが報告͞
れました。2021年12月から2022年２月の３か月間に
おけるࣇಐの $#T のログを分ੳした݁Ռ、ᾇ教ࢣ
の指導のӨڹや学ڃによりࣇಐの取り組Ή࣌間の֬
อがし͘、学ڃによって$#Tに取り組Ήॱংがҟ
なること、ᾈ教ࢣの指導によって情報Ϟラル教材が
ࣔしているΧϦΩϡラムをมߋして取り組ΉՄ能ੑ
があること、ᾉ高学年向けの $#T を受ݕしऴわっ
た後は中学生向けの $#Tを受ݕしているࣇಐがいる
ことが報告͞れました。

４．研究ൃදʮ��$��ʯ
　GIGAスクールߏのਪ進には、学校だけでな͘Ո
ఉのཧ解をಘてい͘ことがॏ要です。ಛに、の
Ίた学校では、教員・Ո࢝り学शに取り組みؼͪ࣋
ఉの方から、「ؼͪ࣋り学शをͲのように進Ίてい
ったらよいのか」「Πンλーωットにܨがったを
、って大ৎなのだΖうか」なͲたͪがࣗ༝にڙࢠ
ෆ҆のがฉかれました。そこで本報告では、２つ
の小学校においてอޢ者向け・教員向けそれぞれに
調ࠪを行い、実ࢪした研修についての発表でした。
อޢ者向けには4/4を中心にੑݥةだけを͑るの
ではな͘、ಛੑのཧ解、学शに役ཱてる方๏、ࢠ
でࢹௌできるಈ画教材の紹介なͲを行いました。教
員向けには、อޢ者と࿈ܞした取組や、ಈ画教材と
協ಇ学श支援ιϑトをった意ަݟをする授業の
。り方なͲを紹介しました࡞

ൃද̍�$ɹใϞϥϧɾใηΩϡϦςΟ

तɹҴ֞�ڭɹ౦ֶӃେֶɹ࠲
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　本セッションでは、小学校と中学校の教科におい
てI$Tの活用方๏について、４件の発表がありまし
た。小学校は֎国ޠ科と体育科、中学校はٕज़科と
社会科における実践について各教科のࢹでまとΊ
られていました。
１．研究ൃදʮ��%��ʯ

 中学校ٕज़科の授業において、ビジϡΞルプログ
ラϛング環境「スϞウルビー」をར用した実践発表
が͞れました。ٕज़科の「%情報のٕज़」における「ω
ットワークをར用した方向ੑのあるίンテンπ」
では、中学２年生を対にスϞウルビーの֦ுػ能

「ϝッシϡ」をって、ϝッセージΞプϦの੍࡞を௨
͡て題解ܾを行う実践の報告でした。「ܭଌ・੍ޚ
のプログラϛング」では、中学校３年生を対にΞ
ーテックロϘをって৴߸ػのϞσルやラΠントϨ
ースロϘットを࡞る授業実ࢪの報告でした。その݁
Ռ、Ͳͪらの学श内容１ਓ１のར用によっ
てݸผ学शができ、学शした生ెの応はྑかった
ということでした。課題としては࣌間がかかる学श
内容のݟ直しがඞ要ということでした。
２．研究ൃදʮ��%��ʯ
　中学校社会科の授業にて、ϊートやࢴのワークシ
ートのわりにGPPHMFスラΠυをσジλルϊートと
して活用し、その分ੳ・݁Ռとߟについての発表
が͞れました。社会科ྺ࢙分野でσジλルϊートの
授業実践を３か月間行い、実践の４回目と22回目に
ϊートとσジλルϊートのͲͪらがྑいと͡ײたか
Ξンέートを集ܭし分ੳの報告が͞れました。Ξン
έートの݁Ռ、大きなมԽはありませΜでしたが、
σジλルϊートの長ॴとॴについてࣗ༝هड़にて
ॻかせたとこΖ、「手ॻきよりೖ力がૣい」「写真
やࢿྉがΧラーでݟやすい」といった長ॴをݴ及し
ている生ెがいたということでした。一方、ϊート
がྑいと͑ߟた生ెの意ݟにおいて、「ࣗ分でまとΊ
たϊートの方が֮͑やすい」といったような׳れに
よって解ফ͞れそうなが多͘ݟられたそうです。
今後ܧ続して実践を進ΊることでޮՌがでてきそ
うとのݟ௨しがࣔࠦ͞れました。

３．研究ൃදʮ��%��ʯ
　小学校֎国ޠ科にて、プログラϛングを用いて和
Վ山県をӳޠで13するήームをࣇಐが࡞成した݁Ռ
について発表͞れました。プログラングの学शは૯
合的な学शの࣌間̓࣌間、֎国ޠ科では̔࣌間の授
業を実ࢪしたそうです。その֎国ޠ科の内容は、和
Վ山県の13する会話文をӳޠで͑ߟ、その内容をプ
ログラϛングに組み込み、おޓいに࡞ったήームを
行うのでした。ήームを࡞り、題や解を表ࣔ
する場໘で、ࣗ分のԻをೖれるように͞せたたΊ、
ࣗ分がೲಘするまでԿ発し、Իをしている
様ࢠが͑ݟたということでした。͞らに発表者から
は、௨常だとあまり発せͣ、ίϛϡχέーション
をۤ手とするࣇಐがԿ܁りฦし発し、Ի内
容を֬ೝしていた、という報告͞れました。また、「プ
ログラϛングをうことは֎国ޠの授業に役ཱͪま
したか。」という࣭に対して、30ਓ中28ਓ役にཱっ
たという݁Ռでした。
４．研究ൃදʮ��%��ʯ
　小学校体育科にて、クラウυを活用した学श者主
体の授業実践についての発表が͞れました。۩体的
には、GPPHMF $IBUを用いてクラウυ্で意ྲྀަݟし、
それを参ߟにしてνームで࿅शܭ画シートを࡞成͞
せて、࿅शに取り組ませたそうです。GPPHMF $IBUの
意ྲྀަݟでは、Πンλーωットから࿅शやٕ能্ୡ
のたΊにࣇಐがඞ要だとࢥったಈ画を載せたり、ポ
Πントをॻき込Μだりしたということでした。実践
後に「先生主導でやるのと、ࣗ分たͪ主導でやるの
とͲͪらがいいか」「$ISPNFCPPLをうことは༗ޮ
か」なͲのΞンέートを収集し、集ܭしました。４
件๏で数Խした݁Ռ、「ࣗ分たͪ主導でやりたい」
ということに対して3�67となり、高いධՁとなり
ました。$ISPNFCPPLの༗ޮੑについては、39名中「と
て༗ޮだった」が31名、「༗ޮだった」が̔名と、
全員༗ޮੑを͡ײていました。学श者の主体的な学
びや行ಈは、日々の授業や学校活ಈによってに
けてい͘たΊ、長期的な指導がॏ要というࣔࠦがあ
りました。

ൃද̍�%ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、４件の発表が行われました。
小学校Ոఉ科の調ཧ࡞業のಈ画ࢹௌによるৼりฦり
のޮՌにؔするの１件、I$T活用によるԻָͮ͘
り授業におけるݸผ最దԽにؔするの１件、λϒ
Ϩットを活用したՈఉ学शにؔするの1件、学श者
用σジλル教科ॻを活用した授業σβΠンにؔする
の１件で、いͣれ意ཉ的な発表内容でした。
１．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、小学校Ոఉ科でࣇಐの調ཧٕ能を高Ί
るたΊに૬ޓに調ཧ࡞業を画し合い、ࣗ分の調ཧ
の様ࢠをಈ画ࢹௌしৼりฦることが、調ཧٕ能に対
する意ࣝにͲのようにӨڹを༩͑るかということを
調た研究報告でした。࣭ࢴ調ࠪの݁ՌからՈఉ
で調ཧをするසが高いࣇಐの「お౬をわかす」「野
をࢠ業の様࡞をΏでる」の２߲目で、ࣗ分の調ཧࡊ
ಈ画ࢹௌすることのӨڹが֬ೝ͞れ、調ཧ࡞業のಈ
画ࢹௌのৼりฦりが、ࣇಐの調ཧٕ能に対する意ࣝ
に༩͑るӨڹがあることがࣔࠦ͞れたという報告が
͞れました。
２．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、小学校Իָにおけるۂ࡞活ಈでの「学
शのੑݸԽ」を実現するたΊ、ᶃָث、ᶄプログラ
ϛング、ᶅָ࡞੍ثιϑトの中からࣗ分ୡにదした
する授業を行ۂ࡞ಐがஅ・બしてࣇ方๏をۂ࡞
い、ࣇಐがબした手ஈが最దであったかͲうかに
ついて、ࣇಐの発هݴや授業ө૾هから調た
研究報告でした。「Իָがۤ手」としながらᶃָث
をબしたペΞは、演のたΊの࿅शに࣌間がかか
ってしまい、つ͘ったટがテーマと合っているか
等、ࢥいや意ਤにഭる࢟がݟられなかった。一方、「Ի
ָがۤ手」としながらᶄプログラϛングやᶅָේ
のԻָ再現ثػιϑトをબしたペΞは、I$T࡞੍
ࢼ、能により、ԻָをԿฉきฦすことができػ
行ޡࡨしながら๛かにԻָͮ͘りを行う࢟がݟ
られたという݁Ռが報告͞れました。
３．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、GIGAスクールߏによってඋ͞れた
１ਓ１のλϒϨットを活かした今後のՈఉ学शの

を行った研究報ূݕ、実践、౼ݕ、り方についてࡏ
告でした。ࣗݾ調学शを౿ま͑たՈఉ学शは、λ
ϒϨットを活用することにより、よりݸに応͡た内
容を実現しやすいが、環境が͑この学शが成ཱ
するわけではな͘、Ոఉ学शについては、ࢠͲの
学श意ཉ大き͘成ՌにӨڹすると͑ߟた。教育学
者のジョン・έラーがఏএしたA3$4（Ξークス）
Ϟσルという学श意ཉ向্Ϟσルを౿ま͑て、ࣇಐ
に課題を༩͑る取組を進Ίた݁Ռ、実践前後のΞン
έート݁Ռによると「ࣗ分がܭ画してՈఉ学शを行
いたい」と「ࣗ分がܭ画した॓題をすることでಘ意
を৳す、ۤ手を克する」の߲目をબしたׂ合
が૿͑たという報告が͞れました。
４．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、生ెたͪのΞンέートではׂ̕以্
が活用の学शޮՌを実ײしている一方で、
にある多͘のػ能をे分にいこなせていない
や、ݸ々に用している各ίンテンπの活用が授業
の中でうま͘ܨがっていないという課題があり、そ
れを解ܾするたΊに学श者用σジλル教科ॻを授業
σβΠンの中心にਾ͑て、目的に応͡てそれぞれの
能やίػ々のݸ、能をे分に活用͞せるととにػ
ンテンπがシームϨスにつながる活用となるような
中学校ཧ科の授業Ϟσルをݕ౼し、ূݕした研究報
告でした。この授業σβΠンは、様々なίンテンπ
やػ能をシームϨスにつな͙ことができ、を༗
ޮ活用することができるととに、ػ能ସの࣌間
ॖ͞れるようになりߟࢥの࣌間生み出͞れる
ことが報告͞れました。

ൃද̍�̚ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでのλΠトルをݟると、様々な教科
におけるI$Tの活用についての発表であると૾͞
れるとࢥいます。実ࡍには、࣭ࢿ・能力の育成をͶ
らい、教科学शをೖりޱとしてෳ数教科等にԣஅ的
に取り組Ήࢼみが͞ݟࢄれ、より真ਖ਼な学श活ಈが
究͞れていました。これまで教育の情報Խのͻと
つのபとして中֩を୲ってきた「教科におけるI$T
活用」が次のステージと進Խをしたことを実ײし
ました。また、４件のうͪ２件の発表においてཧ
৬が発表͞れたことҹにりました。
　以Լにその発表概要について、解説します。
１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　৯育をϕースとして教科等をつな͙実践を行った
報告でした。実践する中で、ある教科で学शしたこ
とをଞの教科で活かせるような取組を目指した
のでした。

 目すきは、こうした教科と教科をつな͗活
ಈを進Ίてい͘ことを「ಈ的な活ಈ」と名け、そ
こにλϒϨットを活用しようとしたです。
題を解ܾするたΊのΞΠσΟΞや題解ܾに取り組
Μだৼりฦりについて、学श支援πールを活用して
まとΊたり、ڞ༗するというような取組を実ࢪした
りした݁Ռ、ࣇಐのࣗݾධՁの݁Ռについて高い
ことが明らかになったということです。
　今回は社会科をりޱとした実践でしたが、͞ら
に多͘の教科の展開や、実ࡍに育成͞れた学力に
ついて、ܧ続的なධՁが期͞れます。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本協議会においては数গない高等学校における教
育実践発表でした。高校での授業において、多͘は
一੪授業をࢤ向しがͪであるということですが、実
するࡏがଘگにはその成ཱがし͘なっているঢ়ࡍ
ことから、生基ૅの授業においてそれをりӽ͑
るたΊにい͘つかの工をこらした実践を͞れまし
た。
　ͻとつはI$Tを活用することで、授業にήーϛϑ
Οέーションの要ૉを取りೖれたことです。そして
うͻとつはਤॻ館࢘ॻとの࿈ܞにより、体ݧ的な

活ಈの場を学校ਤॻ館にઃఆをしたことです。これ
により、教科の内容ཧ解にؔわるとこΖで、ਤॻ館
の組みを知ったり、本をಡΉ体ݧを意ਤ的に取り
ೖれることで、生ెがより意ཉ的に参加できる学श
を目指しました。
　πールとしてI$Tを活用するのではな͘、୳究的
な学श活ಈの中に、I$TをҐஔͮけているが、本
実践のྑいになっています。
３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　中学校における実践です。新しいධՁ方๏として、
ύϑΥーマンス課題によるධՁが期͞れるとこΖ
ですが、実ࡍのとこΖ教ࢣにෛ୲がかかることから、
その実践的なՄ能ੑをٻΊて、I$Tを活用し、生ె
によるύϑΥーマンス課題の૬ޓධՁを取りೖれる
というࢼみを実践͞れました。ϑΥームೖ力なͲを
ར用し、その݁Ռをそれぞれの生ె用のݸථにまと
Ίるということを行っています。
　生ెがධՁしたσーλをクラスผに集したり、
教ࢣ行ったධՁを対ൺ的に出したりと、そのޮՌ
みておられました。݁ՌがͲのようにҟなࢼをূݕ
るのか、それだけではな͘ҟなったのはなͥか、と
いうことを教ࢣが͑ߟることで、次の課題ઃఆとධ
Ձに活かせるのではないかと͑ߟます。
４．研究ൃදʮ��'��ʯ
　小学校におけるのͮ͘りの実践において、プロ
グラϛング学शをは͡Ίとした4TEA.教育のࢹ
によるΧϦΩϡラム・マωジϝントを意ࣝした教育
実践の報告でした。
　ࣗ分の地Ҭのະ来を͑ߟる૯合的な学शの࣌間を
中心にしながら、ཧ科におけるి気やプログラϛン
グ、Ոఉ科における地Ҭでの生活、ࢉ数科における
౷ܭσーλの活用なͲのࢹを教育実践にり込Ή
ことで、実践のॆ実をࢼみたのです。
　૯合的な学शの実践にؔして以前からॆ実した
取組が全国各地で行われてきましたが、4TEA.の
Ί࢝が取りೖれられることで、情報活用能力をࢹ
とした࣭ࢿ・能力の育成が͞らに意ࣝԽ͞れたので
はないかと͑ߟます。

ൃද1�'ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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 本部会は４件の発表でした。クラウυサービスを
活用した校内研修についての発表が２件、8FC্の
ಈ画教材を活用したݧܦのগない教員の授業ͮ͘り
についての発表が１件、教員をཆ成する大学でのプ
ログラϛング教育にؔする取組についての発表が１
件でした。小中学校での１ਓ１の活用やプロ
グラϛング教育が進Ίられている中、参加者のؔ心
高͘、会場はऴݟཱͪ、࢝まで出ていました。
１．研究ൃදʮ��(��ʯ

 本研究の目的は、GPPHMF νϟットを用いたඇಉ
期分ܕࢄ研修のޮՌをݕ౼することでした。中学校
教員を対とし、学शධՁにؔする研修について、
集合ܕで研修を受けた先生方と、GPPHMF νϟットを
用いてඇಉ期分ܕࢄ研修を受けた先生方の２܈それ
ぞれで、知ࣝにؔするテストを事後に実ࢪし、スί
Ξのൺֱを行いました。その݁Ռ、集合ܕとඇಉ期
分ܕࢄで、その݁Ռは大き͘มわらなかったそうで
す。これらのことから、GPPHMF νϟットを活用する
ことで、集まらない、࣌間がかからない、ޮՌがあ
るなͲ、教員の知ࣝशಘを目的とした研修がՄ能で
あることがࣔࠦ͞れたとのことでした。

 ඇಉ期分ܕࢄの先生方からは「ඞ要な知ࣝを܁り
ฦしڞ༗することによってについてい͘ことが分
かりました」なͲのײがあったと報告͞れました。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本研究の目的は、若手教ࢣがಈ画教材を用いてͲ
のように授業ͮ͘りを進Ίてい͘のか、そして、そ
の過ఔにおいて直໘する課題はԿかを明らかにする
ことでした。2022年５ʙ̓月、小学校１年生の国ޠ
の授業で/), GPS 4DIPPMのಈ画教材を用いた授業実
践を対にし、授業前の対話、授業の様ࢠ、授業後
の対話をهし、ஞ次文ࣈԽして分ੳしました。そ
の݁Ռ、若手教ࢣは、൪組をݟたࣇಐの応を༧
した্で、対話的な学びにつな͛てい͘授業ͮ͘り
を行うようにมԽしたことや若手教ࢣの直໘する課
題は教科ॻでѻう内容やクラスの実ଶと一கしてい
ないと͡ײる൪組を活用した授業ͮ͘りであること
が分かったそうです。

３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　校内の全教員がࣗらのಘ意分野を対とする講ࢣ
となって研修ಈ画を࡞成しクラウυにอଘ、そのಈ
画を各ࣗがదٓࢹௌしײをॻき込Ήという「クラ
ウυܕ校内研修」の実践の報告でした。研修の参加
ঢ়گに教員間でࠩが生͡たたΊ、そのݪҼ及びঢ়گ
のվળ、そしてݸผ最దで協ಇ的な教ࢣの学びを実
現する研修の要件のݕ౼として、࣭ࢴ調ࠪを実ࢪ
したとのことでした。分ੳの݁Ռ、研修内容の要
調ࠪ、研修ಈ画の分ྨ、ै来の研修方๏との࿈ܞな
Ͳの要件が明らかとなったそうです。
　このような要件から「新たな教ࢣの学びの࢟」を
実現できる環境ͮ͘りを行いたいとのことでした。
４．研究ൃදʮ��(��ʯ
　大学の教৬課ఔの各教科の指導๏においてI$T（情
報௨৴ٕज़）の活用に৮れることとなりましたが、
プログラϛング教育の実ࢪにඞ要な知ࣝ・ٕ能を修
ಘするΧϦΩϡラムにはなっていないとのことで
す。そこで、教৬課ఔの大学生を対に、プログラ
ϛング教材4DSBUDIを教材として、ࢿྉఏࣔのみの܈
とಈ画ࢿྉ活用するΦンσマンυ܈に分けて30分
の学शを実ࢪ、その前後にΞンέート調ࠪを実ࢪし
ました。分ੳの݁Ռ、Ͳͪらの܈、࣌間の学श
でプログラϛング教材のૢ࡞やࣇಐにプログラϛン
グを指導するࣗ৴を向্͞せることができることが
明らかになっていました。
　今後、ࢿྉఏࣔ܈やΦンσマンυ܈のൺֱや、プ
ログラムݧܦの༗ແによるൺֱを行っていきたいと
のことでした。

ൃද̍�̜ɹڭһݚमɾڭһཆ
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　本セッションでは、４件の研究が報告͞れ活発な
議が展開͞れました。GIGAスクールߏにより実
現した新しいI$T環境Լにおける校の情報Խにؔ
࿈する研究課題がఏࣔ͞れ、いͣれの報告において
今後の͞らなる展開が期͞れるのかりでし
た。学校現場の実情をগしでվળしようとする研
究や次ੈを୲う教員ཆ成課ఔの学生を対にした
研究といったັ力的な報告が続きました。
１．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本報告は、小学校現場における൚用のクラウυサ
ービス（GPPHMF $IBU）を用いた情報ڞ༗のಛにؔ
するのでした。調ࠪの݁Ռ、授業日の１日あたり
のߘ数は3�8件、全体ߘ数の36�6ˋにఴࢿྉが
༗り、ߘのฏۉ文ࣈ数は100ࣈఔであったことが
報告͞れました。またఴࢿྉは1%'ࣜܗのϑΝΠ
ルがっと多͘、ଞのࣜܗのϑΝΠルをมした
り、ै来のࢴのࢿྉをスΩϟンしたり、֎部からの
1%'ϑΝΠルをڞ༗したりしていることがࣔ͞れま
した。͞らに、受৴者がクラウυ্でೖ力する方
向的な情報ڞ༗でっと多かったのはGPPHMFスプ
Ϩッυシートであり、ै来から用いてきた表とࣅて
おり、ڞಉฤ集Մ能なとのؔ࿈が͑ߟられると報
告͞れました。
２．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本報告は、小学校現場における൚用のクラウυサ
ービス（GPPHMFスプϨッυシート）を基൫としたࣇ
ಐのࠁ・ܽ੮ঢ়گのѲにؔするのでした。
GPPHMFスプϨッυシートにೖ力͞れたهにண目し、
教৬員がͲのようにࣇಐのࠁ・ܽ੮ঢ়گをѲし
ているかについて調ࠪした݁Ռ、ߘについて最
多͘対応していたのは教಄であることがࣔ͞れまし
た。また活用ঢ়گについてのΞンέート調ࠪの݁Ռ、
࿈བྷがしいࣇಐの明֬Խ、୲当学年֎のܽ੮ঢ়گ
が導ೖ前とൺてѲしやす͘なるという意ݟが֬
ೝできたことがࣔ͞れました。これらの݁Ռから、
ࠁ・ܽ੮ࣇಐにؔする情報をڞ༗することで、教
৬員のଞ学年のࣇಐに対する意ࣝにӨڹがあること
がࣔࠦ͞れると報告͞れました。

３．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本報告は、教員ཆ成課ఔにॴଐする学生を対と
した校の情報Խにؔする意ࣝ調ࠪにؔするので
した。࣭ࢴ調ࠪでは、校の情報Խにؔする事ྫ
を33件ఏࣔし、事ྫごとに「この事ྫをやってみた
いか」と「この事ྫをできそうか」を２件๏で調ࠪ
しました。調ࠪの݁Ռ「Ոఉ学शのΦンラΠンఏ出」
や「小テストの࠾のࣗಈԽ」のような事ྫに対し、
多͘の学生がやってみたいと回し学शにؔする校
をޮԽしたいと͑ߟているՄ能ੑがࣔࠦ͞れる
と報告͞れました。一方で、ಉ様の事ྫに対し、多
͘の学生ができな͞そうと回しており、大学の授
業で校において活用するπールの知ࣝやૢ࡞方๏
をにつけるඞ要ੑがࣔࠦ͞れると報告͞れました。
４．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本報告は、σジλル࿈བྷாΞプϦのར用について、
小学校各学年のอޢ者によるධՁにؔするのでし
た。当֘ΞプϦを校内全学年で用する学校を対
に、ར用者であるอޢ者の用ײを調ࠪしました。
調ࠪの݁Ռ、全学年において、อޢ者は日常的に当
֘ΞプϦを活用しており、学年による活用のࠩは΄
とΜͲないことが報告͞れました。また࣭ࢴ調ࠪ
の݁Ռ、Ͳの学年のอޢ者において当֘ΞプϦの
各ػ能について、༗用ੑをೝࣝしていることが報告
͞れました。各学年のฏۉにண目すると第１学年
が最高いであり、ࣇಐの発ୡஈ֊やै来のࢴの
࿈བྷாにอޢ者が৮れたػ会がগな͘、ҧ和ײな͘
当֘ΞプϦをར用できているとఆ͞れることが報
告͞れました。

ൃද̍�̝ɹߍのใԽ
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　本セッションでは、４件の研究が報告͞れました。
いͣれGIGAスクールߏの環境Լにおけるࣇಐ
の学びに目した内容で、۩体的な手ཱてやࣇಐの
実ଶなͲ、ଞの学校で応用Մ能なՁある知ݟが
多͘ڞ༗͞れました。
１．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　I$Tを活用した協ಇ的な学びを意ਤした授業ͮ͘
りの一環としてプログラϛング教育を対とした事
ྫが報告͞れました。授業実践を行うにあたり、ス
ペンサー・έーΨンの協ಉ学शの４要Ҽ（1IE4）を
参ߟに、ࣇಐಉ࢜がॿけ合͑るような場໘のઃఆ、
ਓの活ಈがグループ活ಈにつながるような課題のݸ
ઃఆといった工に取り組Μだ事ྫでした。協ಉ学
शの４要Ҽを意ࣝすることで、各活ಈに取り組ΉͶ
らいはԿなのか、Ͷらいをୡ成するたΊにͲのよう
な活ಈのしかけをઃఆするඞ要があるのか、といっ
たことを意ࣝして実践に取り組Ήことができたとの
ことでした。また、プログラϛング教育を題材とし
たということで、情報の活用がಘ意でない先生
をרき込ΉたΊに、まͣ、ࣗ分が授業のఏҊを行い、
次にࣇಐのI$T活用スΩルにࠩがあるঢ়گをຒΊる
たΊにಘ意なࢠを֩として活ಈを進Ίるといった工
について、۩体的な説明がありました。
２．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　「情報活用能力の体ܥ表ྫ」と学श指導要ྖとの対
応をཧしたࡢ年の研究の課題を受け、今年の研
究では、学श指導要ྖに۩体的なهड़がなかった活ಈ
にؔする୯ߏݩ成のఏҊに取り組Μだ研究でした。
第２学年生活科の学शを対に、GPPHMF DMBTTSPPNと
GPPHMF JBNCPBSEの活用にযを当てた実践を行って
いました。写真をクラウυにੵすることでڙࢠた
ͪがཧ科的なߟࢥをするࡍの参ߟになったり、ෳ数
の表現方๏をࣇಐࣗがબすることで意ཉ的な取
組となったりと、ଞの学校で参ߟになる知ݟが紹
介͞れました。I$T活用が学校全体の取組となるた
Ίの手ཱてについて͞ߟれていました。ࣇಐが
情報をࣗ༝にいこなせるようになるたΊに
は、教ࣗࢣが情報に৮れ、४උをしたりI$T

にؔわる知ࣝやٕज़をにணけたりすることがඞ要
だと主ு͞れており、こういった知ݟが教員ࣗの
学शػ会のඞ要ੑにつながっているとのことでした。
３．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　学ڃ及び全てのࣇಐのՈఉにプϦンλෳ合ػをઃ
ஔし、ՈఉにおけるプϦンλෳ合ػの活用目的及び
සについての調ࠪ݁Ռが報告͞れました。̕ϲ月
間の調ࠪの݁Ռ、プϦンλػ能の活用が一൪多͘、
多͘はυϦルのプϦントだったという݁Ռとなりま
した。ҹについては、υϦル以֎に「そのଞ」
の活用多͘、その内容は主に॓題のプϦントであ
ったということでした。以্の݁Ռから、プϦンλ
ෳ合ػの活用については、教ࢣの指導や指ࣔがҹ
の内容にӨڹを༩͑るのではないかということが
ࣔࠦ͞れました。そのたΊ、今後の課題として、調
ࠪ対を͛るととに教ࢣによる指導とのؔ࿈を
に調ࠪすることが説明͞れました。情報がࡉৄ
１ਓ１あるからこそ、ࢴとσジλルのબがՄ能
になるという今後の発展的な活用をݟਾ͑たఏҊで
した。
４．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　文部科学省が࡞成している「情報Ϟラル指導Ϟσ
ルΧϦΩϡラム」をޮՌ的に日々の実践に生かすた
Ίに、「/FUϞラル$#T」という教材を活用した実践
が報告͞れました。本教材は、$#Tを活用すること
でࣇಐの実ଶを容қにѲできたり、Ξンέート࡞
成や修ਖ਼の࣌間が大෯に͞ݮれたりといったϝϦ
ットがあり、教員によるݸਓࠩにؔな͘学校全体
で用できるということでした。多͘の教材がΠン
λーωット্で公開͞れているのの、情報その
のをۃݟΊることがしい教員にとっては、ύッέ
ージԽ͞れている教材はඇ常に༗ޮだということで
した。ࣇಐの実ଶをݟていると、小学校でىこって
いるトラϒルの事ྫの中には、中学校や高等学校の
指導内容にؚまれるようなのあるたΊ、ಛఆの
校छにとらわれることな͘、教員が෯い知ࣝを
つॏ要ੑを͡ײているということでした。

ൃද1�*ɹԕִηογϣϯ
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　本セッションは、ԕִにより３つの発表が行われ
ました。その内容は、ಛผ支援学校におけるݸผ最
దな学びのたΊのI$T活用やσジλル・シテΟζン
シップをࢤ向した情報教育、͞らにωットワーク環
境にؔわる学श者用σジλル教科ॻと௨৴ଳҬにؔ
する発表でした。
１．研究ൃදʮ��+��ʯ

 ౻本࢘ܓ氏（ౡ県ཱಛผ支援学校）から「ࢶ
体ෆࣗ༝教育のʰݸผ最దな学びʱのॆ実に向けた
I$T ثػの活用ʙ AI・IPT ثػ・スψーζϨンルー
ムでのσジϦϋ活用の実践研究ʙ」が報告͞れまし
た。ࢶ体ෆࣗ༝ಛผ支援学校における「ݸผ最దな
学び」のॆ実に向けて、ݸ々の実ଶに応͡たI$Tػ
の活用について、２つの教育実践を౿ま͑ての発ث
表でした。１つ目は、४ͣる教育課ఔ及び知的ସ
の教育課ఔにࡏ੶しているࣇಐ生ెのAIスϐーΧー
やIPTثػの学श・生活場໘での活用を௨した教育
的χーζや今後の活用رについての調ࠪ݁Ռでし
た。AIスϐーΧーでテϨビやর明のૢ࡞をしたࣇಐ
生ెからは、「ָしかった・すごかった・またやりた
い」等のߠఆ的なධՁがありました。２つ目は、ࣗ
ཱ活ಈを主とする教育課ఔにࡏ੶するࣇಐを対に
σジϦϋ（น໘λッνセンサー等を活用したσジλ
ルπール）を活用した教育実践を実ࢪした݁Ռでし
た。直ײ的なήームੑがཧ解しやす͘、ࣇಐがݟ௨
しをͪ࣋、ָしみながら体をಈかすことができた
ことがࣔࠦ͞れました。これらの実践で用いたI$T
ಐ生ెの実ଶに応͡てࣇ体ෆࣗ༝のあるࢶ、はثػ
活用することで「ݸผ最దな学び」と「協ಇ的な学び」
の一体的なॆ実にد༩することがࣔ͞れました。
２．研究ൃදʮ��+��ʯ
　山࡚ஐਔ氏（山大学教育学部ෟଐಛผ支援学校）・
水内๛和氏（ఇ京大学文学部）・ᜊ౻大地氏（Ӊٶ
大学ڞಉ教育学部）から「知的োಛผ支援学校に
おけるσジλル・シテΟζンシップをࢤ向した情報
教育の実践」が報告͞れました。山大学教育学部
ෟଐಛผ支援学校では、2021年４月より小・中・高
等部のࣇಐ生ెに１ਓ１をඋし、ซせて教

育用クラウυサービスを導ೖすることで教育I$T環
境をඋして、ࣇಐ生ెの情報活用能力の育成に
Ίています。一方で、ࣇಐ生ెののѻいやཧ
方๏によるނো、ࣇಐ生ెがಈ画をࢹௌしようとҧ
๏サΠトにΞクセスするといった題ىきていま
した。そこで、年間を௨して小・中・高等部の全学
部においてσジλル・シテΟζンシップをࢤ向した
情報教育やอޢ者を対とした研修会を行うことに
しました。授業実践の݁Ռからは、ࣗ分のσジλル・
νϟϨンジϒックにॻいた目ඪをୡ成し、発表する
やΠンλーωットثػられたことから、I$Tݟが࢟
なͲとのき合い方についてཧ解がਂまったことが
ࣇられる生ెがいるなͲ、۩体的な実践内容や͑ߟ
ಐ生ెのม容についての༗ޮな知ݟのৄࡉが報告͞
れました。
３．研究ൃදʮ��+��ʯ
本新ଠ氏（ઋ市教育委員会）・Ҵ֞氏（東ࡔ　
北学院大学文学部）からは、「クラウυ൛学श者用σ
ジλル教科ॻと௨৴ଳҬにؔする一ߟ」が報告͞
れました。クラウυ൛学श者用σジλル教科ॻを授
業で活用した࣌の௨৴ଳҬ（μウンローυ௨৴）の
ઃஔのແઢΞクセスポΠントの௨৴ଳڃଌを、学ܭ
Ҭを直ܭࢹଌする方๏（直ແઢA1ܭଌ）と、
学校サーόーから間的にແઢΞクセスポΠントを
の２つで行い（ଌܭ間ແઢA1）ଌする方๏ܭࢹ
ました。調ࠪ݁Ռより、クラウυ൛学श者用σジλ
ル教科ॻを１学ڃで活用する࣌の௨৴ଳҬの最大
はおおΉͶ90.CQTであったことや、学श活ಈをఆ
しながらඞ要な௨৴ଳҬのをྀߟするඞ要がある
こと、͞らに、授業者がڐ容できるクラウυ൛学श
者用σジλル教科ॻのページ表ࣔがྃするまでの
。するඞ要があることがࣔ͞れましたྀߟ、間࣌
GIGAスクールߏの実現に向けては、教員による
等の活用にؔわる研修や実践のॏ要ੑをまͣ͑ߟ
ますが、教育委員会等によるその環境のඋがಉ࣌
に大มॏ要であることがよ͘分かりました。

ൃද̍�+ɹԕִηογϣϯ
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　本セッションでは、情報活用能力等の育成にؔす
る５件の発表が行われ、それぞれの発表について、
熱心な議が行われました。
１．研究ൃදʮ��"��ʯ
　東京学芸大学ෟଐ小金井小学校の小先生から、
シϛϡϨーション教材の実践研究にࡁマωーܾࢠి
ついて報告がありました。すでに行われた学ڃ内௨
՟の実践にిࢠマωーܾࡁシϛϡϨーション教材を
導ೖすることで、ࣇಐがͲのような活ಈを行い、そ
れがࣇಐの金༥および情報に対する学びにͲのよう
につながってい͘のかについて報告がな͞れまし
た。会場からは、金༥教育と情報教育のࢹから、
実践のポΠントやޮՌূݕのࢹについて࣭がな
͞れました。その後、これらの取組のࣇಐのޮՌ
のূݕのඞ要ੑやその方๏なͲについて議が行わ
れました。
２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　続いて、春日井市ࣰཱݪ小学校の青山先生から
GIGAスクールߏによる、中学校での情報活用能力
の育成の成Ռについての研究発表が行われました。
中学校におけるGIGAスクールߏの取組と教員研
修の内容を紹介しながら、それらが教員、そして生
ెの情報活用能力の育成にͲのようにつながってい
るのかについて報告がな͞れました。その݁Ռ、教
員が校でクラウυを日常的に活用することによっ
て、ૢ࡞方๏等についての知ࣝをにつけ、それが
生ెの情報活用能力の育成につながることなͲが報
告͞れました。一方で、授業中にあまりѻっていな
い知ࣝやٕ能等については、課題があること明ら
かに͞れました。その後、会場からの࣭ٙ応を௨
して、情報活用能力の育成のたΊには、学校全体で
教科等ԣஅ的、体ܥ的な取組がඞ要だと再֬ೝ͞れ
ました。
３．研究ൃදʮ��"��ʯ
　３件目は学研ホールσΟングスのౡ先生より、
情報教育のたΊのテΩスト教材を用いた小学校ஈ֊
での情報活用能力の育成を意ਤした実践の取り組み
やす͞についての調ࠪ݁Ռが報告͞れました。Ξン

έート調ࠪのܦ年มԽから、取組を続けている教員
とそうでない教員では、取り組みやすいと͡ײる内
容がҧうことなͲが報告͞れました。テΩストを初
Ίてݟた教員はࣇಐがڵຯؔ心、指導に取り組Μで
いる教員は教科内容とのؔ࿈をॏࢹすることなͲが
報告͞れました。小学校では学शの基൫としてҐஔ
けられている情報活用能力の育成のたΊに、Ͳの
教科等から指導に取り組Μでい͘かのώントとなる
ような知ݟが報告͞れ、会場からは۩体的な指導内
容等について࣭がな͞れました。
４．研究ൃදʮ��"��ʯ
　４件目は/TTテクϊクロスのਆ長先生ଞ３名よ
り、プログラϛングの役ׂとݪཧのཧ解に向けた実
践の報告とそのポΠント及び課題についての報告が
ありました。長年取り組まれてきたプログラϛング
教ࣨの実践からࣇಐ生ెがプログラϛングにڵຯを
、ཧについてཧ解͞せるたΊにはݪその役ׂや、ͪ࣋
プログラϛングを௨してਓ間ؔをܗ成͞せること
や情報活用能力を育成すること、そして、プログラ
ϛングはΧスλマΠζからは͡Ί͞せることなͲが
ポΠントとなると報告͞れました。一方で、サポー
ト体੍ͮ͘り、環境ͮ͘りなͲの課題について報
告がありました。会場からはこのような取組を͛
てい͘たΊのポΠントのཧや一ൠԽについての要
が出͞れ、取組を͛てい͘たΊの方๏なͲにつ
いて議が行われました。
̑．研究ൃදʮ��"��ʯ
　５件目はԼদ市ཱԼদ小学校のઙଜ先生より、ϐ
クトグラム੍࡞を௨したプログラϛング的ߟࢥの育
成についての実践報告が行われました。ϐクトッν
というιϑトウΣΞを用いて、ϐクトグラムやΞχ
ϝーションを࡞成する実践によって、ࣇಐはわかり
やす͞なͲを意ࣝしながらϐクトグラムΞχϝーシ
ョンを࡞成し、それが情報σβΠンのཧ解やプログ
ラϛング的ߟࢥの育成につながるՄ能ੑについて報
告がな͞れました。会場からはϐクトッνや実践に
ついての࣭がな͞れ、これからの実践Մ能ੑにつ
いて、議が行われました。

ൃද��"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ
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　本セッションでは、５件の研究発表があり、活発
な協議が行われました。Ͳの発表、情報活用能力
についてそれぞれのࢹからとら͑、その育成方๏
や成Ռを明らかにしようとするのでした。一つの
小学校での実践、ෳ数の小学校での実践、࣏ࣗ体全
体の取組と、研究対のنがҧっており、たい
Μڵຯਂい報告が集まりました。
１．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究では、開校２年目の40ށ-A/小学校で開
発͞れた「情報教育ΧϦΩϡラム」についてのΞン
έート調ࠪが行われました。このΧϦΩϡラムを実
の授業、「情報」ܕするのは、15分間のϞジϡールࢪ
および「͑ߟるٕ」の２つの教科で、Ξンέートは、
Կがについたか、それはͲͪらの教科でについ
たのか、それぞれの教科があってよかったとࢥうこ
とはԿか、というझࢫでした。݁Ռとして、ࣇಐは、

「情報ٕज़にؔするٕ能」や「情報の収集、ཧ、分
ੳのཧ解」がについたと͡ײ、それらがプロジΣ
クトや୳究の授業で役にཱつととら͑ていることが
明らかになったとしています。
２．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、小部市の小中学生が̕年間ににつ
けるき情報活用能力の、νΣックϦストにؔする
のでした。νΣックϦストは、先進地Ҭののを
参ߟにして開発͞れ、クラウυサービス্に実͞
れました。そのたΊ、そのӡ用はΦンラΠンで行われ、
各学校にはݸථ、学校の向がఏ͞ڙれ、市として
は全校の集ܭϑΝΠルがಘられます。νΣックϦス
トに対する教員に対してΞンέートが行われまし
た。その݁Ռ、νΣックϦスト・システムは、ࢠͲ
のࣗݾධՁや教員による実ଶѲに役ཱつこと、
νΣックϦストࣗ体が教員の情報活用能力のཧ解に
つながること、そしてそれをとに意ਤ的・ܭ画的
な授業を行ってい͘ඞ要を͡ײることが明らかにな
りました。
３．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、プログラϛング学शの一環として、学
校をΠルϛωーションするプロジΣクトについての

のでした。ദ市ཱ土小学校での地Ҭ活ੑԽのߩ
間は、ࣗ分たͪ࣌をテーマとする૯合的な学शのݙ
でプログラϛングしたΠルϛωーションを校ࣷに
Өする内容でした。この授業を௨して、ࣇಐの地Ҭ
の意ࣝがポジテΟϒにมԽし、「山のਓにݩ気と
সإをあ͛られることができてྑかった」というよ
うなײがಘられました。また、当初はプログラϛ
ングについてしいとॻいていたࣇಐが、ө૾をプ
ログラϛングによってͲのようにಈかすかというよ
うなことについての話をするようになり、プログラ
ϛングにؔする成長がみられました。
４．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　情報活用能力は、全ての学शの基൫として学श指
導要ྖの૯ଇにه載͞れた࣭ࢿ・能力の一つで、そ
れނその育成には全ての教科等を௨したΧϦΩϡラ
ム・マωジϝントがඞ要になります。そのঢ়گを
ѲするたΊに、ઋ市ཱוொ小学校をϑΟールυに、
全学年の年間ܭ画と情報活用能力を対応͞せた表
と、ࣇಐのνΣックϦストの回グラϑが࡞成͞
れました。その݁Ռ、年間ܭ画の実ࢪঢ়گをՄࢹԽ
することにより、όランスやൈけなͲܥ౷のݕに
役ཱつこと、なͲが明らかになりました。
̑．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、ࣇಐのίϛϡχέーション能力の育成
をͶらいとして、大ࡕの市ཱA小学校と長࡚のౡ
の３つの小学校の間で行われた、１ਓ１を活
用した学校間ަྲྀ学शについてののでした。４地
間のަྲྀ学शでは、ϦΞルλΠムでίϛϡχέー
ションがとれる;PPNと、ਵ࣌情報をॻき込Ήことが
できるίラϘϊートがわれ、３年生と５年生がそ
れぞれの学校の૯合的な学शの࣌間で学Μだことを
͑合いました。A小学校のࣇಐに対する࣭ࢴ調
ࠪから、この実践の前後で「話す力」や「ίϛϡχ
έーションスΩル」の全ての߲目においてಘが૿
加し、意ࣝが高まったことがわかりました。また、
ަྲྀの内容によってཆわれる能力にͪがいがみられ
ることが明らかになりました。

ൃද��#ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ
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　このセッションでは、５件の発表が行われました。
学校教育でのޮՌ的なI$T活用について、Τビσン
スを基にした発表が多数あり、༗意ٛな議ができ
ました。

１．研究ൃදʮ��$��ʯ
 本研究は、生活科におけるࣗ分の成長をৼりฦる

୯ݩで写真を活用したࡍの気きのӨڹをݕ౼し
たので、意ࣝ調ࠪの݁Ռより、写真があると͑ߟ
やすいと意ݟがあった一方で、ࣗ分の಄で͑ߟたい
というࣇಐがおり、写真はࣗ分で͑ߟる࣌間を֬อ
した後や͑ߟることがۤ手なࣇಐにิॿ的に活用す
ることがましいことがࣔࠦ͞れました。͞らに、
写真をݟたときとݟていないときのࣗ分の成長にؔ
する気きをൺֱした݁Ռでは、気きの数にҧい
はなかったが、写真をݟることで３つのࢹからの
気きが生まれ、۩体的でײ情的な気きにܨがる
ことがࣔࠦ͞れました。
　生活科の実践研究がগないたΊ、貴ॏな知ݟにな
ります。

２．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本研究は、５年国ޠ科・ആ۟࡞りの学शを௨して、
ΞΠσΟΞのੵやݸਓߟࢥの場のઃఆ、༑ୡのആ
۟のࣗ༝なؑを௨して、情報活用能力育成をͶら
いと͞れました。授業後のৼりฦりΞンέート݁Ռ
から、I$TをޮՌ的に活用することで、ΞΠσΟΞ
を集Ίたり͑ߟをਂΊたりするࣇಐが૿͑、また協
ಇ的な学びというでは、多͘の༑ୡの࡞品を࣌
間でؑできる、༑ୡಉ࢜で͑ߟをૹり合うことが
できた、の回がݟられました。課題としてࣇಐࣗ
が「λϒϨットをった΄うがっとうま͘でき
る」と͡ײることができるかにযを当てて授業を
ੵみॏͶてい͘ことが大である、とৼりฦられま
した。

３．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本研究は、中学校Իָ科のؑ授業において73ө

૾を活用し、生ెの主体的、対話的でਂい学びの実
現をΊ͟͞れました。360のࢹҠಈがՄ能なΦー
έストラの 73ө૾を੍࡞し、中学校１年生のؑ
の授業に活用することで、%7%ө૾なͲを用いるै
来の授業にൺ、Φーέストラにؔする生ెのڵຯ・
ؔ心、ཧ解が向্し、୳究的に学ぶ様ࢠがݟられま
した。また、73ө૾を活用したؑ授業では、Ϩσ
Οωスとなるثػのૢ࡞スΩルやΦーέストラにつ
いての基ૅ的な知ࣝが、୳究ܕ学शのޮՌにӨڹす
ること分かったとまとΊられました。

４．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本研究は、σジλル教材「IPTඦ༿ശ」を学शに取
りೖれることによって、Ͳのような学शޮՌや情報
活用能力の育成に期が࣋てるのかを͞ূݕれまし
た。IPTඦ༿ശを活用した３つの授業を小学校５学
年のࣇಐに行い、授業の中でϊートにه載͞れたࣇ
ಐの͑ߟや学श後のײ・Ξンέートの分ੳ、ै来
の指導方๏とのൺֱ等を௨して、このIPTඦ༿ശを
活用したࢿྉ分ੳがࣇಐの意ཉ的な学びや情報活用
能力の育成につながることをࣔࠦ͞れました。また、
実践によってIPTඦ༿ശの活用の൚Խには活用実践
ྫをੵしてい͘ඞ要があるとకΊ͘͘られました。

̑．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本研究は、１ਓ１の情報を活用した学शに
おけるޮՌ的なৼりฦりについてݕ౼するたΊの༧
උ調ࠪとして、先行研究のಈ向から小学校・中学校・
高等学校におけるৼりฦりの課題をཧ͞れまし
た。݁Ռ、ৼりฦりは「ৼりฦりの࣭」「ࣗ発的なৼ
りฦり」「ৼりฦりのλΠϛング」「ৼりฦり後の
続」「ৼりฦりのޮ」「ৼりฦりのධՁ」「ৼりฦ
りのܗଶ」「ৼりฦりの൚用ੑ」の̔つに分ྨ͞れる
ことが分かりました。また、中学校数学科での実践
にண目し、先行研究の調ࠪを行った݁Ռからは、ৼ
りฦりを௨して育成したい能力、つまり「ৼりฦり
後の続」を課題とする実践が多͘行われていた
こと分かりました。

ൃද��$ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、教科指導のみならͣ、ࣇಐ生
ెの学びをਂΊるたΊの方๏や教員のI$T活用の支
援なͲにؔ࿈し、５件の発表が行われました。生ె
の学びやਓ間ؔをͲのようにσβΠンし、I$Tを
活用するのか、۩体的な実践を基にした研究が発表
͞れ、活発な議が܁り͛られました。

１．研究ൃදʮ��%��ʯ
ڃಐの学ࣇ内௨՟の導ೖがڃ活ಈにおける学」　
満に༩͑るӨڹのݕ౼」と題した本研究は、ࣇ
ಐの学ڃ満の向্を支援するたΊに、学ڃ内௨
՟を導ೖした活ಈを行い、支援の༗ޮੑのূݕと
して࣭ࢴ調ࠪを行った݁Ռにؔするのでした。
的要ૉと金༥的ࡁܦ、内௨՟を導ೖしڃ活ಈに学
要ૉを取りೖれることで、ࣇಐ間のਓ間ؔのߏங
がଅ進͞れ、学ڃ満が向্したことが報告͞れ
ました。導ೖ方๏、௨՟の支څがない当൪活ಈのࢠ
Ί方なͲ、今後、ଞの学校での実践ࢭたͪの受けڙ
のがりが期͞れる議がな͞れました。
２．研究ൃදʮ��%��ʯ
ผ最దで協ಇ的な学びを実現する中学ཧ科授ݸ」　
業の実践ʵI$T活用ܕ୯ݩ内ࣗ༝進学शの授業ઃ
ʵ」と題した本研究は、その౼ݕにඞ要な要ૉのܭ
要ૉを明らかにすることを目的とし、中学校１年生
のཧ科におけるৼりฦりを分ੳしたのでした。生
ెがຖ࣌間هೖしたৼりฦりと事後Ξンέートの分
ੳの݁Ռ、ৼりฦりと教ࢣのϑΟーυόック、๛
なϦιースのར用、ଞ者とのަྲྀػ会のઃఆなͲが
I$T活用ܕ୯ݩ内ࣗ༝進学शの授業ઃܭに大な
要ૉであることが報告͞れました。学力のఆணやࢥ
がਂまる場໘についての議がな͞れました。次ߟ
は実ݧによるূݕを行ってはͲうかなͲ、今後の展
開についてのఏҊな͞れました。
３．研究ൃදʮ��%��ʯ
　「I$Tにෆ׳れな教員のI$T活用スλートシステム
のߏஙʵ校内の教員がڞ༗できる学शϦンクページ
をきっかけにしてʵ」GIGAスクールߏによってλ
ϒϨットが͞れたが、まだ授業で活用でき

ない教員がগな͘ありませΜ。Ͳのような環境උ
を行͑、ۤ手と͡ײている教員活用できるよう
になるのかとݕ౼して学校全体で取り組Μだ݁Ռ、
授業での活用は２年で大෯に૿͑、΄とΜͲの教員
が͑るようになったという報告が͞れました。Ξ
プϦの導ೖඅ用、༧ࢉの֫ಘ方๏、Ϧンクれの֬
ೝなͲ࣋続Մ能な進Ί方等、۩体的な進Ί方につい
て報告がな͞れました。
４．研究ൃදʮ��%��ʯ
　「小学校学年でのҟ文Խཧ解教育の授業σβΠ
ンʵө૾ϝσΟΞを活用した୳究活ಈʵ」と題した
本研究では、トルίڞ和国ೆ部の小学校とのަྲྀ
学शの取組について発表がな͞れました。ө૾ϝσ
ΟΞやਓ的ϝσΟΞを組み合わせて୳究的な授業を
σβΠンしたとこΖ、学年での取組であってࣗ
分のの回りとのҧいに気ͮき、いをݟ出し主体
的に୳究活ಈに取り組Ή࢟がݟられたことが報告͞
れました。小学校2年生のࣇಐはͲのようなことにڵ
ຯを࣋って学शを進Ίているのか、中学年に続す
るにあたって、Ͳのような展開を͑ߟているのかと
いった議が行われました。
̑．研究ൃදʮ��%��ʯ
　「クラウυサービスを用いた協ಇฤ集がࠜڌをࣔ
してࣗ分の͑ߟをॻ͘力の育成に༩͑るޮՌ」と題
した本研究では、公ཱ小学校の６年生のྺ࢙の授業
におけるクラウυ্での協ಇฤ集を取りೖれた実践
について発表͞れました。実践の݁Ռ、ྺ࢙的事実
のཧ解がਂまり、ྺ࢙的มԽをҼՌ的にཧ༝ͮけ
ることができるࣇಐが૿加し、ׂ̕以্のࣇಐが本
実践での協ಇฤ集をߠఆ的にଊ͑、͑ߟをଞ者とڞ
༗できることやਂΊられることのྑ͞を͡ײていた
こと、クラウυ্での協ಇฤ集によって学शに対す
るཧ解がਂまり、収集・ཧした情報をࠜڌにࣗ分
の͑ߟをهड़することができるようになることが報
告͞れました。ύϑΥーマンス課題のධՁのఏࣔ、
たͪに委ͶるλΠϛングについて議がަわ͞ڙࢠ
れました。

ൃද̎�̙ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、教科指導におけるI$T活用と
ؔわって、１）授業実践の工、２）教材（σジλ
ル教科ॻ）の活用、３）教員研修、４）学校ܦӦなͲ、
多様なࢹから５件の報告がな͞れ、その内容等に
ؔする協議が܁り͛られました。
１．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本研究発表は、高校国ޠにおいてプロジΣクト学
शを用いることによって、生ెがఏ出する学श成Ռ
にͲのようなӨڹがݟられるのかを明らかにしよ
うとしたのでした。ཱࢲ高校１年生３クラスの生
ెがプロジΣクト学शを進Ίる過ఔで、Ͳのような
し、それぞܭをࣔすのか、３つの学श成Ռを集࢟
れのσーλを୯ݩಉ࢜でൺֱした݁Ռが報告͞れま
した。݁Ռとして、プロジΣクト学शを௨して、生
ెに意ཉ的かつ能ಈ的な向がࣔ͞れたことが様々
なσーλをࠜڌにड़られました。࣭ٙ応として
プロジΣクト学शの課題ܾఆに生ెはؔ༩するの
か、プロジΣクト学शをͲのようにとら͑たらいい
のかなͲが議͞れました。
２．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本研究発表では、学校の学श者用σジλル教科ॻ
の導ೖ期にみられるোนとその要Ҽを分ੳすること
で教育委員会が୲うき役ׂと課題について報告が
な͞れました。σジλル教科ॻの導ೖ初期に教育委
員会がੵۃ的にؔわることで活用がਪ進͞れるが、
今後用する教科が૿͑た場合に、年࢝Ίに࡞業
が集中することから学校や教育委員会のෛ୲は大き
いこと。から用開࢝までの組みをݟ直し、
؆ུԽする方๏についてݕ౼するඞ要があること、
なͲが報告͞れました。࣭ٙ応では、࣏ࣗ体࿈ܞ
によるσジλル教科ॻの活用についての会議なͲ、
ਪ進とؔわる方๏について議がな͞れました。
３．研究ൃදʮ��&��ʯ
　令和５年、青森県ϲॴଜで「第49回全日本教
育工学研究協議会全国大会青森大会」が開催͞れる
こととؔわって、その授業会場の一つである学校の
現ࡏの研究ਪ進ঢ়گについて発表がな͞れました。
初期には、教員から「Կから手をけたらいいのか」

「授業で I$T ثػをͲのように͑いいのか」な
Ͳのෆ҆のが্がっていましたが、先進校に学ぶ
研修、講ࢣをটᡈした研修、Նٳق業中の研修なͲ
を௨͡て学校がมわってきたことについて報告が͞
れました。࣭ٙ応を௨͡て、「本校教員の授業վળ
がਤられたのか」に加͑て、先進的に研究発表を進
Ίててきた学校から、ڙࢠの成長をݟるࢹを取組
のධՁに加͑ることが、研究ਪ進において意ຯを࣋
つこと等が紹介͞れ、次年の大会に向けてのਪ進
のΞΠσΟΞ等が話し合われました。
４．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本研究発表では、I$Tがಘ意な教ࢣだけがར用す
るのではな͘、すての教ࢣがָし͘༗ӹに活用す
ることがॏ要であること。それをਪ進するたΊに、
ཧ৬はͲのような役ׂをՌたしたらいいのかにつ
いて、先進的な取組をしてきた学校ӡӦの事ྫが報
告͞れました。ॏ要な事߲として、教৬員がಉ྅ੑ
を͡ײ発͞شせる組みを࡞ること。ࣇಐ生ెとと
に学び育ってい͘ະ来ࢤ向の教ࢣ集団をܗ成して
い͘ことがॏ要であること。ཧ৬１ਓでΜだり
ܾஅしたりするだけでは解ܾできないෳࡶな題
に、心ཧ的҆全ੑの高い৬場࡞り、ࣇಐ生ెだけで
な͘、教ࢣָしい授業࡞りをおこなってい͘こと、
等の意ຯがޠられ、議が行われました。
̑．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本研究発表では、中学校第２学年の୯ݩ「Խ学ม
Խとࢠݪ・分ࢠ」で、ࢠݪ・分ࢠやԽ学มԽのཧ
解をଅすたΊに、学श者がࢠݪ・分ࢠϞσルを؍し、
実ࡍに৮れてಈかすことができる 73 教材を開発し
たこと。授業内で活用した実践について報告が͞れ
ました。݁Ռとして、ཧ科にۤ手意ࣝを࣋つ多͘の
学श者がಛにࢠݪ・分ࢠをΠϝージすることができ
たことがड़られました。しかしそのར用にはਓ数
があり、より多͘の学श者が参加Մ能な環境にݶ੍
することが、今後の課題として͞れていることが
報告͞れました。࣭ٙ応を௨して、༧ࢉをう方
๏だけでな͘、表ࣔσΟόΠスのൺֱなͲؚΊた、
実現Մ能なվળの方๏議͞れました。

ൃද��&ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻

༤تतɹখ༄�ڭɹؔେֶɹ࠲
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　本セッションでは、５件の研究が報告͞れ、その
内容等にؔする協議が܁り͛られました。５件の
研究課題はҟなり、テーマҟなる事がありました
が実践的なՁを༗する報告かりでした。
１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本報告は、活用のཧ解が進まないという課題を解
ܾするたΊに「みΜなでつ͘るルールϝΠΩングプ
ロジΣクト」を্ཱͪ͛、よりྑいのい方を
ࣗ分たͪで͑ߟてい͘し͘みをߏஙすることで課題
解ܾができるかを究するととに、その過ఔを紹
介するのでした。プロジΣクトの企画にଅ͞れる
ではありますが、各学校において「ルールϝΠΩܗ
ング」というΩーワーυについてはਁಁしてきてい
る様ࢠが年間実ܭࢪ画ॻなͲのهड़からうかが͑る
知ݟがಘられたそうです。報告者によるとࣇಐ生ె
およびอޢ者が、１ਓ１について本࣭的な活
用のよ͞をཧ解しているかについて調ࠪ分ੳがඞ要
になると次なる研究課題にؔしてड़られました。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本報告は、͡っ͘り͑ߟる࣌間をઃఆするとと
に、各教科の学びの中で情報活用能力とセットで
σジλル・シテΟζンシップをにつけることを目
的としたのです。そして、ルールϝΠΩングの手
๏により、ルールがなͥできたのか、またやぶって
しまうのはͲΜなときかということをࣇಐࣗがߟ
͑、多様ੑをೝΊ合うことを௨してࣗ分事にしてい
͘ことについて報告したのです。݁としては、
ルールを܁りฦしݟ直してい͘ことがඞ要であり、
ॊೈにޓいの多様ੑをೝΊ合うことで͑はͻとつ
ではないこと、よりଥ当な͑ߟ方を導き出すサΠク
ルを回すことができることを知ݟとしています。
３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本報告は、ࢠͲたͪが൷的に͑ߟ、を
ってテクϊロジーを用して学शし、参加する
ことを学ぶ市民教育「σジλル・シテΟζンシップ」
が目͞れていることから、開発にؔわった学श教
材、࢈ࡁܦ業省「ະ来の教ࣨ」4TEA. ラΠϒラϦ

ー「GIGAスクール࣌のテクϊロジーとϝσΟΞʙ
σジλル・シテΟζンシップから͑ߟる活ಈと
学びの社会Խ」の中学校における活用ྫと݁ূݕՌ
を報告するのでした。σジλル・シテΟζンシッ
プが目指す５つの࣭ࢿを一ఆఔ育成することはで
きたと報告していますが、ࢠͲたͪに行ಈする前
にཱͪࢭまり、͑ߟ、அし、ඞ要な࣌にはॿけを
Ίることができるように今後実践ఏҊを行うこٻ
とを課題としており、今後の報告期できる内容
でした。
４．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本報告は、σジλルジϨンマ課題に対してポジテ
Οϒなଶで向き合う教材の企画ίンセプトおよび
開発プロセスについて報告するのでした。σジλ
ル・シテΟζンシップ教育のؔ心が高まり、国内
の学校事情に合わせた教材の開発がٸがれている中
で、教材の企画ίンセプト、教材ஔと発ୡஈ֊ผ
のテーマ、教材開発の指と方ུ、Ոఉとの࿈ܞか
ら教材についてݕ౼していました。2022年現ࡏの教
材܈としては̔本であり、今後は６つのྖҬと学年
をཏしたテーマ開発がٸがれるとこΖとして課題
をͪ࣋、今後ਫ਼力的に取り組みたいと͑ߟている
そうです。
̑．研究ൃදʮ��'��ʯ
　本報告は、教員のI$T活用ঢ়گ及び協ಇ学श・発
表におけるࣇಐの意ཉにؔするΞンέート調ࠪを実
したのです。その݁Ռ、教員がλϒϨット1$をࢪ
用いた協ಇ学शを取りೖれる学ڃでは、ࣇಐがλϒ
Ϩット1$を用いて意ྲྀަݟをするࡍに高い意ཉをݟ
せていたとࣔࠦしています。また、教員が日常的に
ಐがλϒࣇ、ではڃの教材を用いて説明する学࡞ࣗ
Ϩット1$の画໘を大ܕఏࣔஔにөし出してࣗ分の
意ݟ等を発表するࡍに高い意ཉをݟせていたこ
と、ଞ者が意ݟ等を発表するࡍに、ฉき手として
高い意ཉをݟせていたことを報告しています。この
݁Ռから、教員のI$T活用ঢ়گにより、ࣇಐの発表
意ཉにҧいがあることࣔ͞れました。

ൃද��'ɹใϞϥϧɾใηΩϡϦςΟ �
ϝσΟΞڭҭɾϝσΟΞɾϦςϥγʔ �ͦのଞ

ل�౻ࠤतɹڭɹ।ܥҭֶڭӃɹڀݚɹ৴भେֶɹֶज़࠲
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　２�Gの発表セッションでは、I$T活用（ಛに１ਓ
１情報の授業）のਪ進における、教員ཆ成ஈ
֊や校内の教員研修・支援体੍等にؔするテーマを
中心とした発表が行われました。
１．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「小学校教員の１ਓ１の活用ଅ進に向けた
νΣックϦストの活用」についてのご発表では、１
ਓ１の活用ଅ進を目的としたΞプϦέーショ
ンผのνΣックϦスト（10ΧテΰϦ全101߲目）を࡞
成し、このଥ当ੑや活用ޮՌ等についての報告があ
りました。νΣックϦスト活用後に教員による
活用がଅ進͞れていること、また、これを校内研修
で活用することで、「ٕज़とؔわる教育的内容知ࣝ
	T1A$,
」において、ར用や活用Πϝージ等の
知 	ࣝT,・T$,
が֫ಘ͞れることがࣔ͞れており、
的にその成Ռがࣔ͞れたとい͑ます。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「教員ཆ成課ఔの学生を対としたI$Tを活用した
協ಇ学शの્要Ҽのݕ౼」についてのご発表では、
まͣ、学生の࣭ࢴ調ࠪにおけるࣗ༝هड़を分ੳ
してΧテΰラΠζした݁Ռを報告いただきました。
教員ཆ成ஈ֊からのI$T活用のスΩルΞップが協ಇ
学शのଅ進につながることがࣔࠦ͞れたとい͑ます
が、これらの݁Ռは、実ࡍの教育現場の実ଶに௨
͡るのであると͑ߟられるたΊ、多͘の研修ܭ画・
場໘にөできるのではないかとࢥいます。
３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「１ਓ１の活用を校内においてਪ進するΩ
ーύーιンの業およびਪ進にؔする工の調ࠪ」
についてのご発表では、まͣ、校内でI$T活用をਪ
進するΩーύーιンの業内容・工を調ࠪするこ
とで、それらを５つの概೦・17ΧテΰϦーに分ྨす
ることができたとの報告がありました。I$T活用に
長けていることはとより、「ਪ進の工」（話をஸ
ೡにฉ͘こと、ਓとਓをつな͛る役目等）のॏ要ੑ
が全校でのਪ進をଅすΩーポΠントになっているこ
とがࣔࠦ͞れたとい͑ます。

４．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「テΟーム・テΟーνングを活用したI$T研修プロ
グラムのݕ౼」についてのご発表では、主に１ਓ１
の授業にෆ҆を๊͑るϕテラン教員を対
に、I$Tの活用に長けた教員とのTT体੍で授業（こ
れを研修とみなす）の取組についての報告がありま
した。一࿈の研修ઃܭ・ܭ画、ߏ成要ૉ等からஅ
して、ઐՈからI$T研修プログラムとしてのଥ
当ੑがೝΊられたことで、ཧ໘と実践的の྆໘か
らの成Ռがࣔ͞れたとい͑ます。
̑．研究ൃදʮ��(��ʯ
　「教員୭一ਓ取り͞ない࣋続Մ能な研修σβ
Πンについて」のご発表で、３つの۩合的な研修内
容を組み合わせてのޮՌが報告͞れました。
　まͣ、ٖ授業ر・ࣜܗ੍で行うϛχ研修では、
っていることをࠔ、がΠϝージしやすい࢟Ͳのࢠ
࣭しやすいといったརがあったこと、また、こ
れらの研修を「研修だより」（I$Tόンク）として、
活用できるࢿྉとしてੵしたり、教員の実ଶѲ
としてΞンέートをఆ期的に実ࢪし、その݁Ռにد
りఴ͑るように研修内容や研修だよりをվળしてい
った成Ռがࣔ͞れました。いͣれଈ参ߟになる事
ྫかりであったようにࢥいます。

　いͣれの発表教育現場にଈした実践的な内容を
ؚΉのであり、GIGAスクールのී及ਪ進にد༩す
るのでした。λϒϨット１ਓ１体੍の授業を全
教員が全校で実ࢪできるようになることはۓ٤の課
題とい͑ますが、そのたΊのޮՌ的な研修のあり方
や授業支援の方๏等について、۩体的な事ྫがࣔ͞
れたとい͑ます。
　また、ೖ೦な先行研究のϦサーνをは͡Ί、学ज़
的なཧを基にしたΞプローνやূݕ手๏等を取り
ೖれられていた発表多かったこと当セッション
のಛ長であり、参加者ಉ࢜の議活発に行われま
した。

ൃද̎�̜ɹڭһݚमɾڭһཆ

तɹ๛ڭେֶɹࢁɹՎ࠲ �ాॆਸ
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　本会場では、５件の発表が行われました。うͪ４
件がクラウυ環境をར用した実践で、り１件が୳
究学शの環境ߏஙにؔする内容でした。いͣれの発
表実践知の٧まった意ཉ的な取組の発表でした。

１．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本発表は、I$Tを用いたܽ੮࿈བྷやݕԹ報告を
用したࡍの意ࣝの調ࠪを分ੳすることを௨して、成
Ռと課題を明らかにしようとする研究でした。I$T 
の導ೖによって、「手ܰでศར」と͑るが多͘ฉ
かれた一方で、「࿈བྷする場ॴや࿈བྷ手ஈが૿͑、
者や教員がいたそうでޢる」と͑たอ͡ײを͞ࡶ
す。ଞに௨৴ো࣌やਖ਼֬に͑たいことをୡで
きたか等を心するฉかれたとのことでした。
調ࠪのࣗ༝هड़部分には、クラウυシステム導ೖの
の࿈བྷாซଘ͞せてことにより、教員のࢴ、にࡍ
手間は૿͑る݁Ռとなったとの内容がありました。
また、本取組が実͞ࢪれる前からࡏ校する学श者の
อޢ者は、以前の׳れしΜだやり方の方がいいと
のがあったとの報告でした。
２．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本発表は、GPPHMF $IBU を用いた情報ڞ༗を日常
的に行っている公ཱ中学校৬員（50名）に࣭ࢴに
よる意ࣝ調ࠪを行い、GPPHMF $IBU を用いた情報ڞ
༗の成Ռと課題をݕ౼する研究でした。調ࠪ݁Ռで
は、成Ռとして「情報ڞ༗の高Խ」「対応の高Խ」、
課題として「$IBUの用方๏」「発৴者と受৴者のᴥ
ᴪ」といったίϝントがみられたという報告でした。
調ࠪ݁ՌによるとGPPHMF $IBUにより、校内の教員間
での情報ྔが૿加したことにい、情報のݟམとし
がないように教員間のがけ行われるようにな
り、校内の情報ڞ༗がԁになる૬ޮՌがあった
そうです。一方で、校内の情報ྔの૿加による情報
のݟམとし、また、ݟམとしの心にؔするݟ
られたとのことで、GPPHMF $IBUར用にあたってのル
ールͮ͘りのॏ要ੑが説明͞れました。
３．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本発表は、อޢ者向け8FCサΠトとして「GPPHMF 

サΠト」࠾用した公ཱ小学校を対に8FCサΠトの
新සや内容の実ଶ調ࠪを行い、教員の役ׂผにߋ
Ͳのようなछྨの情報を発৴しているかの実ଶѲ
をおこなった研究でした。調ࠪ݁Ռでは、学ڃ୲
をΊる教員のߋ新සが高͘、また、Լ校ࠁ࣌の
ૣい水༵日や௨৴を発行する金༵日のසが高いと
報告͞れました。͞ らに、学ڃ୲をΊる教員は「学
௨৴」や 「学年௨৴」、教಄は「学校だより」、ӫڃ
ཆ࢜は「څ৯ࣨだより」と୲当する校分ঠに応͡
た内容のߋ新が多いことがࣔ͞れました。
４．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本発表では、１ਓ１の活用がࣇಐの学校ద
応ײ（生活満ײ、対ਓ的ద応、学श的ద応）に༩
͑たӨڹを調ࠪする研究でした。本研究では、公ཱ
小学校５年生のࣇಐ26ਓを対に、のར用前と
後で学校ద応ײईを用いた調ࠪが行われました。
T調ࠪ݁Ռでは、生活満ײで62�、対ਓ的ద応で
95�、学श的ద応で58�のࣇಐでਖ਼のมԽがݟられ、
ಐがଞ者とؔわったり、情報を発৴したりするとࣇ
いう１ਓ１の活用が、学校ద応ײにӨڹを༩
͑うることが説明͞れました。
̑．研究ൃදʮ��)��ʯ
　本発表は、2022年１月から୳究学शのอޢ者サポ
ーλー੍を導ೖした小学校で、教員とอޢ者が࿈
ஙすߏಐの୳究活ಈを支援する学श環境をࣇ、しܞ
る過ఔにおいて、อޢ者の役ׂがͲのようにมԽし
ていったのかを明らかにする研究でした。本研究で
は、୳究学शにサポーλーとして参加したอޢ者が、
授業の前後で教員とڞに行ったϦϑϨクションの会
話の議事を分ੳしました。分ੳ݁Ռでは、回数を
ॏͶるຖに、サポーλーが学श者の๊͑る多様な要
や題のཧ、また、解ܾ方๏に対するఏҊと
いった୳究学शにؔしてਂ͘౿み込Μだ内容がݟら
れるようになったと報告͞れました。

ൃද̎��)ɹߍのใԽʗͦのଞ

तɹத�ڭҭେֶɹ٬һڭɹѪ࠲
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　本セッションでは、５件の研究が報告͞れ、その
内容等にؔする協議が行われました。いͣれ教育
の向্を目指した実践的な報告でした。
１．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告は、日本の小学校が、ΦーストラϦΞの࢞
ຓ校とのΦンラΠンަྲྀにΉけての授業実践にؔす
るのでした。ΦンラΠンではできない「ײޒをײ
͡る」活ಈとして「おをいれる」活ಈが組み込ま
れたにಛがあります。まͣՈఉ科として߳
と水だしઝ体ݧ、おのϑルίースをຯわう、
ಓ۩とおをೖれる手ॱのಈ画ࡱӨを行うが行わ
れ、続いてӳޠ科として、ӳޠ科の先生におをೖ
れる、おをೖれる手ॱをӳޠの文ষにする、ಓ
۩やおをೖれる手ॱの説明ॻを࡞るなͲが行われ
ました。授業では、ަྲྀ૬手に「͑る」たΊに、
主体的に学शに取り組Μだことが授業の様ࢠなͲか
らうかが͑たことが報告͞れました。
２．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告は、授業支援πールの活用事ྫのੵをΊ
͟して実践͞れた中学校ཧ科授業にؔするのでし
た。一つ目は、生の授業で、授業前にࣗ分の؍
で分ྨした২の写真と、授業後に分ྨしたのを
ൺֱするという実践でした。授業前後でのม容をࣗ
ら͡ײることができ、またࢴで行うよりλϒϨット
を用した΄うが集中できたと報告がな͞れまし
た。ೋつ目は、水のి気分解の実ݧϨポートの࡞成
にؔする実践でした。生ెは実هݧಈ画をݟなが
らϨポートを࡞成したり、ࢴのϨポートの写真を取
り込Μだり、実݁ݧՌを写真やಈ画で載せることが
でき、ߟのࠜڌとなる部分をわかりやす͘まとΊ
ることができたことが報告͞れました。
３．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告は、λϒϨット1$をったཧの授業を࡞
るたΊの要件を明らかにすることをΊ͟した研究で
した。研究員らで議したཧの授業について、先
行研究をݕ౼し、数学の授業でのূݕ授業を実ࢪす
ることを௨して、５つの要件（ࣇಐ生ెはݸ々でಛ
ੑがҧうことをཧ解する。課題をదにઃఆする。

学शの過ఔで、ࣇಐ生ెの主体的なΠンプット及び
ΞウトプットをI$Tで֦ுし、内容知と方๏知を֫
ಘ͞せる。ৼりฦりにより֫ಘした内容知と方๏知
をఆண͞せる。また、まとまりຖにI$Tで֫ಘした
多様なݧܦを活用したৼりฦりを行い、࣭ࢿ・ೲྋ
を育成する。これらの進行がదかධՁする。）を明
らかにできたとड़られました。
４．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告は、小学校学年のࣇಐが１ਓ１を
ར用した学शに対するೝࣝを明らかにすることを目
的としたのでした。導ೖから１か月、１日40分ఔ
のར用をݧܦした小学校２年生を対に࣭ࢴ調
ࠪが行われました。「授業の内容がよ͘わかっている」
なͲ４件๏でਘͶた࣭߲目では、すてがߠఆ的
な回がಘられたそうですが、ࣗ༝هड़を分ੳした
݁Ռ、ύιίンをམとしてしまうこと、文ࣈのೖ力
にؔすること、Նٳみのؼͪ࣋りにؔすることなͲ
ෆ҆を๊いているࣇಐのଘࡏや、AIυϦルなͲՈఉ
学शや、ロϘットやήーム࡞り、ΦンラΠン学श、
プログラϛングなͲに取り組みたいࣇಐのଘࡏが明
らかになったと報告͞れました。
̑．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告は、中学校教員がࣗ༝意ࢤで参加するビジ
ωスνϟットΞプϦ্での授業ݕ౼会にؔして、ࣗ
的な研修参加に༩͑る要Ҽをݕ౼するというの
でした。先行研究においてྫࣔ͞れた「掲ࣔ൘での
૬ޓίϝント」を参ߟに授業ݕ౼会が実͞ࢪれ、そ
こには事前と事中の場ֻけが用意͞れました。授
業ݕ౼会の参加者は、授業ͮ͘りについて૬ஊする
者と૬ஊ͞れる者（ίΞ）、ίΞの૬ஊ・やりとりに
ついてίϝントする者（ΞクテΟϒ）、ίΞとΞクテ
ΟϒのやりとりをӾཡする者（ΪϟラϦー）という
参加ܗଶに分けられ、ߘσーλのൺֱが行われま
した。その݁Ռ、νϟットΞプϦ্では展開がૣい
たΊ新ن者がೖりͮらいこと、ෳ数名がಉ࣌にڞಉ
ฤ集Մ能なผのΞプϦをซ用することで、新ن者の
参加がଅせることが֬ೝできたことなͲが報告͞れ
ました。

ൃද̎�̞ɹԕִηογϣϯ

तɹӬڭҭେֶɹڭݿɹฌ࠲ �ాஐࢠ
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　本セッションは、I$T活用、ԕִ授業、プログラ
ϛング、AIυϦルなͲ෯い内容の発表がԕִで行
われました。
１．研究ൃදʮ��+��ʯ
　高橋真ඒ氏・Ԭ༟ଠ氏（૬ݪ市ཱೆ大野小学校）
から「のؼͪ࣋りによるh I$T活用授業の日常Խʱ
に向けた取組ʵ校内一੪ΦンラΠン学शの実ࢪやະ
来をݟਾ͑た研修による教員のม容ʵ」が報告͞れ
ました。ٸۓ事ଶએݴによりྟٳ࣌校ાஔとなった
ことを受け、GPPHMF .FFUを༗ޮ活用し全学ڃがλϒ
Ϩット1$のؼͪ࣋りによるΦンラΠン学शを実
ͪ࣋の۩体的な取組݁Ռ、͞らに、のࡍしたࢪ
ಐがΦࣇりが日常Խしたことにより、Ոఉにいるؼ
ンラΠンでプログラϛング等の授業に参加したり、
学ڃ閉࣌にΦンラΠンで学शをしたりと学शܗଶ
がม容してきたことがࣔ͞れました。
２．研究ൃදʮ��+��ʯ
中ࠜ新・（ఱ橋高等学校ٶ京ཱ）氏ݟ҆　
氏（京ཱ୮後෩高等学校）から「ԕִ合ಉ授
業のී及を目指した教員研修のσβΠンʵ教員意ࣝ
のม容にண目してʵ」が報告͞れました。京北
部地Ҭ高等学校の学੍ࣷにおいて୯Ґೝఆをうԕ
ִ合ಉ授業を開࢝していることにؔわり、これまで
のԕִ合ಉ授業のࢼ行や授業を௨してಘられた成Ռ
と課題がࣔ͞れました。また、ಘられた知ݟをとに、
教員研修会の実ࢪに向けて、各学ࣷの研究協力者と
վળҊおよび教員࣭ࢴを࡞成し、࣭ࢴ分ੳを௨
してޮՌ的な研修ϞσルとなったかについてධՁし
た݁Ռや、それらにؔわるվળ等報告͞れました。
３．研究ൃදʮ��+��ʯ
・՚า氏・山大ً氏・্田ཽ也氏・ವ田५氏ౢࡾ　
長㟒࡞ߞ氏・দඌ和樹氏・ਂݟढ़ਸ氏（ౡࠜ大学教
育学部）から「ݸผԽ学शの教材開発」が報告͞れ
ました。「令和の日本ܕ学育」のఏҊによって「ݸผ
最దな学び」がクローζΞップ͞れる中、授業を「ܕ」
としてଊ͑る向がこれまで日本ではݟられてきて
いましたが、本研究では、トムϦンιン（2017）の
ผ最దな学ݸ」、方と実践をඥ解き͑ߟผԽ学शのݸ

び」としてٻΊられるࢹを明らかにし、ݸผԽ学
शにおける「ίーφー」の実践を取りೖれた小学校
５年生社会科の教材開発とその授業実践の様ࢠが紹
介͞れました。「ίーφー」がͲのようにࣇಐのݸผ
最దな学びに役ཱっているのかが۩体的にࣔ͞れま
した。
４．研究ൃදʮ��+��ʯ
　大橋博氏（高࡚݈߁ࢱ大学）から「小学校プロ
グラϛング教育についての一ߟʵࢉ数科教科ॻൺ
ֱを௨してʵ」が報告͞れました。開࢝後２年をܦ
過した小学校のプログラϛング教育についてのΞン
έート݁Ռからは、小学校教員のプログラϛング教
育に対する࢟が「ܾΊられたൣғ内で実ࢪする」
というのだという意ࣝが明らかになりました。ま
た、小学校教員の多͞からは、プログラϛング教
育について、授業は教科ॻにཔら͟るを͑ない実
ଶがあるとਪଌ͞れることがࣔ͞れました。͞らに、
小学校6年間のプログラϛング教育にؔわるѻいは
教科ॻ会社によって様々であること報告͞れまし
た。
̑．研究ൃදʮ��+��ʯ
　大山博ل氏・ࢬ࣌ѥ生氏（भ文Խ学Ԃ小中学校）・
田ٛ氏（ࠤլະ来क़I$T活用研究ॴ）から「̜
̞̜̖スクール࣌におけるAIυϦルを活用した学
श支援について」が報告͞れました。小中一؏校で
あるभ文Խ学Ԃ小中学校においては、「̞̩教育」

「ӳޠ教育」「日本文Խ教育」を３つの教育のபとし
ており、「GIGAスクールߏ」を先取りするܗで、
学श者用1ਓ1を前ఏとしたI$T活用教育をਪ
進しています。多様な進࿏رのୡ成につな͛るこ
とを目的に、AIυϦルを活用し、ᶃࣇಐ生ె一ਓ一
ਓのशख़等に応͡た学श活ಈ、ᶄ概೦の意ຯのཧ
解、ߟࢥをਂΊる学श活ಈ、ᶅՈఉ学श・స学श
に取り組Μだことによる成Ռと課題について、ৄࡉ
な報告がありました。

ൃද̎�+ɹԕִηογϣϯ

तɹ୩�य़ੜڭՊɹ।ڀݚ৬࣮ફ։ൃڭେֶେֶӃࢁɹ࠲
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　本セッションでは情報教育についての５件の研究
が報告͞れ、協議が行われました。発表内容は、国
スΩル、σーλサΠΤンス、クラウυߟࢥ、ྲྀަࡍ
を活用したڞಉ学श・I$T活用と多ذにわたり、様々
な実践を基にしたڵຯਂい研究でした。
１．研究ൃදʮ��"��ʯ

 国ࡍ的学校間ަྲྀにおいてI$Tを活用した協ಇ学
शを行った実践事ྫについての報告でした。本研究
は、生ెの主体的な情報発৴スΩルの育成をΊあて
とした研究であり、２つの国ྲྀަࡍΠϕントに参加
することをபに研究が行われていました。これらの
Πϕントに参加することで、生ెは発表までの活ಈ
をੵۃ的に取り組み、ӳޠをۦしてプϨθンテー
ションを࡞成し、発表࿅शをする࢟がݟられたとड़
られていました。また、このような国ྲྀަࡍΠϕ
ントをΦンラΠンで実ࢪする্で、環境ઃఆやඋ
という໘での課題についてࣔ͞れており、今後実
。が報告͞れましたݟする্での知ࢪ
２．研究ൃදʮ��"��ʯ
　中学校におけるଳ࣌間を活用した初期指導がߟࢥ
スΩルのशಘに及΅すӨڹについてݕ౼͞れていま
した。発表では、中学校第１学年の生ెを対に５
छྨのߟࢥスΩル（ؔ࿈ける、ධՁする、ཧ༝
ける、多໘的にݟる、ൺֱする）を体ݧする実践を
１回10分ఔ、10ܭ回実͞ࢪれたことについての報
告でした。これらのπールを体ݧするにあたり、ࢥ
πールのؔ࿈を明らかにし、それらߟࢥスΩルとߟ
を体ݧするたΊの課題をઃఆして実践を進Ίられて
いました。実践の後、ߟࢥスΩルのཧ解や活用の
意ࣝを調ࠪしたとこΖ、ׂ̕以্の生ెがߟࢥスΩ
ルの活用に対してߠఆ的なײをったと報告͞れ
ており、ߟࢥスΩルを育成する্で、దな課題を
ઃఆし、生ెが܁りฦしݧܦすることのॏ要ੑがࣔ
͞れました。
３．研究ൃදʮ��"��ʯ
　小学校ஈ֊における౷ܭ教育とプログラϛング教
育（σーλサΠΤンス）を౷合した実践を基にした
報告でした。本研究は、小学校６年生の૯合的な学

शの࣌間「୳Ζうʂの回りのσーλ」において、
ಐがそれぞれの୳究課題をઃఆし、課題解ܾのたࣇ
Ίに主体的にσーλを収集、分ੳする授業実践を基
にした研究でした。σーλを収集し分ੳする活ಈを
௨して、ࣇಐがσーλをಡみ込み、その向からߟ
ड़したワークシートを基に実践の成هしたことを
Ռが報告͞れていました。
４．研究ൃදʮ��"��ʯ
　$MPVE�CBTFE $PMMBCPSBUJWF -FBSOJOH（以Լ、$#$-）に
おける学श者の૬࡞ޓ用のྦྷܭをݕ౼した্で、
GIGAスクールߏ後に出൛͞れた文ݙを分ྨし、
$#$-初期ஈ֊における૬࡞ޓ用のಛをݕ౼͞れ
ていました。分ੳでは、意ܾࢥఆの主体が教ࢣから
、向にあることがわかりಐとҠ行͞れてい͘ࣇ
本研究の$#$-における学श者の૬࡞ޓ用のྦྷܭ（学
श者・教ࢣの意ܾࢥఆ�直的・間的૬࡞ޓ用）が
組みとして༗ޮであるとࣔࠦ͞れていました。ま
た、研究の݁として、協ಇ学शにおいてॏ要とな
るࣇಐの意ܾࢥఆによる૬࡞ޓ用が多いことが明ら
かになったと報告͞れていました。
̑．研究ൃදʮ��"��ʯ
　日常的にグラウυを活用している学श者が༗ޮੑ
を͡ײているI$T活用の事ྫを分ੳし、そのಛを
することを目的に行われた研究でした。本研究౼ݕ
では公ཱ小学校６年生のࣇಐが、༗ޮੑを͡ײてい
るI$T活用の事ྫをまとΊる実践を基にした研究で
あり、ࣇಐがまとΊたI$T活用の事ྫの分ੳから
１）ࣗ分がඞ要とするλΠϛングで活用すること、
２）学शや生活における活ಈを間的に支援するた
Ίに活用すること、３）ܧ続的に情報のୡや֬ೝ
ができるঢ়ଶをߏஙすることがಛとしてࣔࠦ͞れ
たと報告͞れていました。なお、本研究は、学ڃの
一部のࣇಐを対にした実践であったたΊ、過な
一ൠԽはできないとした্で、今後の学श者が主体
となるI$T活用を͑ߟてい্͘で༗ޮな知ݟである
とड़られていました。

ൃද３�"ɹใڭҭʢใ׆༻ྗのҭʣ

ɹଜ�໌ࢣߨҭେֶɹڭӃֶࢁɹ౧࠲ ݑ
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 このセッションでは、ಛผ支援教育での１ਓ１
情報のޮՌ的な活用について、５件の発表が行
われました。多͘のಛผ支援教育にؔわるօ͞Μが
集まり、༗意ٛな議ができました。

１．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究では、GIGAスクールߏでඋ͞れた１ਓ
１の学श用をಛผ支援学ڃでݸผの課題に
合わせて活用しています。ྫ͑、３年生のあるࣇ
ಐは、ࢉ数がಘ意でࢉ数のみ௨常学ڃަྲྀ学शに
取り組みました。GPPHMF JBNCPBSEをϊートわり
用して、൘ॻを写したり、ࣗ分の͑ߟを発৴します。
୲とࣇಐが、ผ教ࣨでれているঢ়گにあると、
ཧ的にݸผのྀはしいですが、GPPHMF 
JBNCPBSEをڞ༗することで、ࣇಐに向けてྭましの
ϝッセージやΞυόΠスをૹることができ、ݸผ
ྀがՄ能になりましたとݸผ最దな学びの実現に向
けた事ྫ紹介がありました。

２．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究では、知的োのあるࣇಐ生ెに対する教
育を行うಛผ支援学校の中学部において、１ਓ１
の情報を「主体的・対話的でਂい学び」を実現
する手ஈとし、３つのஈ֊をઃఆして取り組まれま
した。その݁Ռ、生ెのૢ࡞スΩル向্・ఆணがݟ
られ、１ਓ１の情報の活用ががるにつれ、
生ెがࢼ行ޡࡨして取り組Ή࢟やޓいに教͑合う・
学び合う࢟がݟられたと報告がありました。

３．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、様々な実ଶのࣇಐ生ెが学ぶ૯合Խ͞
れたಛผ支援学校での教育で、73やA3を活用した
ࡂ教育の༗用ੑをূݕしています。73やA3を活
用することで、ै来の授業にൺ、学श内容のϦΞ
ϦテΟが૿し、ࣗ分にىこりうることとして͑ߟ
られるようになります。また、分からないことから
生͡るۓுやෆ҆を؇和したりすることができるの
ではないかと͑ߟます。73やA3を活用した授業で

は、教ࣨ内でٙࣅ体ݧすることができ、ࢹௌ画໘が
ࣗ分のಈ࡞とϦンクすることでよりڵຯؔ心が高ま
り、ϦΞϦテΟをって主体的に͑ߟる࢟ݟられ
ました。今後は、؍٬的な指ඪに基ͮいた学शޮՌ
のධՁが課題ですとకΊ͘͘られました。

４．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究は、知的োをうࢶ体ෆࣗ༝ࣇを対に、
スマートスϐーΧーの会話ػ能にある「ఱ気༧報」
を活用して、ฉ͘力と話す力の向্を目指しました。
対ࣇは、登校࣌にスマートスϐーΧーにఱ気を֬
ೝし、その内容をேの会で発表するという役ׂを୲
当します。その݁Ռ、ฉき取ることができる情報ྔ
が૿͑、ଞ者がฉき取りやすいの大き͞でスムー
ζに発表できるようになりました。また、スマート
スϐーΧーを活用するスΩルの্ୡݟられ、ଞの
場໘でੵۃ的に活用するようになりました。͞ら
に、อޢ者とスマートスϐーΧーの༗ޮੑを֬ೝす
ることで、Ոఉでのߪೖにܨがり、Ոఉ生活で様々
な場໘で活用できるようになったと報告がありまし
た。

̑．研究ൃදʮ��̗��ʯ
　本研究の目的は、知的োがいのあるࢶ体ෆࣗ༝ࣇ
が、文ষの基ૅを学शすることができるワンλップ
教材ΞプϦ（主ޠड़ޠ൛）を開発することです。Ξ
プϦ内で対ࣇとؔわりのあるਓの写真をった
り、ಈ࡞のΠラストをったりすることで、৯事や
を学ぶことができる࡞ҥ、ҠಈなͲの日常生活ಈߋ
ようにしています。こうした教材の࡞成により、対
ࣇが２ޠ࿈（ಈ࡞主ʴಈܕ ࢺɿ先生がʴ来る、
対ʴಈܕࢺɿڅ৯をʴ৯る）を֫ಘできるよう
に目指していますと発表がありました。

ൃද��#ɹಛผࢧԉڭҭ

तɹງڭେֶɹࢠɹԂాֶԂঁ࠲ �ాത࢙
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　本セッションでは小・中・高等学校のそれぞれの
学校छで取り組まれた新たなI$T活用の方๏をఏҊ
するのでした。いͣれ、I$Tのಛੑを্手͘生か
した実践方๏や教育ޮՌの分ੳ手๏が参ߟになるՁ
のある報告でした。
１．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本報告は、中学校の૯合的な学शの࣌間において

「生活҆全」をテーマにした授業実践を行い、その中
でI$Tを活用することの意ٛとޮՌについて報告が
な͞れました。「課題ઃఆ」「情報の収集」「ཧ・分
ੳ」「まとΊ・表現」の୳究の過ఔの各ஈ֊でI$Tを
活用した実践が行われました。また、「主体的、対話
的でਂい学び」をྀߟした取組についてݕ౼͞れ
ていました。この実践の学शޮՌを分ੳするたΊに、
୯ݩऴྃ࣌のまとΊϨポートのهड़内容をテΩスト
マΠχングによって分ੳした݁Ռ、学शによって多
໘的・多֯的なೝࣝが࣋てるՄ能ੑがࣔࠦ͞れてお
りました。また、୳究の過ఔの各ஈ֊におけるI$T
活用のޮՌについてࣔ͞れました。
２．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本報告は、I$Tثػを活用して体育のλϒϨット
௨知表「ϝσΟΞポートϑΥϦΦ」をڙࢠ・ อޢ者・
教ࢣ間で年間を௨してڞ༗することにより、教ࢣの
体育科における実践力のม容を明らかにすること
を目的としたのでした。小学校体育の学श成Ռ（ಈ
画やৼりฦりのهड़なͲ）を、１ਓ１を用い
てポートϑΥϦΦとしてهし、教ࢣとのポートϑ
ΥϦΦݕ౼会を実ࢪしていました。また、هした
ポートϑΟϦΦは、อޢ者にݟせ、体育の学श成Ռ
や教ࢣのࢥいをڞ༗し、อޢ者のϑΟーυόックを
ࢠΊました。その݁Ռ、今までの画一的なӡಈをٻ
ผに最దԽ͞れた学びݸ、に༩͑る体育授業からڙ
のॏ要ੑに教ࢣが気͘ม容プロセスがあったこと
がࣔ͞れました。
３．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本報告は、高等学校で新たにઃఆ͞れた公民科「公
を開「金༥品ήームܕ対ઓ」の授業で活用する「ڞ
発し、金༥ࡁܦ教育のޮՌを向্͞せることを目的

とした実践にؔすることでした。ಛに、これまでੵ
り্͛られてこなかった金༥品による࠾的にۃ
し、それらのىשຯ・ؔ心をڵについて、生ెのࢿ
Ϧスク・Ϧλーンをे分にѲした্で、దਖ਼な分
教育の導ೖ教材の開発がఏҊ͞ࢿが出来るࢿࢄ
れました。報告͞れた導ೖ教材は、Χーυήームܕ
の教材でした。この教材を用いた授業実践を௨して、
対ઓܕ金༥品ήームの༗用ੑや課題をࣔすとと
に、I$T教材ԽのՄ能ੑについてࣔࠦ͞れました。
４．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本報告は、小نき地校におけるԕִަྲྀ学श
の実践を௨して、その成Ռや課題が報告͞れました。
実践は、小学生３ਓ・中学生̔ਓの合11ܭਓの小ن
き地校と小学校５年生38ਓの学校とで行った
のでした。ᶃࣗ分の͑ߟをଞ者に分かりやす͑͘
る工ができるようになる、ᶄ目的に合ったΞプϦ
をࣗ分でબできるようになる、の２について調
ࠪ・分ੳがな͞れていました。その݁Ռ、ଞ者意ࣝ
をしっかりͪ࣋、分かりやす͑͘る工をする様
ݴ校のಛੑを生かして中学生からのॿنや、小ࢠ
を受けながら解ܾする様ࢠを؍することができた
ことが報告͞れました。
̑．研究ൃදʮ��$��ʯ
　本報告は、小学校３年生のࣇಐを対に、Իೝ
ޠಐのӳࣇ、のԻೖ力࿅शがޠ能を用いたӳػࣝ
をਖ਼し͘発Իしようとすることに対する意ཉとࣗ
৴、発Իٕ能のशಘのӨڹをݕ౼することを目的
にしたのでした。ಛは、発Իしたӳޠを文ࣈと
してࣇಐにࣔせるとこΖにあります。実践方๏は、
学校の֎国ޠ活ಈの中でՎによってਖ਼しい発Իをฉ
いたޠኮを、Ոఉ学शでೋ日間発Ի࿅शに取り組ま
せるととに、その様ࢠをಈ画でࡱӨ͞せていまし
た。その݁Ռ、１回目ではうま͘発Իできなかった
がࢠを発Իできる様ޠಐが、２回目ではਖ਼し͘ӳࣇ
ಐの学ࣇ、られたことが報告͞れました。最後にݟ
びの意ཉやࣗ৴を高ΊるՈఉ学शのࡏり方にؔす
る研究の発展がࣔࠦ͞れました。 

ൃද３�̘ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、１ਓ１のλϒϨットの
活用について、ࣇಐの意ݟの表出先をクラウυ্に
おいて活用する実践が３件、教ࣨに常ઃしたプϦン
λーの活用実践が１件、高等学校において#:0%の
λϒϨットの活用と教۩のվྑを行った実践が
１件の合５ܭ件の発表でした。Ͳの実践ࣇಐ生ె
の意ཉを高Ί、主体的な学びにつながる報告でした。
１．研究ൃදʮ��%��ʯ
を参রしなݟಐの意ࣇಐがクラウυ্で΄かのࣇ　
がらৼりฦりをॻ͘ことでهड़ྔが૿͑たという報
告でした。そのཧ༝として、λΠϐングのスϐーυ
の向্の要Ҽより、ॻき込ΜだスプϨッυシート
を૬ޓに参রできる学श環境と、ৼりฦりの方๏に
ಐが多いࣇれることがॏ要であるとೝࣝしている׳
ことがわかりました。ৼりฦりをॻき込ΉスプϨッ
υシートは２クラスでڞ༗͞れており、ॻ͘ࡍにࣗ
༝に参রできるたΊ、ࣗ分の気ͮかなかった事をଞ
者のهड़を参ߟにしてॻき込Ίる事が最大のϝϦッ
トとड़られていました。今後はৼりฦりのهड़内
容について、ྔから࣭の分ੳのࢹのҠ行が研究
をਂΊる্でॏ要になって͘るとࢥわれます。
２．研究ൃදʮ��%��ʯ
　小学校２年の生活科の野ࡊを育てる授業で、育て
ている野ࡊに対してのίϝントをジϟムϘーυ্で
ॻき、ڞ༗Խする実践でした。ॻき込Ήときにଞの
ࢹಐは、ෳ数のࣇಐのίϝントを多͘参রしたࣇ
から؍したίϝントをॻけるようになったという
ことがࣔࠦ͞れていました。また、学年であって、
ଞ者のίϝントを参রできる環境を͑ることで、
が૿͑るととに、回数をॏͶることでࢹの؍
ίϝントの数૿͑たことが報告͞れていました。
学年は高学年にൺλΠϐングのスϐーυは͘
は、ありませΜが、%� １の発表報告とಉ͘͡、クラ
ウυを参রできる環境がอো͞れるとॻき込みྔが
૿͑ることが明らかになったことになります。
３．研究ൃදʮ��%��ʯ
　ී௨教ࣨにࣗ༝に͑るプϦンλーෳ合ػがある
場合の小学校と中学校での活用にؔする報告でし

た。݁Ռとして、プϦンλーෳ合ػが常ઃ͞れてい
るクラスの方がそうではないクラスより、学शの
ಐが多いことがࣔࣇている͑ߟをੵできるとه
͞れていました。これは、ৼりฦりをࢴഔ体です
ことで手ܰにݟられることがཧ༝として͑ߟられま
す。また、ࢉ数の題をプϦントΞウトして解を
ॻ͘なͲのいಓ多かったので、学शする意ཉが
্がるとのࣔࠦありました。今後１ਓ１の
環境ではクラウυでのσーλอが当たり前でした
が、ࣗ分のॴ༗σーλをࣗ༝にҹして手ݩにࢴഔ
体でせるという学श環境のޮՌ͑ߟてい͘ඞ要
があると͡ײました。
４．研究ൃදʮ��%��ʯ
　小学校５年生の体育のৼりฦりの内容をຖ授業ご
とにクラウυ্のスプϨッυシートにॻかせ、その
内容を「成Ռ」「課題」「次の目ඪ」の؍に分ྨ
して分ੳしたので、݁Ռとして成Ռにؔするهड़
が多͘、目ඪにؔするのはগなかったと報告͞れ
ました。実践者は、ଞのਓの意ݟ参রできることで、
3つのすての؍でのه載が૿͑ることを期し
たようでしたが、ଞのਓのৼりฦりまで参র͞せる
ような意ࣝԽまでには及なかったとड़ていまし
た。今後は、参রする࣌間のอোと、よいৼりฦり
を紹介する工なͲඞ要であるとࢥわれます。
̑．研究ൃදʮ��%��ʯ
　新学श指導要ྖの対応が2022年から࢝まった
高校において、授業にうυラϑλーӨஔの開
発を生ెととに行うことで、υラϑλーのい方
にڵຯを࣋たせ、学श意ཉを高Ίた実践事ྫと、ス
マホなͲ活用したσόΠスの#:0%Խを進Ίた実
践事ྫの2つがฒྻしたܗでの報告でした。高校での
λϒϨットのඋはे分࢝まっておらͣ、ҟな
ったσόΠスの中で、༗ޮにಇ͘GPPHMF $MBTTSPPN
なͲをうま͘ར用して、今後GIGAスクールで͑ら
れた生ెがೖ学して͘ることをݟӽして、クラウυ
での情報ڞ༗を活用したࢹに目を向けてい͘ඞ
要があるとࢥわれます。

ൃද３�%ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは、５件の発表が行われました。
クラウυサービスのڞಉฤ集ΞプϦを用いたߠఆ的
૬ޓίϝントがࣇಐのࣗଚײ情に༩͑るӨڹにؔす
るの１件、GIGAスクール環境における、教科学श
のύッέージングの学शޮՌにؔするの１件、ク
ラウυを基൫とした学शログの学श者による活用が
ϝλೝ知的活ಈを向্͞せ、ࣗݾ調力の育成に及
΅すޮՌにؔするの１件、ΞプϦ「ここϛテ」を
活用したࣇಐがφビήートする対話ؑܕの実践に
ؔするの１件、クラウυを活用した୯ݩ内ࣗ༝進
学शの学力のӨڹにؔするの１件で、いͣれ
意ཉ的な研究内容でした。
１．研究ൃදʮ��&��ʯ

 本報告は、ਤ画工࡞科で࡞成したࢴ೪土のཱ体࡞
品の写真をڞಉฤ集ΞプϦに登し、૬ޓにؑし
ながらߠఆ的ίϝントをهड़した授業実践の事前・
事後で࣭ࢴ調ࠪを実ࢪし、ࣗଚײ情のมԽを調
た研究報告でした。࣭߲ࢴ目全体をൺた場合は
༗意ࠩがなかったが、「ࣗ分に、ࣗ ৴がありますか」、

「たいていのことは、ਓよりうま͘できるとࢥいます
か」なͲの一部࣭߲目において༗意ࠩがݟられた
という報告が͞れました。
２．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、ࣗ࡞の授業ಈ画と/), GPS 4DIPPMのಈ
画教材をؚΉ୯ݩ教材ύッέージのݸผ最దԽ学श
のޮՌをΞンέート調ࠪによりূݕした研究報告
でした。෯͘多͘のಈ画教材がύッΩング͞れて
いることにより、ಈ画教材のબࢶががり、/), 
GPS 4DIPPMのみならͣࣗ࡞の授業ಈ画方の活用が
্ঢする૬ޮՌと、課題ఏ出や内容について
ポΠントの্ঢがみられݸผ最దԽ学शに一ఆのޮ
Ռがあったという報告が͞れました。
３．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、クラウυ環境と１ਓ１の実現に
より、取ಘすることが容қになった学शログを生ె
ࣗが活用することによりϝλೝ知的活ಈを向্͞
せ、ࣗݾ調力の育成に及΅すޮՌについてূݕし
た研究報告でした。中学校第３学年を対に、ৼり

ฦりϑΥームによりੵした学शログの֬ೝとマト
Ϧックス表によるࣗݾの学शঢ়گのՄࢹԽについて
Ξンέート調ࠪよりূݕした݁Ռ、生ెは学शによ
ってಘられたࣗଞのσーλにڵຯを࣋つととに、
それを生ెࣗの学शঢ়گのѲや学शのࣗݾ調
力に活用する様ࢠがみられ、ϝλೝ知的活ಈを向্
͞せ、ࣗݾ調力の育成にޮՌをたらすՄ能ੑが
ࣔࠦ͞れたという報告が͞れました。
４．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、ਤ画工࡞科においては、ޠݴ活ಈをॏ
では、対ؑܕしたؑ活ಈの一つとしての対話ࢹ
話を進行するφビήーλーがॏ要な役ׂをՌたして
いるが、ࣇಐࣗがφビήーλーをすることで、よ
り主体的で対話的なؑ活ಈが実現できると͑ߟ、
ؑ者が࡞品のͲこにண目したのかをѲすること
ができるࣗ࡞ΞプϦ「ここϛテ」をφビήーλー役
のࣇಐが活用することで対話をযԽし、よりਂい
ؑ活ಈの実現に導͘ことに༗ޮかͲうかをূݕし
た研究報告でした。φビήーλー役のࣇಐの発話を
ड़した݁Ռからهಐのৼりฦりをࣇしたのとه
よりਂいؑの実現に導͘たΊに「ここϛテ」が༗
ޮな手ཱての一つになるՄ能ੑがࣔࠦ͞れたという
報告が͞れました。
̑．研究ൃදʮ��&��ʯ
　本報告は、୯ݩ内ࣗ༝進学शにおいてݒ೦͞れ
る学力Լが、クラウυの活用によって؇和・解ফ
͞れるかをূݕする研究報告でした。小学校４年生
のࣇಐを対に、ཧ科「と͡こΊたۭ気と水」にお
いてクラウυ内に学शの手引きをஔき、୯ݩの前
では、全員がڞ௨の目ඪୡ成向けて学शの手引きに
ैって学शを進Ί、୯ݩの後では、ݸผの目ඪୡ
成に向けて学शに取り組Ή࣌間とし、実܈ݧと౷੍
のテスト݁Ռをൺֱするとクラウυを活用した୯܈
内ࣗ༝進学शでは、学शがԼしないՄ能ੑがݩ
ࣔࠦ͞れ、ࣗ༝هड़からは直的に学力Լをݒ೦
するهड़はな͘、ཧ解が進Ήと͑ߟるՄ能ੑがࣔࠦ
͞れました。

ൃද３�̚ɹڭՊࢦಋに͓͚Δ*$5׆༻
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　本セッションでは５件の研究発表が行われまし
た。発表テーマはテストの࡞成方๏とܗ成的ධՁや
プログラϛング教育、σーλのར活用なͲ多ذに
り、それぞれの発表について議が܁り͛られま
した。いͣれ教育現場の実践に基ͮいた発表で、
これからの教育վળにࢿする内容でした。

１．研究ൃදʮ��'��ʯ
　中学校ཧ科においてࡉ目ੵみ্͛ࣜテストをઃܭ
し、その࠾݁Ռから生ెのཧ解のѲをࢼみた
実践について報告͞れました。「事実的な内容知」「概
೦的な内容知」「ٕ能的な方๏知」「方ུ的な方๏知」

成要ૉに基ͮいたߏの５つの学力の「方͑ߟ・方ݟ」
テストを࡞成・実ࢪした݁Ռ、「ٕ能的な方๏知」を
うઃにおいてਖ਼が教ࢣの༧ਖ਼より
͘なり、生ెの次のٕ能にؔするཧ解が教ࢣの
ఆにまでࢸっていないことが報告͞れました。ま
た、テストの݁Ռを受けて、授業վળとテストઃܭ
について今後の課題がࣔ͞れました。テストをܗ成
的ධՁに用い、授業վળにࢿするのにするたΊの
報告でした。
２．研究ൃදʮ��'��ʯ
　小学校ಓಙの授業において、参؍者のࢹからࣇ
ಐのσΟスΧッションがਂまる授業の件をݕ౼し
た݁Ռと、授業վળのఏҊが報告͞れました。３回
の授業のө૾هからࣇಐの発話内容をテΩストに
ಐのࣗ発的なσΟスΧッションがͲのよࣇ、こしى
うな場໘においてىきていたかを分ੳした݁Ռ、教
から一方的に課題がఏࣔ͞れた授業ではσΟスΧࢣ
ッションにまで発展しなかったことが報告͞れまし
た。その݁Ռを受け、教ࢣがࣇಐのײ情を受容し、
のある課題をઃఆすることが今ײಐにとってඞ要ࣇ
後の授業վળとしてఏҊ͞れました。ಓಙの学शに
おける主体的、対話的でਂい学びを͑ߟる্でڵຯ
ਂい報告でした。
３．研究ൃදʮ��'��ʯ
　指導主事が学校を๚して指導・ॿݴするࡍに、
事前にσーλ分ੳ݁ՌをӾཡし、I$T活用にؔする

指導・ॿݴの内容と方๏のվળをࢼみたのでした。
1PXFS#Iを用いて、各学校・学ڃの過去から現࣌
までの活用ঢ়گをѲすることができるように、情
報のར用ঢ়گϨポートをߏ成したことが報告͞
れました。加͑て、そのϨポートをとに、ࣇಐ生
ెの情報の活用࣌間等にؔする指導の事ྫや、
I$T活用のසの学校間、学ڃ間の֨ࠩのੋਖ਼のた
Ίの指導・ॿݴの事ྫなͲ、教育におけるσーλ活
用について報告͞れました。σーλの取ಘ方๏なͲ、
参রՄ能ੑの高い報告でした。
４．研究ൃදʮ��'��ʯ
　高等学校の୳究活ಈにおいてI$Tを活用し、࣭の
向্や࣋続Մ能なӡӦの実現に取り組Μだ事ྫが報
告͞れました。σジλルストーϦーテϦングの手๏
を用いて、それぞれが୲当する୳究学शについて紹
介し合うことで教員の協ಇがଅ͞れた事ྫや、Ξン
έートϑΥームを活用したルーϒϦック࡞成の事ྫ
について報告͞れました。また、生ెの課題ઃఆを
支援するたΊにΞンέートϑΥームを活用した事ྫ
では、生ెが主体的に課題ઃఆをする様ࢠがݟられ
るようになったことが報告͞れました。報告͞れた
事ྫから、対໘での学शとI$Tを組み合わせること
のඞ要ੑがఏҊ͞れました。
̑．研究ൃදʮ��'��ʯ
　小学校におけるプログラϛング教育を導ೖした
から分؍教育の事ྫをとに、4TEA.教育のࡂ
ੳし、それらのؔੑや育成することができるࢿ ・࣭
能力についてݕ౼したのでした。૯合的な学शの
れた、プログラϛング教育を取͞ࢪ間において実࣌
りೖれたࡂ教育を題材に、プログラϛング教育の
から実践をධՁしたこと؍と4TEA.教育の؍
が報告͞れました。ಘられた݁Ռより、プログラϛ
ング教育を௨して、4TEA.教育の؍からࢿ ・࣭
能力がධՁできることが報告͞れました。4TEA.
教育を進Ίる্で貴ॏな報告でした。今後の課題と
して、4TEA.教育の要ૉを取りೖれた授業の༗ޮ
ੑのݕ౼がࣔ͞れました。

ൃද３�̛ɹͦのଞ
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　本セッションでは、初等中等教育における教員研 
修や教員ཆ成にؔ࿈した５件の発表が行われまし
た。５件の発表を௨して、教員研修や教員ཆ成の場
໘で実ࡍに活用する事ができる知ݟが多͘報告͞れ
Ձを༗するのかりでした。
１．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本報告は、小学校教育実शにおける１ਓ１
の活用ঢ়گを明らかにすることを目的とし、9大学
の教員ཆ成課ఔの学生を対に、授業実践でを
活用した教科等や活用しなかったཧ༝なͲをਘͶ、
分ੳしたのでした。学生がઐとする教科と教育
実शでを活用した教科の一கは75�0�であり、
大学でઐ߈している教科はの活用につながるՄ
能ੑがࣔࠦ͞れたとしています。また、を活用
しなかったཧ༝として「１ਓ１をった授業
のΠϝージがわかなかった」が32�7�であり、活
用に対する知ࣝやスΩルෆがを活用できなか
ったཧ༝としてݟられたと報告しています。
２．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本報告は、360Χϝラと73ٕज़を活用したΦン
ラΠン公開授業システムをߏஙし、そのシステムを
活用した公開研究会にؔしての内容です。ө૾シス
テムにؔしては、360授業ө૾の中のόーνϟルۭ
間にࢠͲたͪのλϒϨットの画໘等をӨ
し、GIGAスクールߏԼの公開授業に対応できるよ
うにすることやԻシステムでは、ෳ数のマΠクの
ԻをϛΩシングして指導者やࢠͲたͪのをௌ
きとりやす͘することを行っています。参会者Ξン
έートによれ、本システムにより研究協議会の࣭
が向্することがࣔࠦ͞れたと報告しています。課
題として、システムをී͘及͞せてい͘たΊに、
システムを؆ུԽ͞せるඞ要があることについてड़
ていました。
３．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本報告は、ಛผ活ಈでਓ間ؔ等の課題をݟいだ
し、解ܾするたΊに話し合い合意ܗ成をਤることや
意ܾࢥఆしたりすることができるようにすることが

目ඪと͞れている中で、長引͘ίロφՒで学校行事
がݶఆ的となっていることを課題としたのです。
文Խࡇを題材に生ెが題解ܾの手ॱにԊって合意
成をしながら、目ඪઃఆ、解ܾҊの発、実践とܗ
ৼりฦりを行い、体ݧ的な活ಈを௨して、主体的に
みにؔして報告してࢼて実践するたΊの指導の͑ߟ
います。学校行事における指導の工でޮՌ的だっ
た、վળがඞ要だったについてཧし、次回の
発表にܨがる課題であったたΊ、次回の報告期
できそうです。
４．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本報告では、文部科学省が公開した学श指導要ྖ
及び学श指導要ྖίーυを-0%Խした「学श指導要
ྖ-0%」とίンテンπϦストA1Iを続することで、

「教育σジλルίンテンπར活用環境」の一ྫとして、
学श指導要ྖίーυとσジλルίンテンπをඥͮけ
たࡧݕがՄ能であることをࣔしたのです。教育σ
ジλルίンテンπར活用環境の期と課題とし
て、「ίンテンπϦストA1Iとಉ様の組み」にؔす
るの、ཻにؔするの、「学शૉ材」にؔする
のとして報告しています。１つ目のA1Iにؔする
のと２つ目のཻにؔするのについては国として
の方向ੑをݟఆΊるඞ要があり、現࣌で研究課題
とすることは容қではないとड़ています。一方で、
３つ目の学शૉ材をͲのようにしてඥͮけてい͘
きかというについては、今後ݕ౼やূݕをॏͶて
いきたいと͑ߟているとड़ています。
̑．研究ൃදʮ��(��ʯ
　本報告は、１ਓ１環境がඋ͞れ、I$Tを活用
した学श活ಈに大きなมԽが๚れることをఆし、
ਆಸ県૬ݪ市、ਆಸ県座間市、ਆಸ県ೆ
ฑ市の３࣏ࣗ体と新たな学शۭ間のݕ౼を進Ί、
උを行ったことにؔするのです。教育委員会と学
校、事業者でඋ前に協議し、ίンセプトを明֬に
したことにより、部の環境をޮՌ的に活用する授
業が行われていることが分かったと報告しており、
部をར用した教員は、ࢠͲの学शޮՌが高ま
ると実ײしていることをࣔしていました。

ൃද��(ɹڭһݚमɾڭһཆ�ͦのଞ

ل�౻ࠤतɹڭɹ।ܥҭֶڭӃɹڀݚɹ৴भେֶɹֶज़࠲
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　このセッションでは、５件の発表が行われました。
JAETの発表らしい、現場の課題ײや工について
知ることのできる、大ม༗意ٛなセッションでした。
１．研究ൃදʮ��)��ʯ
　40ށ-A/小学校のਤॻཧおよびࣇಐのఏڙ
の方について、ラーχングίϞンζのਵॴにਤॻ
を分ࢄしてஔする方๏と、そのॊೈなӡ用をՄ能
にする１ਓ１を活かした本のିしआりཧΞ
プϦの導ೖޮՌについての発表でした。ಛに当֘校
は୳究活ಈをॏࢹする学श活ಈが多いことから、こ
の分ࢄஔとಠࣗ開発したཧΞプϦが༗ޮにػ能
しているようでした。ࣇಐによっては、やや本の୳
しに͘͞を͡ײている໘があるとのことでしたが、
ΞプϦの༗用ײが高͘、学शに対する༗ޮੑをײ
͡られる発表でした。学श環境のσβΠンが学श活
ಈを活発Խ͞せていることの事ྫとしてڵຯਂい
のでした。
２．研究ൃදʮ��)��ʯ
　ίχΧϛϊルλࣜג会社が開発している教ࣨ内で
生ىしている授業事をՄࢹԽするシステムのࢼ行
と、過去̕年間のσーλを用いて、長期的なࣇಐ生
ెのม容やಛੑをAIによって分ੳする手๏とその分
ੳྫの発表でした。指導ٕज़のܧঝというײ໋の
と開発͞れているので、授業者と学श者の発話
ׂ合のൺֱ、学श者のࢹઢ、ڍ手、教員のҠಈي
なͲを教ࣨにઃஔしたΧϝラө૾からAIٕज़によ
りՄࢹԽするのです。ՄࢹԽ͞れたσーλをと
に授業ݕ౼会を行うことで、より؍٬的な議がՄ
能になることでしΐう。ͪΖΜྔ的σーλだけで
な͘、議をすることで࣭的な授業վળとつなが
ることとࢥいます。また、テストのಘについてAI
からの分ੳをとに、ݸに応͡た指導を支援できる
ことが報告͞れました。
３．研究ൃදʮ��)��ʯ
　１ਓ１環境と高ωットワークのෑઃによ
り、先生のI$T活用をଅ進するたΊにI$T支援員のଘ
「ࡏෆՄܽなଘ」Ձが高まっています。文科省ࡏ
とҐஔけ、現ࡏ「４校に１ਓஔ」としている

にかかわらͣ、ఆ௨りに進Μでいないঢ়گがあ
ります。この発表では、学校でI$T支援員という貴ॏ
なϦιースを最大ݶ引き出し、授業をより活ੑԽ͞
せたいというئいを͡ײるのでした。ޏ用ܗଶや
常ற・๚といったܗଶผに支援内容をൺֱしてい
ました。環境උにཹまるのか、授業支援までؔわ
るのか、୯に支援員のੑݸの題ではな͘、学校と
のؔわりがӨڹしていることをࣔࠦするのでした。
４．研究ൃදʮ��)��ʯ
　つ͘市は、全国的に情報教育を地Ҭ一ؙで取
り組Μでいることで༗名ですが、そうした活ಈをし
っかり支͑ているI$T支援員の支援体੍のあり方に
ついての発表でした。つ͘市では、८回ܕで常
றܕでな͘、要があれ๚するܗଶをとって
いますが、ある学校では、支援員がෆՄܽなଘࡏと
なっている໘、一部の学校では「（本当はࠔりごと
があるにؔわらͣ）ͲのようなことをཔΜでよい
かわからない」たΊ、ࠔりײがより大きいことが報
告͞れました。པまないという݁Ռが、「ඞ要がない」
ということを意ຯするのではないというߟを͞
れていました。प知や要ϑΥームのઃஔのߋなる
֦ॆと८回ܕで常றܕ等の多いことから、૿
員に向けての४උܧ続したいとのことでした。
̑．研究ൃදʮ��)��ʯ
　65ਓの支援員に対して、実ࡍに学校を支援する中
で、Ͳのような支援業を行い、ͲΜな課題ײを࣋
っているのかを調ࠪした発表でした。この発表の中
でҹ的だったのは、८回ܕと常றܕで支援内容に
、向がみられたというのでした。前年はࣅྨ
常றܕの支援向は授業支援だったとのことで、Կ
らかのมԽがあることをࣔしていました。また、८
回ܕで常றܕで、支援業がແいとして、
I$Tうわないにݶらͣ授業を参؍するなͲして、
先生とのڑをॖΊることを意ࣝ͞せていること
要Ҽとして͑ߟられるかしれませΜ。発表の最後
には、支援員が҆ఆして生ܭをཱてられること、ັ
力ある年とすること等について熱͘ఏҊがありま
した。

ൃද��)ɹڭҭɾֶ श༻ιϑτΣΞ開 ɾൃධՁ�
ஙɾӡӦߏͼαϙʔτମ੍のٴԉһࢧ$5*

৳໌౻तɹ҆ڭҭେֶɹڭٶɹ࠲
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　本セッションは;PPNを用いて開催͞れ、以Լの５
件の発表をいただき、議を行いました。発表テー
マはGIGAスクールの活用、プログラϛング教育
にؔした実践研究や活用ঢ়گにؔする調ࠪ研究、教
員研修等にؔする内容で、新たな実践のΞΠσΞや
活用ਪ進のポΠント、教員研修のあり方等について
ࣔࠦにΜだ発表をいただき、活発な議が行われ
ました。
１．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告では、全国の小・中学校教員対のωット
Ξンέートで、GIGAのར用ස、ར用した学श
活ಈのछྨ、ར用ΞプϦ等を調ࠪし、その݁Ռから「ී
ஈいのΦンラΠン授業」のܗをࣔすのでした。
小学校ではΧϝラΞプϦ、ϒラウβ、υϦルを用い、
調学श、ه؍等が、中学校でϒラウβ、Χ
ϝラΞプϦを用い、発表、プϨθン、調学श等が
多͘行われていること、のؼͪ࣋りは学校によ
って大きなࠩがあること、Ոఉからのར用はυϦル
が多いことがࣔ͞れました。このような活用を「ී
ஈいのΦンラΠン授業」として実ࢪしてお͘こと
が、今後の活用を進Ίてい্͘で大ではないか
とड़られました。
２．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告では、小学校におけるGIGAスクールを
用い「ݸผ最దな学び」と「協ಇ的な学び」を取り
ೖれた４年生社会科における୯ݩ開発とその実践に
ついてड़られました。地Ҭのࡇりや行事、文Խࡒ
を調σジλルύンϑϨットにまとΊる学शで、調
学शのஈ֊では学校だけでな͘Ոఉでݸผに調
学शをܧ続できるように指導が行われました。ま
たύンϑϨット੍࡞では、JBN#PBSE等でಉ͡ࡇりや
文Խࡒを調ている༑ୡとڞ༗しൺֱする活ಈを取
りೖれられていました。実践を௨して、ΦンラΠン
での教ࢣの支援や、まとΊる活ಈでのπールのい
方についてのߟについてड़られました。
３．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告では、小学校の教科の学शにおいて、教科
の目ඪୡ成のたΊの手ஈとしてプログラϛング学श

を取りೖれた୯ݩ開発について、１年生生活科と６
年生ཧ科・社会科・૯合で取り組まれた２つの事ྫ
が紹介͞れました。これらの取組の݁Ռ、ࢠͲた
ͪのීஈの学びの主体ੑや、協ಇੑが向্してき
ていることύϑΥーマンステストの݁Ռとして紹
介͞れました。またこれらのมԽについては、教ࢣ
実ײしていることがΞンέートの݁Ռとしてࣔ͞
れました。この成Ռをݩに、年間指導ܭ画の組み
込み、Ϟσル指導Ҋの࡞成を行い、ී及にΊら
れていることが報告͞れました。
４．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　GIGAのؼͪ࣋りをੵۃ的に行っている小学
校で、ܽ੮したࣇಐに対するϋΠϑϨックス授業の
ޮՌについて報告͞れました。ؼͪ࣋りにؔしては
ॏ͞は͞΄Ͳ気にならないが、ॆిやམとしてյ͞
ないかというで気にするࣇಐがやや多͘、Ոఉで
のར用内容に大きな題はݟられませΜでした。ま
た、ϋΠϑϨックス授業を受けたࢠͲを対とし
た࣭では、نଇਖ਼し͘過ごせた、ܽ੮明けの登校
がしやす͘なったなͲߠఆ的な意ݟが多͘、教ࣨで
授業を受けているࢠͲたͪಛに௨常の授業とม
わらͣߠఆ的に受けೖれており、学校をٳΉࢠͲ
たͪにとってϋΠϑϨックス授業が༗ޮであること
が報告͞れました。
̑．研究ൃදʮ��̞��ʯ
　本報告では、プログラϛング的ߟࢥの育成を目指
すυローンプログラϛングを用いた教員研修と、授
業開発について報告͞れました。υローンを用いた
プログラϛングは、教員の意ཉ・ؔ心をは高͘、研
修のޮՌ期できるが、ػ材ݶられるたΊ研修
のઃఆ等に工がඞ要であることड़られまし
た。また、υローンによるプログラϛングをࡂ教
育にҐஔͮけ、࣌ࡂのυローン活用という場໘を
ઃఆし、課題解ܾܕࡂ学शとして実践をσβΠン
していること報告͞れました。教育用トΠυロー
ンはൺֱ的いやすいが、όッテϦーのͪ࣋、҆全
対ࡦのඞ要ੑ等、ྀすきについてࣔࠦをい
ただきました。

ൃද３�̞ɹԕִηογϣϯ

ࠇतɹڭେֶɹࢁɹ࠲ �ా
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第49回全日本教育工学研究協議会全国大会（青森大会）のご案内
　本年度の愛知・春日井大会に続き、来年度第49回目となる全国大会が青森県三沢市及び六ヶ所村で開
催されます。来年度も現地開催を予定しており、例年、大変ご好評いただいている公開授業を小・中・
高校で行うとともに、研究協議会、基調講演、パネルディスカッション、研究発表、企業製品紹介、トー
クセッションなど、現場の先生に役立つプログラムを盛り沢山で予定しています。ぜひご期待ください
ςɹʔɹϚɿ� ICTの活用で 子供たちの可能性を引き出す令和の日本型学校教育の構築を目指し

て　～本州最北端 青い森からの新たな風～
日ɹɹɹ࣌ɿ� 2023年10月27日（金）・28日（土）
会ɹɹɹɿ� 三沢市公会堂 他、六ヶ所村内（公開授業）
ओɹɹɹ催�ɿ� 日本教育工学協会（JAET）
�ɹɹɹ催ɿڞ 青森県南教育工学研究会、（一社）日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）
�Ճରऀɿࢀ 小中高等学校・特別支援学校教育及び教育関係者、大学研究者、学生、教育関連企業等
公開授業ߍɿ� ・六ヶ所村立南小学校 ・六ヶ所村立千歳平小学校

・六ヶ所村立第二中学校 ・青森県立六ヶ所高等学校
※詳細は準備ができ次第、大会ホームページ（https://conv.jaet.jp/2023/）でご案内してまいります。

会員向けFacebookグループ「JAET会員交流」を開設
　このたび、日本教育工学協会（JAET）では、会員向けサービス拡充の一環で、会員同士の自由
なコミュニケ―ションの場として、クローズドなFacebookグループ「JAET会員交流」を開設いたし
ました。本グループは、個人会員および、団体会員や賛助会員のそれぞれに所属する教職員や教育行
政関係者、教育工学等の研究者、教育関連企業社員であれば、自由に参加・交流することができます。
　日頃、物理的・時間的に直接メッセージの交換する場所や機会が少ない会員同士で、教育やICTに
関わる最新情報や実践事例等を共有し、より一層、教育現場の情報化が進むことを期待しています。

《Facebook 「JAET会員交流」グループ（非公開グループ）の参加方法》
① Facebookのメニューから「グループ」を選択
② 検索キーワード「JAET会員交流」で検索
③ 「承認待ち」となり、参加リクエスト完了
④ 管理者にて会員であることを確認のうえ承認
⑤ 「JAET会員交流」グループに参加できます

編　集　委　員
委員長　原　　克彦
委　員　泰山　　裕
　〃　　長谷川　弘

委　員　片岡　義順
　〃　　若槻　　徹

事務局　渡辺　浩美
　〃　　河合　将治
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
「１㎜の奇跡」～カタール・ワールドカップ～
サッカーボールがラインの外側でバウンドしたように見え

た。元サッカー部顧問は「まだ出ていない！！」と思った。
審判は、人間の目では追いきれない「瞬時」の出来事でも経
験と推量で判定をする。これがしばしば誤審をうむ。選手は
これも試合の一部だと受け止めるが、ファンは納得しない。
そこで、今大会ではVARで「瞬時」を「再現」してインプレ
ーであると判定した。その後、FIFAが動画でルールを説明
し、記録映像を開示した。この対応で多くの人が理解した。
録画による確認は、テニスのアウトとイン、陸上や競馬のゴ

ールなどでも利用されている。ドライブレコーダの普及は、
交通事故等の瞬間を確認することで当事者間の交渉をスムー
ズにしたそうだ。野球のストライクとボールの判定にメジャ
ーリーグが使うかもしれない。

今のVARは試合を間延びさせる感がある。しかし、科学技
術の進歩と対応の工夫で、瞬間の出来事を「瞬時に再現」で
きると期待している。

マラドーナの神の手ゴールも日韓ＷCスペイン戦の疑惑の
判定も史実である。VARは“１㎜の軌跡”を“奇跡”として
歴史に記した。誤審も疑惑もない事実として。 （H.H）
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